
大阪大学附属図書館蔵小野文庫目録

青田寿美（奇任編祭）・内田宗一・大内瑞恵・
太田路枝・神林尚子・佐山美佳・丹羽みさと

歌謡研究者としてまた名代の蔵書家として知られる忍頂寺務(1886-1951)遺愛の蔵書は、縁

あって大阪大学が一括購入し「忍頂寺文庫」の名で同附属図書館の所蔵に帰した。1954(昭和29)

年3月のことである。それより半世紀を経た2000(平成12)年6月、務の令嬢小野麗子氏の手元

に残されていた務旧蔵書や筆写資料．来翰類が大阪大学に新収される運びとなった・'。「小野文

庫」と名付けられた資料群492点は、忍頂寺文庫1,871点を補完するものとして斯界に翼求され

るコレクションであること、言を俟たない。

本稿は、小野文庫収蔵の全資料492タイトルにつき書誌目録を作成し、巻末に、務宛書簡差出

人別リストを付したものである。詳細は各々の直前に掲出した個別の凡例に譲るが、以下簡単に

本稿作成の経緯について触れておきたい。

国文学研究資料館では､創設間もない1978(昭和53)年に忍頂寺文庫の文献資料調査に着手(翌

79年終了・701点)、1981(昭和56)年にはマイクロフイルム撮影による収集を行い、以後、忍頂

寺文庫収蔵の主要古典籍をほぼ網羅する撮影書目711点（全71リール・40,465コマ）を広く閲

覧利用に供してきた。如上の資料的蓄積を踏まえ、2006(平成18)年3月、大阪大学大学院文学

研究科と国文学研究資料館は研究連携に関する協定書ならびに覚書を締結し、以て、忍頂寺・小

野の2文庫を活用した共同研究を進めることとなった。『忍頂寺文庫．小野文庫の研究』･2は、

その成果報告書として刊行されたものである。一方で､書誌データの整備と目録刊行については、

2005年の研究会発足当初から研究目的に謡われてきたものの未だ実現を見ていない。忍頂寺文

庫のそれがかねてより阪大サイドで進捗していることを鑑み、国文研サイドでの小野文庫書誌調

査を申し出た次第である。本目録が、共同研究のさらなる推進はもちろんのこと、問題領域の拡

充・深化に益するところあれば幸いである。大方の御教示を仰ぎたい。

小野文庫資料閲覧にあたって、大阪大学大学院文学研究科教授飯倉洋一氏、同文学系資料室滝

田知子氏に大変御世話になった。また、国文学研究資料館学術情報課専門職員増井ゆう子氏、同

図書情報係阿蘇竜太氏に目録作成上様々な御助言をいただいた。各位に厚く御礼申し上げる。

なお、本目録は、2007年度総合研究大学院大学文化科学研究科日本文学研究専攻教育研究プ

ロジェクトにおける成果を含んでいる。

*lこの間の経緯は、福田安典「上方文人、忍頂寺務」（『文学』l(5)、2000年9月、岩波番店）に詳しい。

*22005年度大阪大学大学院文学研究科共同研究報告書『忍頂寺文庫・小野文庫の研究』（飯倉洋一編、2006

年3月）、および、2006年度大阪大学大学院文学研究科共同研究（国文学研究資料館研究連携事業）研究

成果報告書『忍頂寺文庫・小野文庫の研究2』（｢忍頂寺文庫・小野文庫の研究」共同研究グループ・国文

学研究資料館編、2007年3月)。また、「文学部創立五十周年記念忍頂寺文庫特輯」（『語文』70,1998年5

月、大阪大学国語国文学会）も併せ御参照いただきたい。
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凡例

1．分類・配列順

小野文庫収蔵資料は､受入時に仮分類を行った上で､各分類内で資料名の五十音順に配列され、

通し番号l～492が付与されている。本目録では、今後の閲覧利用の便を鑑み、元の分類ごと番

号順に配列することとした。ただし、この度の書誌調査において角書等を資料名に採用するなど

した結果、読み順が必ずしも順行するものではなくなったが、目録末尾に五十音順索引を付すこ

とでこれに代えた。次に、分類一覧と資料点数、本目録の掲載頁を示す。

1和本……155点……9頁

2複製本……5点……22頁

3活字本……128点……23頁

4雑誌・機関誌……60点……33頁

5忍頂寺務自筆資料・他……73点……38頁

5．1手写本（38点）

5．2原稿・草稿・ノート類（28点）

5．3その他（7点）

6書簡……1点[1,366点一括〕……49頁

7雑……70点……49頁

7．1展観目録(17点）

7．2蔵書目録（6点）

7．3古書目録(16点）

7．4図書目録・月報（5点）

7．5歌謡・舞踊関係資料（5点）

7．6忍頂寺務関係資料（6点）

7．7その他(15点）

上記のうち、「1和本」「2複製本｣の計160点を大内瑞恵・神林尚子・丹羽みさとの各氏が、

「3活字本」「4雑誌・機関誌」「5忍頂寺務自筆資料・他」「7雑」の計331点を太田路枝

・佐山美佳の両氏と青田寿美が、それぞれ分担の上書誌データを作成した。前者の総点検は神林

氏の尽力になるものであり､後者の点検・校正は太田氏・内田宗一氏の助力を得て青田が行った。

なお、「6書簡」については、「小野文庫422〔忍頂寺務宛書簡〕差出人別リスト」を後掲した。

本リストは､数年に亘り同書簡の読解作業を進めている内田宗一氏の労作の一端である。詳細は、

内田氏によるリスト解説と凡例を参照されたい。これら全体のとりまとめには青田があたった。

2．記載項目

各資料の書誌は、以下①～⑭の順序で掲出した。〃は改行を、はスペースをあらわす。⑭

備考は、原則一段落で簡潔に記述することを旨としたが、合綴・合写された資料の一部につき、

変則的に改行を入れ内容細目を記したものもある。
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①(整理番号)－②資料名一読み〃

_③（整理書名：）〃

－④刊写の別一⑤書型⑥数量一⑦総紙数一⑧寸法〃

－⑨編著者等一⑩序賊一⑪刊書写地一⑫刊書写者一⑬刊書写年〃

－⑭備考〃

①整理番号

＊小野文庫収蔵資料492点には､918.5/ONO/1～918.5/ONO/492の請求番号が付与されている。

本目録では、末尾連番l～492のみを整理番号として（）内に示す。

②資料名読み

＊原則として原外題による。見返し題・内題等が外題と異なる場合は、適宜⑭備考に記す。

＊現所蔵者あるいは書誌入力者が与えた仮題は〔〕で括って区別する。

＊本題と角書・副題とは／で区切る。なお、本題のみからでも参照可能なように、双方を索

引項目に立てた。

＊合綴・合写された資料のうちいくつかについては、綴じ合わされた複数点のタイトルを列記

し、資料名としたものがある（索引ではタイトルごとに立項)。これらの読みもスペースを

あけて列記した。合綴点数が多く煩瓊になる場合は〔ほか〕と記し、備考にて詳細を示した。

薄物数十点からなる合写資料以外は、原則索引項目として採録した。

（例）御しうぎ／まんざい御祝儀／とりおいごしゅうぎまんざいごしゆうぎとりおい

（例）道中双六〔ほか〕どうちゅうすごろく

＊読みは、全て現代仮名遣いとする。索引の並び順も現代仮名遣いに従う。

③整理書名

＊上記②によって本目録で採用した資料名と大阪大学附属図書館が付与した資料名とが大きく

異なる場合のみ、後者を整理書名としてここに示し、併せて索引項目に掲げ、参照できるよ

う配慮した。

④刊写の別

＊刊本・写本の別を示す。両者の合綴資料は「混」とする。和古書の近代複製本については、

「刊（複製版)」とした。

⑤害型

＊以下の如く略記した。

（例）大……大本半……半紙本中……中本小……小本横……横本

⑥数量

＊和古書および近代単行本・自筆稿本類に関しては、現状の冊数を示す。端本の場合は存欠状

況を（）内に添え、合冊・合綴は「合1冊」のように示した。

＊雑誌については、所蔵される冊数ではなく、巻号数を示す。号数が揃いであれば巻数のみ記

した。

（例）合1冊l(1-5)･…･雑誌、1巻1-5号が合冊所蔵されていることを示す。
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⑦総紙数

＊数千枚に及ぶ用例カード等、大部のものについては、概数のみを⑭備考に示した6

＊雑誌については、頁数をカウントしない。

⑧寸法

＊縦×横cmで示す。

⑨編著者等

＊他資料を参照して補うことはせず、原則として当該資料の記載による。なお、存疑事項には

［］を付した。

⑩序賊

＊和古書に関しては、原則序賊情報を簡潔に示し、必要に応じて⑭備考に内容を摘記する。近

代の出版物については、適宜これを省略する。

⑪刊書写地

＊和古書に関しては、原則として当該資料の記載により、必要に応じて［］内に注記した。

近代の出版物については、市町村名を示したのち、適宜、都道府県名を［］内に添えた。

ただし、東京は全て「東京」とした。

＊類推できる場合は［］内に記す（卿も同じ)。

⑫刊書写者

＊板元名が複数記される場合は、原則として最後の書犀（近代の出版物に関しては、筆頭の書

建）を採り、続けて「ほか3津」などと残りの書建数を示した。

⑬刊書写年

＊当該本が重版の場合は、「昭和十年五月（五版)」などと記し、初版の情報は⑭備考にて紹介

した。

＊雑誌については、所蔵分のうち出版の一番早い号につき「昭和九年十一月（第二巻六号)」

の如く（）内に巻号数を添えて記し、併せて⑭に刊行頻度を示した。

⑭備考

＊特記事項があれば記す。

3．表記について

＊原則として通行の字体を用いる。

＊原則ルビは省略したが、必要に応じて［］内に補った。

＊難読字・欠損字には□を充てる。

*JIS第1・第2水準にない漢字は＝を入れ、続けて、可能な範囲で()内に偏秀等を注

記した。

4．図版

＊本目録巻頭に小野文庫収蔵資料より4点の図版を掲げた（詳細は、各々の書誌項目参照)。

貴重資料の閲覧・撮影・掲載に御高配を賜った大阪大学附属図書館に深謝申し上げる。

（青田寿美）

4



麺 ~Ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
１
０
８
０
旬
０
０
１

▲＝

１
１

０
１
０

－●

－

一

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
い
■
■
■
■
■
■
■
。

剰
棚
鰡
騨
琴
曇

奪

も

■
０
‐
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
“
■
Ⅱ
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
２
１
０
‐
ｉ
Ⅱ
Ｉ
・
Ｉ
腰
．
．
０
Ｆ

一
陣ｌ

予
今

一‐

１
１
１
１
１Ｉ

０
１

騒
開
観 A
－

L____f____=.一‐‐－－－－ 』

【図版1】小野文庫14〔合巻表紙〕

5



I
ー

‘ダーーーラヮ｡ 一
通
息
垂
急
今
↑
Ｙ
｜
琴
も
ゞ
一
意
基
零
曹
』
喰

愈
ら
れ
ら
２
今
追
暑
皇
暑
ム
ノ

。
9

’
0

、●

|；

，

I,

'。 謹
象
知

I
」

丑
且

麺一一一． －

萱i
ベ4

，‘I
4もI

*｜
イl(I
鮴’

戸

「

洗う像〃豹

、′』秘'1｛4
:墓蕊耐噴
穆ｨ、＆‘ズ，．”c

凶
A

を：測鯵
ダル

斑認L

易

、ウ
笈A・

."､lfi$,6ノ

､バーノ、苅藷会-日

弐参弓脅言

Ｄ

ｊ
羅
鋤
琢
総
‐
り
～
＆
§
命
心
琵
う
れ

尚
ノ
ノ
膝
准
‐
一
識
″
も
Ｉ
釣
り
行

診
、
ｆ
，
〃
蝋
罰
が
ｉ
、
．
》

Ｊ
繊
均
プ
〃
。
Ｉ
内

疲
”
備
り
＃
”
〃
も
湖
７
斗
あ
め
奇
〃
；
ｊ
泌
脳

魂
溌
批
烹
７
を
，
添
易
あ
く
ｒ
、
、
，
７

４
１
．
、
一
鮭
１
１
混
八
！
‐
、
、

＃

〈i
”
ノゲ1
，

”

､歩

;it

蕊，
¥』

!i

１
１

心
『

ち
か
氏
？
轌

了
分
Ｊ
１
づ
八
℃
ｊ
垂
ろ

’
1

1

壷藍久笠萱毒

少踏場：ふゐ
蓋
夷

II
四一

【図版2】小野文庫31「一日千里」

6



一
一

一 一一一

ゞ1
A

’ 「

~=II

I

’
1

1

｜，我
ず
吸
押
職
人
ｋ
く
岬
誘
盛
難
い
錬
り
謝
牒
輔
癖
の
鮴
穀
を

み
を
●
Ｑ
Ｑ
〆
口

雑
ｃ
排
に
卸
酔
の
搾
渉
を
跨
ぐ
搾
叫
搾
剛
の
姫
野
獅
醗
露
舞

勅
々
０
，
Ａ
一
ら
り
わ

而
聡
の
繊
述
あ
り
．
雌
沁
の
迩
私
雄
ろ
．
一
鮮
鱗
蝶
腱
暉
史
ら
ず
．

蝉
鍵
”
”
脇
抄
群
呼
畷
摺
の
脇
挟
●
雲
昨
の
齢
鐙
維
趣
鋤
騨
蛎
癖

●
今
９
”
今
ざ
や
画
。
的
■

イ
油
き
ず
羅
し
て
齢
き
ず
楚
ま
ん
調
群
必
擁
の
冊
噸
潅
心
加

も
の
ｑ

ｐ
ｐ
Ｄ

↑
・
口
や
乱
。
の
町
夕
４
セ
１
Ａ
房
・

』
の
ｈ

ら
ず
し
て
旦
鰯
溌
店
迩
総
の
宅
瞬
〆
雁
潤
め
，
せ
せ
ん
黙
紋
に

３
《
４
１
参
や
邑
勺
・

鉄
成
り
飛
侭
を
序
と
す

剛
満
卜
八
年
第
一
月
中
院

腫
溌
好
食
外
史
慨
名
垣
碑
文
曳
題

Ｇ
閥
Ⅱ
タ
ザ
ｐ
胸
ｂ
ｐ
Ｐ
Ｂ
■
■
子
Ｆ
ｐ
一

‘｜■P争

暉l

Q

ダ

、l

l
Jf
I

＝

Ii

’
一

ﾛ

甲

埋リ』
妻I 、

一

W

■ﾛ■

ｒ

部
羅
劉
悪
店
迩
礎
哩

籍
Ｗ

〃
ム
リ
』
争
い

。
◆
‐
ｂ
》
■

畑
花
愉
抑
ａ

書
佃
遅
“
ユ
ハ
開
ノ
熱
似
岻
能
く
紺

？
Ｑ

と

凸
『
追

謡
の
野
撫
を
９
北
仙
廼
折
叩
悩
“
熊
く
共
の
剛
愉

ｆ
Ｐ

宙
心
ｆ
い

を
寓
し
出
・
〆
、
糊
話
‐
‐
然
札
ざ
も
氷
聯
て
舵

〃
俶
沈
ノ
・
剥
撫
収
‐
・

腱
・
〃
心
協
壁
累
Ｌ
ｒ
。
．
櫻
鎚
今
の
ら
Ｇ
る
な
ハ
ツ
姓
奴

Ｍ
』
棹

い
口
“
令

礎
顔
押
獅
た
恐
雌
八
い
別
れ
み
ナ
ｉ
而
し
て
今
又
穂
剛

の
事
を
焔
脳
棚
訂
匙
咄
、
．
私
甚
侭
賊
腱
似
た
れ
ど
も
迭
一

皀

酎
剛
陛
醇
齢
鮭
砲
閉
堅
畦
的
。

，
蛤
脛
’
』
屈
睦
脚
‐
産
脚
醒
卜
鴎
昨
Ⅷ
■
■
■
■
■
■

齢
皐
抑
戯
縄

I

崖4

一

１
１
‐

一■

【図版3】小野文庫187「酒客必携／割烹店通誌」

7

'’
1

４
１
１
１
１
１
■
■
■
■
■
ａ
や
５
．
４
０

ワ
ロ
０
◆
且
１
■
■
■
■
●
■
昌
■
■
■

li
蕊 霊

『
一

Ｅ
ｌ

Ｐ
－
垂



｜
『

I

8

〆

【図版4】小野文庫387「近代歌謡考説」



1和本

(1)M"T翁曽我ごぜんてうちおきなそが
刊中1冊33丁18.2×12.9cm

振鷺亭主人閲門人関東米箸関東米序［年時

不明］［出版地不明］［出版者不明］［出版年

不明］

書名は内題による見返し題「御膳手打／翁曽

我」尾題「市が栄ゆる除夜」見返しの著者表

記、「閲」に「スジ｣、「著」には「フデトリ」のル

ビあり見返しに｢富岡妓家光景佳人才子伝記」

とあり巻末に出版広告あり

②通客一否言R言つうかくいつI乱､きげん
写中1冊“丁18.3×12.5cm

［五岳山人（八島五岳）著］五岳亭序［年時

不明］［書写者不明］

務の書入あり

(3)当世すゐの手習とうせいすいのてならい
（窪書名：粋の手ならひウ

刊半合1冊（五麹49丁22．6×15.7cm

序に｢安本丹l「天竺浪人｣の印あり膳印）［年

時不明］［出版地不明］［出版者不明］

外題「当世すゐの手習」序題「当世粋の手な

らい序」内題牌の手ならい第一（～五)」

(4)南駅夜光珠なんえきやこうのたま
写中1冊(下巻補40.5丁16.7×12.lcm

［書写地不明］［書写者不明］［書写年不明］

原本は彙斎子著0国書総目剥による）務の

書入あり、「青楼玉の緒言」の翻案と記す

(5)初衣抄はついしよう
（整理書名：百人一首和歌始詞リウ

刊中1冊44.5丁18.6×12.9cm

山東京伝著北尾政演（京伝）画（口纈天

明七年正月山東隠士京伝老人序天明七年正月山

東源京伝賊･京伝門子月池[つきぢ]朱翁鶏告[け

いこう］賊江戸蔦屋重三郎

序題「百人一首和歌始衣抄」巻末に出版広告

あり

⑥昔の夢むかしのゆめ
刊中3冊53丁17．5×12.2cm

樺山人著弘化五年正月樺山人序伏見亀屋

半兵衛ほか2津弘化五年正月

各巻の丁数、上巻18丁・中巻15丁・下巻20

丁

(7) せきふでんへんとうゆ

うぐん毬，

“書名：遊君傳）

刊半3冊44丁22．2×l5.2cm

時あり年時序者不明］［出版地不明］［出

版者不明］［出版年不明］

内題｢遊君伝上（中・下）之巻」「半酔散人」

の談話との形をとる上巻15丁半・中巻17丁半

・下巻ll丁虫損あり

(8)伊勢名物通神風いせめいぶつかようかみか
ぜ

刊中1冊5丁17.0×12.5cm

式亭三馬著歌川国直画文化十五年三月式亭

三馬序勢陽古市［伊謝牛車楼備前屋小三郎

文化十五年三月

摺付表紙見返し題角書「牛車楼の総踊桜廼間

の花競」見返し「売ものには仕らず候」との朱

印を摺る奥目録あり虫損あり（補修瀞

⑨離首彌鑑え人とうつがん
刊半6冊173.5丁22.8×16.Ocm

増穂残口著正徳五年正月西山樗散人序・正徳

五年四月似功斎序［賊あり年時賊者不明］

大坂山本九右衛門享保四年七月

各巻の丁数､神祇之恋37丁・釈教之恋36丁・

恋之上23丁・恋之下22丁半・無常之恋29丁・

雑之恋26丁虫損あり

(10）ノIW==字尽おのがばかむらうそじづくし
（整理書名：道外節用ﾉl野[愚嘘]字議）

刊中1冊38丁18.2×12.8cm

式亭三馬著式亭三馬序［年時不明］江戸

上総屋忠助文化三年正月

外題詳細「新版不正誤字／平生不用妄書／人間

無重宝記／4野＝（竹冠十愚）＝（言偏十園字

尽／版元上忠／江戸戯作者／式亭三馬編目録

題角書｢道外節用」虫損あり

(11）万国漉毎年代記ばんこ<とかいれんだいき
刊小1冊28丁15.2×7.8cm

［華律外史著加華律外史序[年時不明］［出

版地不明］五守堂［奏攻以降刊］

嘉永七年五月までの記事が記載されているため、
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安政以降の刊行と思われる色摺り口絵あり

(12）雑豆難軍談まじりまめはなくそぐんだん
刊半合2冊(五割41.5丁23.5×16.7cm

笑鵬著笑鵬序［年時不明］京小幡宗左衛

門明和六年正月

巻一巻二を合冊、巻三～五を合冊一冊目17

丁半・二冊目24丁二冊目の後ろ表紙見返しに

巻之五の題策を貼付

(13）物あらそひそのあらそい
（整理書名：物あらかUj

刊半2冊43丁21.9×15.lcm

扇工友禅画［序あり甲時序者不明］京

尾崎七左衛門元禄五年三月

『国書総目剥では元禄五年版は三冊とする

中巻が欠か上巻22丁・下巻21丁月I腿「ul-|-

二の物あらそひ」（序中の表現による）

(14）〔合巻表田ごうかんひょうし
刊中合1冊27枚17.6×12.0cm

江戸

合巻膜由縁鄙悌』初編～九編各上下巻『花封

苔玉章』初編～四編各上下巻の表紙と、『其由縁鄙

悌』の袋裏面を綴じ合わせたもの覆い表紙あり

原本は『其由縁鄙悌』が弘化四年～嘉永六年刊

（仙鶴堂・錦昇堂板)、『花封苔玉章』が万延元年

～文久元年刊睡堂板）「忍頂寺レイコ」の書

入あり朱印6穎を捺した紙2枚を付す

【図版1】参照（覆い表紙･膜由識冊悌』初編

上巻表紙・同見返し・同初編下巻表綱

(15）堀可繊百首ほりかわ趣,､せんひや<L』巾
写半1冊15.5丁22.3×15.4cm

苛薬亭長根著享和三年秋自序菅竹浦（竹浦

堂主人）写昭和七年七月写

菅竹浦自筆識語あり、写了の日付を含む竹浦

書入あり（墨筆・朱筆）務宛竹浦封書1通を付

す

(16）〔狂歌師色紙〕きょうかししきし
写色紙1枚27．0×24.0cm

琴老詠［年時不明］

「老の身の心もはるの梓弓引きや放たむか〉る

事変時琴老七十之春（朱印琴鬮」

(17）雲誠ﾛ山人集うんにょさんじんL』ゆう
刊半1冊30丁22．2×14.9cm
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遠山婚雲如著嘉永二年二月藤森弘庵序・嘉永

二年二月大槻磐渓序・鷲津毅堂（宣光）序嘉永

二年三月'1源鉄心題詞・嘉永二年三月大沼沈山題

詞・梅痴道人題詞・嘉永二年二月雲涛漁史題詞・

松蕊道人題詞・鼎斎生方寛題飯高霞丘・花沢櫟

斎・藤代梨園・'1松東涯・村井九成・鵜澤龍門・

杉本梁山・中村竹渓題詞嘉永二年二月横山湖山

題［出版地不明］水雲＝（口十金）社蔵梓

嘉永二年

題篭題「雲如山人集七言絶」内題下「江戸

遠山婚雲如」

(18）三字経国字解さんじきようこくじかい
刊半1冊36丁22．5×15.8cm

多賀主一郎解享和元年五月陸可彦序享和元

年八月陸祐吉賊文政二年正月刊記大阪吉田

善蔵ほか3蝉文政二年正月

見返し著者名｢長州多賀先生解」内題下｢長

門多賀主一郎解」

(19十才子名月詩集じっさ,､しめいげつししゅう
（整理書名：寝惚先生j罐占名月言諺長）

-→｢2鯉本」へ

値①星巌先生i鯛せいがんせんせいいこう
刊大8冊229丁25．8×16.3cm

梁川星巌作梁孟緯著遠山婚雲如・松本龍尺

木・森魯直浩甫・渡邊業子勤・宇野義以子方・伊

藤起雲士龍・忍頂寺業士崇・江馬欽正人・宇田淵

士潜校星巌像自賛・頼三木三郎復書（口絵）

安政四年正月安宅純斎序元治元年六月江馬欽凡

例（以上前編）越罷・雄北書序（後緬京

石田治兵衛ほか5陣元治二年正月

前後編15巻を全8冊に改装康煕綴じ前編

内題「星巌詩存｣、後編内題｢星巌詩外」前編第

一冊の見返し・後編第一冊の扉に「老龍庵蔵板」

とあり各冊丁数は光巻27丁（前編巻1．2)・風

巻32丁（向賑巻3～5)・霧巻29丁（前編巻6

～8)・月巻28丁（前編巻9)・高巻31丁（後編

巻l)・山巻31丁（後編巻2)・流巻26丁（後編

巻3)・水巻25丁（後編巻4～6）

(21）正気歌せいきのうた
写半1冊3丁23．5×16.7cm

文天祥著（書き外題による）郭尚先敬書（巻

末）［年時不明］

鐵占匡郭を墨書し、一丁ごとに分けて貼付



(22）太平唱和たいへいし』うわ
刊半1冊15丁23．0×14.8cm

大槻磐翁編録成島柳北批点明治八年三月蕊

行居士川田岡I縢序東京山城屋政吉（奎章閣）

明治八年七月

康煕綴じ

(23）竹外亭百絶ち<力､､ていひやくぜつ
刊半1冊26丁23．3×14.5cm

藤井竹外著五十川玄又玄校天保十四年十二

月掬馬弼序天保十五年宮原龍撰・敬斎野重民書

序天保十四年十二月後藤機題・香雪山晋書賊

［出版地不明］雨香書屋蔵板（見返し）弘化

二年十二月

康煕綴じ見返し題角書「諸家批評」内題下

「摂津藤井啓士開著五十川玄又玄校」虫損

あり

(24）竹外二十八字詩ちくがいにuゅうはちじし
刊半3冊（後編下巻欠）87丁21.7X

14.lcm

藤井竹外著江馬聖欽正人・市村謙士謙・高階

秀民公頼校田鈍薫沐画嘉永七年三月森田益撰

・呉策書序梁緯・広瀬謙・池内時・越罷・頼醇

題言田宮朗例言（以上〔前編〕巻上）嘉永七

年七月広達撰・七十九翁雅花書敬（〔前編〕巻下）

鳳陽居士序明治四年四月竹天翁心中題口斎

発序・香谷田序・槐堂序・明治四年秋黄石老逸岡

本序・明治四年天江＝（木偏十査）容序・明治三

年七月吉備朗庵学人序明治四年八月市村謙凡例

（以上後編巻上）京津逮堂

内題下、〔前編〕「摂津藤井啓士開著／友人

江間聖欽正入校｣・後編隈津藤井啓士開著/門

人高階秀民公頼・市村謙士校」各巻の丁数は

29丁・27丁・31丁虫損あり

＠句〔父の恩〕ちちのおん
写大2冊lll丁23.0×16.0cm

二世市川団十郎（三荊編英一蝶画享保十

五年二月浪華旧徳序、享保十五年二月の刊記あり

竹浦楼主人（菅竹浦）写昭和三年四月写

才牛（初世祠||団十郎）二十七回忌追善集原

本の刊記に「一葦岩五舟採筆彫工大久保一冨」

とあり各冊最終丁に竹浦楼主人の写時に関する

記載あり康煕綴じ上巻51丁・下巻60丁

(26）童課百絶どうかひや〈ぜつ

刊大1冊36丁25．5×17.3cm

松平元資著嘉永三年九月救軌序嘉永三年秋

南岡志賀孝思序嘉永二年冬伊勢倉田以成・栗村

夏隆書序嘉永三年秋玉城藤原純園・緑岡水野縄

書序嘉永三年春梁緯賊冷雲果併祓嘉永三年

正月青涯小浦潮来青撰・三井敏書賊嘉永三年二

月城山西田雅明賊嘉永三年秋海野希與識・三井

高福書祓嘉永三年秋亨斎山本元恒賊若山［和

歌山］帯屋伊兵衛ほか2津嘉永三年-'一二月

見返し「四以窩蔵板｣、柱刻「四以窓蔵｣、巻末

に「紀藩四以窩蔵版之記」とあり「彫工京都

井上次兵衛」（刊詞販売票に、玉樹香文房よ

り10円で購入とあり

(27）野々 口隆正翁詠嵜ののぐちたかまさおうえ
いか

写大1冊19丁24.5×l7.lcm

［野々口隆正著］［書写地不明］［書写者不

明］［書写年不明］

書名は二丁表に記載されているものを採用元

外題か

(28）上野繩こうずけのうたげ
“書名：萬葉集中上野國歌）

刊半2冊73丁23．2×16.3cm

橋本直香箸安政六年四月橘冬照序安政四年

十月原沢文仲義頼球神保雪居賊[年時不明］［出

版地不明］［出版者不明］

内題｢万葉集中上野国調上巻42丁・下巻31

丁

(29）練石余響れんせきよきよう
刊半1冊31丁21.4×15.lcm

広瀬遠図著明治五年八月調士序明治四年十

二月松塘元邦序明治五年秋冬涯画・神波桓題詞

明治四年十二月神波桓賊［出版地不明］保

水謡屋明治五年七月

「保水書屋蔵梓」（見返し）虫損あり

(30絹柳涙余わんりゅうるいよ
刊小1冊10丁14.7×7.8cm

伊藤紫浪（伊藤馨）編明治十四年三月依田学

海序［出版地不明］［出版者不明］

「慈水王治本笥曄）虫損あり

(31）一日千里いちにちせんり

（麹里書名：［二世烏亭焉馬十三回忌追毒集]）

刊中1冊9丁18．5×12.7cm

ZZ



天保六年夏埼薬亭序［出版地不明］［出版者

不明］

書名は一丁表に位置する元の外題による後補

の覆い表紙あり、覆い表紙見返しに「初代烏亭焉

馬こと和泉屋和助の拾参回忌に発刊せられたる追

善集なり」との務の書入あり種彦、京山、八代

目団十郎など参加の追善集全丁色摺り

【図版2】参照（覆い表紙見返し・一丁表・七

丁裏八丁表）

(37）役者矢蛎司やくしややま竺とば
刊横1冊(大坂巻存）25丁10.6×15.4cm

延享四年春序［序者不明］［京・大坂・江戸］

［出版者不明］延享四年正月

大坂巻のみ存柱刻第二丁以降存、冒頭一丁欠

か巻末に「三都相板」とあり

(38）吉原細見／廓の賑ひよしわらさいけんくる
わのにぎわい

刊横1,1冊28丁6．0×l2.7cm

福田栄造編明治十年夏「田甫の野人」序東

京福田栄造明治十年五月

銅版吉原の地図（色摺り）を綴じ込む

(32）於染久松色読販おそめひ琴つうきなのよ
みうり

刊半5冊75丁22．0×15.6cm

鶴翁南北老人著香蝶楼国貞画花笠文京述・

山田片輝書序［年時不明］天保二年二月花笠文

京序（再誌）天保二年三月香蝶楼国貞序大坂

河内屋太助ほか3津天保十一年正月

松割】ﾛ藤近張浄書市田次郎兵衛刻南北の｢手

稿」をうつした絵入根本書名は内題による巻

之-10丁・巻之二13丁・巻之三12丁半・巻之

四22丁半・巻之五17丁巻末に出版広告あり

(39（興成ｺｵl〆.、草けいせいつオIJ"Kg
写中1冊15丁16.2×ll.2cm

仙遊子芳菊著元文二年二月仙遊子芳菊序菅

竹浦写昭和六年十月写

巻末に菅竹浦による識語あり、写了の日付とあ

わせ、「忍頂寺1鐸清存」と記す「忍頂寺」と朱

刷りされた読書カードあり(12.7×17.2cm)

(33）桐の島台きりのLま掴,、
刊半2冊26丁22．4×l6.0cm

八文舎自笑著寛政九年九月椿斎序京八文

字屋八左衛門寛政九年十一月

下之巻内題「嵐三五郎一世一代記」丁数は上

之巻12丁・下之巻14丁下巻奥目録あり

(40)[細見〕さいけん
刊中1冊13丁17.1×ll.6cm

「子”｣序[序者不明］［出版地不明］

版者不明］［出版年不明］

[出

似1）〔大眠藍I資料〕おj墓かゆうかくしりょう
刊横1,1冊8丁6．7×15.7cm

［出版地不明］［出版者不明］［明和～安永

期力3

第一丁・第二丁欠刊年の推定は表紙見返しの

務識語「本書年代未詳なれど、恐らく明和安永度

の刊行なるべし」による
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(35）三都鵬／役者一口商さんとしI乱､やくし
やひとくちあきない

刊半合1冊70丁22.5×15.6cm

八文舎自笑著文化二年八文舎自笑序涼］

八文字屋八左衛門文化二年三月

目録題・内題「役者一口商」奥目録あり

(42）仇か鷺みしん内ぶしあだかがみしんなL,ぶ
し

刊中’冊4丁19.0×13.0cm

浅草［江戸］本や長七［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻の外題は「しんない

あだか宜み」(36）儲名物合やくしやめいぶつあわせ
刊横1冊（江戸之巻存）52丁10．3×

15.lcm

八文舎自笑著文化十四年正月八文舎自笑序

大坂河内屋太助ほか4津文化十四年正月

江戸之巻のみ存

(43）開舗染／錦のふり袖かいげんおりそめ
にしきのふりそで

（整理書名：いせおんどさくら御

刊大判1枚38．4×51.9cm
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後藤利兵衛著［出版地不明］後藤利兵衛

明治十四年一月

角書読みは仮読み上部に「いせおんとさくら

側と題した歌謡の詞章を掲げる図の中央に｢踊

之図」と書いた額あり

(44）色ざとさんげ／、いるざとさんけさんげ
刊中1冊4丁18.4×12.9cm

麻布［江戸］山田屋治助［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）最終丁に挿絵あり後補の覆い表紙

（後ろ表紙のみ）あり

(4句いろはしりとりとL一いろはしりとりどどいつ

刊小1冊（二編存）4丁17.2×1l.3cm

中ばし［江戸］松坂屋［出版年不明］

二編のみ存仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙

（絵表紙、単色墨摺り）四丁と三丁を逆に綴じ

る小野文庫46「いろはしりとりど生いつ」の覆

刻か板元「中ばし松坂屋」とあり、「松坂屋金

之助」か

(4③いろはしりとりどLいついろはしりとりどどい
つ

刊小合1冊（三編12丁17.3×11.2cm

馬喰町［江戸］吉田屋小吉［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）各編4丁ノj野文庫45「いろはしり

とりと〉一」は本資料の覆刻か月I職にて務の覚

え書きを付す

(47）浮れ歌色めぐりうかれうたいろめぐり
刊横j,1冊（二編下巻補16.5丁5.6X

12.Ocm

一荷堂編貞信画大坂綿屋喜兵衛［出版

年不明］

見返し・第一丁は多色摺り第一丁裏に「撰者

半水」とあり奥目録あり

(48）溺皇唱歌／袖之詠よしこのそでのながめ
刊機1,4冊65丁5．7×12.5cm

一荷堂編長谷川貞信画慶応二年三月一荷堂

主人序（初輯）恋々山人半水序（二編）一荷

情口子（三編）恋々山人述（〔四洞）［二編以下

年時不明］心才ばし［大坂］冨士屋政七ほか’

津

書名は初輯外題から採用二編「うかれ奇／袖

の詠」三四編「浮連係／袖のながめ」丁数は初

輯16丁半・二編16丁半・三編16丁半・〔四綱

15丁半各冊奥目録あり

(49）浮世都々 いつうきよどどいつ
刊′j合1冊（三巻)12丁17.3×ll.5cm

梅暮里唄種佼馬喰町［江戸］吉田屋小吉

［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（各編とも絵

表紙、単色墨摺り）各編4丁．編外題｢浮世

ど坐迩、三編外題「うき世都々いつ」三編巻末

に「畦並踊拳指南イ轄里」の広告あり

(50)越前万歳/<さづくしえちぜんまんざいぐさ
づくし

刊中1冊4丁18.3×13.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（図案入り文

字表紙、単色墨摺り）外題詳細は「ひらがなけ

いこ本／越前万歳／くさづくし」内題「くさづ

くし」表紙に「(八）胴とあり

(51）越前まんさい／七福神えちぜんまんざい
Lちふ<じん

刊中1冊6丁19.5×14.7cm

［出版地不明］［捌仮者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細は「ひらかなけいこ本／

越前まんさい／七福神」

(52）越前まんざい／道具づくしえちぜんまん
乱､どうぐづくし

刊中1冊5丁19.2×14.7cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細は「ひらかなけいこ本／

越前まんざい／道具づくし」

(53）越前まんざい／道具づくしえちぜんまん
ざいどう<"づくし

刊中1冊4丁20．4×14.2cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細は「ひらかなけいこ本／

越前まんざい／道具づくし」小野文庫52「越前

まんざい道具づくし」とは同版と思われるが綴じ

方･用紙が異なる（表紙裏白綱

(54）越前まんさい／北国下道中えちぜんま
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人さいほっこぐくだりどうちゅう

刊中1冊6丁l9.2×14.4cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細は「ひらかなけいこ本／

鋤iまんさい／北国下道中」内題｢斗廻下道中」

別紙にて務の覚え書きを付す

(55）江戸絵すがたえどえすがた
刊大1冊2丁25．0×17.lcm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）表紙なし

(56）江戸じまん／切見世さんげ／、えどじ
ま人唐りみせさA1fさんげ

刊中1冊4丁18.5×13.0cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙絵表紙、単

色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表紙のみ）あ

り務の書入あり

(57）絵本どLいつ総まくりえほんどどいっそうま
くり

刊中1冊20丁17.7×ll.6cm

蓬壺諦倦索々老人閲表紙（元表紙）に「己酉

春新板」とあり索々老人序［年時不明］［出版

地不明］［出版者不明］嘉永三年

元表紙は摺付表紙後補の覆い表紙あり務の

書入あり

(58）おつれ吉次郎／浮名の作紋／はやりお

んどひやうごふしおつれきちじろううきなのだてそんは
やりおんどひょうごぶし

刊大1冊2丁25．0×17.0cm

津国［近江］ときや太兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）

(59）樹船歌おふなうた
刊大l冊17丁28.2×20.0cm

中務英夫謄写昭和九年一月写

謄写版川嶋禾舟呈侯爵池田家事務所の原稿

用紙使用巻末識語「川嶋禾舟氏の需に応じ中務

英夫之を謄写す昭和九年一月四日池田家事務

所家史編修室に於て藤知矩誌」

(6①尾山情死<どきやんれふしおやましんじゅ
うぐどきやA"Lぶし

Z4

刊小1冊8丁17．5×ll.5cm

［出版地不明］院吉板］［出坂年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）上下巻各4丁上巻表紙

に「虎吉板」とあり、「安西虎吉」か後補の覆い

表紙あり

(61）音曲大黒煎餅おんきk<ja,､こぐせんべい
刊小2冊唐・花の巻補30丁ll.0X

7.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

摺付表紙書名は雪の巻外題による花の巻外

題「おんきよくたいこくせんべい」雪の巻見返

し題「大黒せんくい」花の巻見返し題「大こぐ

煎餅」各冊15丁

(62）薫りどL逸かおりどどいつ
刊中1冊10丁17.4×11.5cm

小蝶正律直政画梅暮里唄種校安政四年正

月金龍山人序［出版地不明］泉永堂安政四

年一月

摺付表紙見返し題「かをり都々通後補の

覆い表紙あり

⑮3）薫りどL逸かおりどどいつ
刊小合1冊（初～三編)12丁17.3X

ll．3cm

梅暮里唄種校馬喰町［江戸］吉田屋j､吉

安政四年一月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（各冊とも絵

表紙、単色墨摺り）ノ｣野文庫62「薫りど>週

の改修本と推定される（ﾉ｣野文庫62の表紙・見

返し・序を除いて別表紙を付し、また本文を初～

三編に分けて「二編」「三編」の表紙を含む丁を新

たに挿入）

伯4）かた美曽我かたみそが
刊大1冊2丁25．2×17.0cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）表紙なし書名は内題

による一枚刷り2点噺版風俗／四季着替」（大

坂ばくろ町仕形屋与兵御坂)・｢京羽二重娘気質」

（ばくらう町いなり前志方屋与兵衛板）を添える

務の目録メモ書入あり

(6a仮宅度独逸かりたくどどいつ
刊中1冊(＃噸補13丁17.2×ll.7cm

梅暮里(律噛編安政三年金龍山人題詞［出



版地不明］

摺付表紙

覆い表紙あり
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(6③勘市昇若情死やんれぶしかんいちしょう
じやくしんじゆうや“1ぶし

刊小1冊6丁16.2×ll.3cm

吉田村（茨城県）加藤長八明治卜七年十月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）上巻表紙一部破損巻末

に刊記あり「定価金二銭」（刊識後補の覆い

表紙あり

(72）傾城もん句新内ぶしけいせいもんくしんな
いぶし

刊中1冊4丁19.0×13.8cm

八丁堀［江戸］京屋宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

文字表紙、単色墨摺り）下巻外題「けいせいも

んく／しんないぶし」

(67）清元梅の春寿古六きよもとうめのはるすご
ろく

刊1枚48．8×71.5cm

一鵬斎藤よし画［江戸板力9辻岡屋亀吉

［出版年不明］

色味より明治出版と思われる

(73）孝行和賛こうこうｵだん
刊半1冊10丁23.9×16.7cm

［出版地不明］［間人氏蔵板］（刊詞天保

三年二月（刊詞

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）出版者・出版年は刊記による明

治以降の複製か

(68）〔渭元延寿太夫借用証文〕きよもとえんじ
ゅﾖｩうしやくようしょう宅ん

写1枚27．9×40.0cm

清元延寿太夫書明治四年十一月

小西作兵術宛借用書表書「証文清元延寿」

証文の文末に「明治四未年十一月｣、「於大坂

清元延寿太夫」とあり

(74）御しうぎ／まんざい御祝儀／とりおい

ごuゆうぎまんざいごLゅ蓋とりおい

（整理蕃名：御志うぎまんざい）

刊中合1冊＠点）5丁20．8×14.7cm

［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）前三丁は脚しうぎンまんざい｣、後

ろ二丁は「御祝儀／とりおい」と題する冊子を合

わせ綴じる前者は内題「まんざい｣、板元「大坂

大平」（表紙）後者は内題「鳥おい｣、「一条平

井楓（表綱

(6勤清元直伝本きよもa多きでA1認，
刊小5冊162丁ll.7×8.3cm

江戸山本平吉天保十三年．天保十五年

各冊とも題篭ほぼ剥落書名は見返し（各冊と

も同）による見返しに「清元延寿太夫節岫と

あり第二冊の巻末に「天保十三寅の春｣、第三冊

・第四冊の巻末に「天保十五辰の秋」とあり各

冊に遠桜山人の奥書あり巻-33丁・巻二34丁

・巻三31丁・巻四31丁．巻五33丁 (75）言葉入いきな都々 －ことぱいりいきなどど
Lb

刊中1冊l5丁17.6×11.5cm

鈴亭梅暮里古久我（梅暮里谷峨）作直政画

嘉永六年十月梅暮里谷峨序［出版力I坏明］［出

版者不明］

元表紙は摺付表紙書名は原表紙による見返

し題「こと葉いりいきなど筥一」序題「新案絵

詞度々一初編」後補の覆い表紙あり購入票お

よび皇居拝ﾈ噸いの紙片あり別紙にて務の覚え

書きを付す

(70）国尽道行新内節くにづくしみちゆきしんない
ぶし

刊中1冊4丁20．5×13.2cm

八丁堀[江司河内屋治兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻外題「くにづくしみ

ちゆきしんないぶし」後補の覆い表紙（後ろ表

紙のみ）あり虫損あり

(71）けいせいあだもん句しん内ぶしけいせ
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(7③魁ど図逸茎力，ﾅどどいつ

刊ノ1台1冊(初・二編8丁17.4×ll.5cm

馬喰町［江戸］吉田屋小吉［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（各編とも絵

表紙、単色墨摺り）．編外題魁ど茸いつ」

(77）廓かへり吉原しんないさとがえりよしわらし
人恕,、

刊中1冊4丁l9.0×13.0cm

［出版地不明］金いづみ［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻外題「さとかへりよ

しわらしんない」上巻表紙に「金いづみ｣、下巻

表紙に「いづみ」の商標あり

(78）さんげ／、青物づくしさんげさんげあおも
のづくし

刊中1冊4丁19.5×13.0cm

八丁堀［江戸］京屋宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）表紙に「諏便」とあり

(7副さんげ／、江戸稲荷づくしさんげさんげ
えどI,吃りづくし

刊中1冊5丁20．4×13.5cm

八丁堀［江戸］京屋惣兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細「ひらかな六行／さんげ

／、／江戸稲荷づくし」後補の覆し表紙（後ろ

表紙のみ）あり務の書入あり

(8①さんげ/、道外毛ん<さんげさんげどうI沌
ん<

刊中1冊4丁18.5×12.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細「ひらかな六行／さんげ

／、／道外もんく」後補の覆b表紙（後ろ表紙

のみ）あり

(81）さんげ／、船玉大明神さんげさんげふな
だまブョ,Wようじん

刊中1冊4丁19.0×12.8cm

八丁堀［江戸］京屋宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）

(82）さんげ／、／辻君づくしさんげさんげよ

16

たかづくし

刊中1冊4丁19.2×13.Ocm

横山町［江司和泉屋永吉［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細「ひらかな六行／さんげ

／、／辻君づくし」後補の覆い識（後ろ表紙

のみ）あり

(83）志奈川／おどり罫Lながわおどりうた
刊中1冊7丁18．0×13.3cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）外題詳細「ひらかなけいこ本／志

奈川／おどり罰内題「しな川」

(84）女郎買どうらくさんげ/、じよろう力鯲どう
らくさん{だんげ

刊中1冊4丁18.0×12.lcm

［出版地不明］［邸仮者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）最終丁に挿絵あり

(85）新曲糸の節Lんきよくいとのふし
刊樹j,1冊240丁7．4×16.4cm

津山検校・安永検校・瀧長検校輯宝暦七年序

［序者不明］皇都[京］吉田［善五郎]ほか3

津宝暦七年九月

各部ごとの目録を冒頭に一括して綴じ直す形で

改装務の書入あり

(86）新古端唄集しんこはうたu巾う
刊中3冊72丁18.l×ll.9cm

歌澤能六斎輯正臨江亭剰||序[年時不明］［出

版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

丁数は初編25丁・二編24丁・三編23丁

(87）しんさくこくわい－つとせぶししんさくこか
いひとつとせぶし

刊小1冊4丁16.0×ll.lcm

吉田村（混成県）加藤長八明治二十一年六

月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上巻絵表紙、

下巻文字表紙ともに単色墨摺り）「定価金一銭

五厘」（上巻表紙）「一ツトせひらけてあんしん

するよと／二十三年まちこ笈ろ／コノこくわいひ

らけたし」（巻頭）後補の覆い表紙あり

(88）新撰度独逸大成後篇しんせんどどいつ



たいせいこうへん

刊機1,1冊(後編補46丁7．5×15.7cm

歌澤能六斎輯万延二年春隆興堂主人＝寒翁序

東都［江戸］品川屋久助（当世動

後編のみ存書名は内題による見返し題「新

選ど〉逸大成後編」巻末に隆興堂主人歌澤能

六斎の;鐺吾あり

(89）新内あだもん<しんないあだtん<
刊中1冊4丁18.9×13.2cm

屋寿画(表綱［出版i湖く明］［出版者不明］

［出仮年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上巻絵表紙、

下巻文字表紙、ともに単色墨摺り）後補の覆い

表紙（後ろ表紙のみ）あり

(90）しん内恋衣ど蟹いつぶししんないこいごろ
をどどLYつぶし

刊中1冊4丁18．3×12.lcm

［出仮h坏明][出仮者不明][出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻外題「しん内ど笈い

つ」

(91）新内恋ﾉl庫しんないこいのおぐるま
刊中1冊4丁19．0×12.9cm

［出版地不明］柏重板［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上擁表紙、

下巻文字表紙､ともに単色墨摺り）下巻外題噺

内／恋小勤

(92）しん内心の竹し人ないこころのたけ
刊中1冊4丁19.0×13.0cm

浅草［江戸］本や長七［出仮年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻外題「しんない心の

伽

(93）しんないとらのまき物しんないとらのまきも
の

刊中1冊4丁19．0×13.0cm

八丁堀[江司［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上…紙

下巻文字表紙､ともに単色墨摺り）下巻外題「し

んない／虎巻物あだもんく」上巻表紙に「八

丁堀楓とあり、板元名記載なし

(94）新内ぬき書／再板あだもん句し人ない

嶢力嗜包､はんあだ宅ん<

刊中1冊4丁19.0×12.8cm

鶴賀若狭橡著横山町［江戸］和泉屋永吉

［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）表紙に｢塵…とあり

(95）新内閨睦言LAM側,､ねやのむつごと
刊中1冊4丁19.0×12.9cm

八丁堀［江戸］菱薪［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上巻絵表紙、

下巻文字表紙、ともに単色墨摺り）下巻外題は

「しんない／ねやの睦言」下巻表紙に「ひしし

ん板lとあり

(96）しんばん青物八百屋さんによ／、しん
I識,瀧宅のやおや都ﾉによさA1こょ

刊中1冊3丁17.6×12.0cm

砂むらとふなす法印編(表綱八丁堀[江司

東伝［酬仮年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）板元「八丁堀東伺とあり、「東屋

侭駒か

(97）新板大津ゑぶししんI郷』おおつえぶし
刊中1冊10丁17.3×11.5cm

梅暮里唄種校重政［画］安政四年一月金竜

山人序［出版地不明］［出版者不明］

摺付表紙後補の覆b表紙あり

(98）新板どんどしんI私,どんど
刊小1冊6丁17.3×ll.5cm

［出版地不明］石どふ［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）下巻外題「しんぢうくど

き」後補の覆↓表紙あり

(99）しんばん当百山さんげ／、しんばんとう
ひやくさんさんけ巻んげ

刊小1冊3丁17.7×11.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）後補の覆ﾔ表紙あり

(10①新板とLいつぶしLんばんどどいつぶし
刊中1冊29丁17.0×ll.2cm

端唄堂撰夕暎廼屋画弘化二年五月好色外史

序［出版地不明］［出版者不明］［嘉永七年
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春刊力1

摺付表紙見返し題「月夜からす」見返しに

「甲寅春」とあり、嘉永七年春か後補の覆い表
紙あり

(101）新版二合半領おみよ宇太郎心中はな
ししんばんにごうはんりょうおみようたろうしんじゆうはなし
刊小1冊5丁14.7×lO．3cm

馬喰町［東京］吉田小吉明治二十二年一月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）後補の覆い表紙あり

(102）しんI私ﾉ船橋利介おくみ心中くどきし
んI泌,ふなばしりすけおくみ【ハノじゆうぐどき

刊小1冊8丁16.2×ll.7cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）後補の覆し表紙あり

(103）新吉原おいらん<がいさんげ／、し
んよLわらおいらんくがいさんげさんげ

刊小1冊4丁l7.6×12.lcm

麻布［江司山田屋治助［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）最終丁に挿絵あり後補の覆い表紙
（後ろ表紙のみ）あり

(104）すみだ川すみ＃勤端
刊大l冊2丁25．0×17.3cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）表紙なし

(105）諦由/青溌皮Lんきよくせい力､､は
（“書名：新曲青海波）

刊半1冊3.5丁21．3×14.8cm

永井素岳作清元延寿太夫調日本橋［江戸］

加藤忠兵衛明治三十年十一月

表紙は色摺り虫損あり

(106）相州…/蹄陳哺首/獣け/、
そうしゅうおおやまじんじゃりょうぶしんとうさんげ謎,げ

刊中1冊4丁18.5×12.8cm

浅草［江戸］泉屋栄樒［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表紙のみ）
あり

(107）高尾さんげの段たかおさんげのだん

Z8

刊半1冊3丁l9.8×14.0cm

神田[江司伊賀屋勘右衛門［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）外題に「七種＝（生十若）曽我第

三番目」とあり務草稿「高尾考」に挟み込まれ

ていたもの

(108)ち生ぶ大宮在久名村三人しん中ちち
ぶおおみや割,､<なむらさんにんLんじゆう

刊小1冊4丁15.7×1l.5cm

手子林村崎玉県）原田勘次郎明治二十七

年十一月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）後補の覆b壷紙あり

(109鶴賀新内二上りふしつるがしんないにあ
がりぶし

刊中1冊4丁20.0×13.0cm

八丁堀［江戸］京屋宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表

紙のみ）あり虫損あり

(11①東海道/五十三つぎ／さんげ／、
とう力いどうごじゅう都ﾉつ拳ん'だんげ

嬢書名：東海道さんげシ五十三徒ぎ）

刊中1冊4丁18.5×12.7cm

芝［江戸］福田屋吉五郎［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表紙のみ）

あり

(111）床うたしんないふしとこうたしんないぶし
刊中1冊4丁19．0×12.9cm

芝［江司山田屋治助［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上巻絵表紙、

下巻文字表紙ともに単色墨摺り）

(11の都々一つゑどどいつつえ
刊中1冊6丁17.7×ll.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

摺付表紙表紙に「両国扇歌」とあるが、出版

者・編者・画者のいずれか不明表紙に都々逸坊

扇歌の図像あり「昭和四年神無月求之」との書

入あり

(113）都々 いつ花筐どどいつはないかだ
刊中1冊lO丁17．5×ll.5cm



小蝶正律直政画梅暮里唄種校安政四年正

月金龍山人序［出仮j1坏明］泉永堂

摺付表紙後補の覆b表紙あり

(114）どLいつ節どどLYつぶし
嵯理書名：新板都壁一坊扇歌心いき登ど一ぶ

し．吾妻がた感の道連於津】蹴々 一：下．新はん

心いき綱と>WIl.吉原ど函Wil:上．吉原ど筥

WIIぶし：下．仇もんくま上よ：下．志ん板どふ

いつよしこのぶし．新板江戸じまんこころいきど

>WII、江戸中若衆ど〉一書ぬき文句：上）

刊ノ1台1冊20丁18.2×ll.2cm

江戸吉田函l吉［ほ湖［出版年不明］

書名は後補の罰表紙題霞による以下の9点

を合綴､｢新板/都々 一坊扇歌/心いきと笈一ぶし」

（松坂屋板)、「吾妻がた恋の道連於津乳瞬々 一｣、

噺はん心いき続と〉いつ｣、「吉原ど富いつ上｣、

「吉原ど買いつぶし下｣、「仇もんくま上よ下｣、「ど
ふいつよしこのぶし」凉舟ぱし和久治板)、「新

板江戸じまんこ坐るいきど〉いつ｣、「江戸中若衆

ど〉一書ぬき文句上」（吉田屋l､吉楓い-朔1,も

仮綴じ（こより綴じ)、共紙表紙（単色墨摺り）

後補の覆↓壷紙あり

(115）東都一節文句集どどいつぶしもん<L』ｩう
睦理書名：東都一節文句集：雪月花）

刊中1冊16丁17.4×ll.8cm

為永春水・仮名垣魯文大人・松亭金水選東琳

書画霞柳園梅春序［年時不明］［出繊坏明］

［仕版者不明］万延元年秋

摺付表紙外題詳細東都一節文句集雪月花」

出版年は巻末の記載（｢庚申秋｣）による為永

春水・仮名垣魯文・松亭金水の三名の選による都

々逸選集務の書入あり後補の覆し表紙あり

(116）どらむすこ身のうへさんげ／、どらむ
すこみのうえさん'だんげ

刊中1冊4丁18．5×12.8cm

［出版地不明］伊勢屋平兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）最終丁に挿絵あり後補の覆い表紙

（後ろ表紙のみ）あり

(117）中仙道熊谷在久下村心中なかせんど
う<識《鍵いくげむらLんじゆう

刊小1冊4丁16.0×1l.5cm

黒須□口著下谷区（東京）黒須□口明治

二十八年一月

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（絵表紙、単

色墨摺り）刊記に「著作印刷兼発行人」の記載

があるが、かすれにより姓名判読できず後補の

覆い識あり

(118）男女こ坐ろいき辻うらど筥逸なんにょここ
乱嗜つじうらどど↓Yつ

刊小1冊34丁16.l×ll.lcm

梅暮里谷峨著制ll国郷画安政二年金龍山人

序梅暮里谷峨凡例東都［江戸］皿倫堂寿梓

摺付表紙見返し題「新文句／辻占度独逸」

序題肚占函虫逸之序」後補の瀞表紙あり

(119二上り新内にあがりしAない
刊中1冊4丁20．0×13.3cm

鶴賀若狭橡著春徳画八丁堀［江戸］京屋

宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表

紙のみ）あり

(12①二上り新内うさはらしにあがりしん頓,､う
ざまらし

刊中1冊4丁19.0×12.5cm

浅草[江戸］大黒屋文吉［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

…、単色墨摺り）

(121）二上り新内手<だのいとすじにあがりし
んな↓Tてく“いとすじ

刊中1冊4丁19.0×13.0cm

横山町[江戸］泉永［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

繧紙、単色墨摺り）板元「泉永」とあり、「泉

永堂伽泉屋永吉)」か後補の罰表紙（後ろ表

紙のみ）あり

(122）二上り新内花つくし文句にあがりしんな
いl蛇づ<L生ん<

刊中1冊4丁19.0×13.0cm

横山町［江戸］和泉屋永吉［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上下巻とも

絵表紙単色墨摺り）

(12劃はうた一夕話はうたひとよがたり
刊中2冊50丁18．1×12.lcm

梅暮里小蝶女正律梅暮里谷二・梅暮里玉我・

梅暮里唄種校安政四年九月能六斎主人序馬喰
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町[江戸］森屋治郎兵衛安政四年一月

四つ目綴内題「花畦一夕話呂（律）の巻」

出版年は見返しによる（｢安政丁巳初春翻仮｣）
上冊25丁・下冊25丁奥目録あり

(129三津の浜みつのはま
刊横1,1冊60丁7.4×16.5cm

津山検校編宝暦十二年九月時哉序皇都陳］

吉田善五郎ほか3建詞唇十二年秋

題策剥落、一部のみ巻中に挟み込む内題「新
曲三津の浜」×

惜
確
獅
三
純

》
恥
》
録
ｒ
ｊ
３

燕
生
》

く

功
８

祠
鐸
丁
峨
職

坤

兼
ｆ
共
４
ｒ
恥

１℃蝿
ロ
袖
口
銅
燕

酔

肋
柵
醍
醐
確
切》
掴
に
り

幅
唾

花
合
唄
Ｉ
里

側
剛
岬
嬉
に
輝
識
罐
鍔
》

１
１

(13①新板／八百屋お七しんないぶし夢
路のこゑ／あだな一ふししんばんやおやおしちし
んないぶuゆめじのこえあﾅ錘ひとふし

刊中1冊4丁19.0×13.0cm

［出版地不明］福田屋吉五郎［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙(上…氏、

下巻文字表紙、ともに単色墨摺り）幅田屋吉五

郎改板」（認

(125）縮頭〆浜荻譜しんおんどはまおぎのふ
笛誕雷葺名：新音燕掘普）

刊横1冊4丁14.7×21.3cm

河崎南町(神奈川県）木村藤兵衛［出版年
不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙破損（二つ

に破れている）所収曲の表題は「扇八景／作り

花/棚さがし」「水調子」の領収書を付す（大屋
書房”

(131）ガ請刊唄揃りゆうこうこうたぞろえ
刊横小2冊(上中巻補62丁5．2×11.8cm

一荷堂半水編明治紀元中冬一荷堂半水序（上

巻）一荷堂主人序［年時不明］（中巻）［出版

地不明］［出版者不明］

摺付表紙下巻欠上冊31丁・中冊31丁

(132）流行千里の声りゆうこうちさとのこえ
刊横小1冊（上冊のみ存)15丁5．3×

l2.lcm

一荷堂半水編一荷堂半水序［年時不明］大

阪池田屋吉兵衛［剛坂年不明］

摺付表紙

(12句日高川入相花王〔ほか〕ひだかがわ
いりあい承ら

刊大合1冊（3点)12丁25.0×17.3cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）表紙なし「日高川入

相花王/道行思ひのふ笈き｣6丁．｢松しま八けい」 (133両部神道神おろしさんげ／、りょうぶ
しんとうかみおろしさんけきんげ

刊中1冊6丁17.8×l3.lcm

［出版地不明］伊勢屋平兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）後補の覆い表紙（後ろ表紙のみ）

あり務の書入あり

2丁・ほか（未謂4丁の3点を合綴

(127）一口新内吉原もん句ひとくちし人ないよし
わらもん<

刊中1冊4丁20．0×13.5cm

八丁堀［江戸］京屋惣兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（上下巻とも

絵表紙、単色墨摺り） (134）六十余州豊年さんげ／、ろくじゆうよし
ゆうぼ詞3入店んIだんげ

刊中1冊4丁19.5×13.0cm

八丁堀［江戸］京屋宗兵衛［出版年不明］

仮綴じ（こより綴じ）共紙表紙（文字表紙、

単色墨摺り）

(123三つのさかへみつのさかえ
刊横｣､2冊(上巻欠）74丁5．7×12.0cm

一荷堂半水編長谷川貞信画一荷堂主人序[年

時不明］安堂寺町［大隅富士屋政七［出
版年不明］

摺付表紙中・下巻のみ存中巻37丁・下巻
37丁

(133[英十三関係資料〕はなぶさじゅうぞうか
んけいしりょう
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混l峡

［出版地不明］保寿堂［ほ力1

内容は以下の通り鯵の覚え書き書入あり）

大正四年「乙9噺春／たま兎」

大正十四年｢菊版福笑ひ（乙丑新曲岩戸神菊」

（保寿堂勤

昭和八年九月「ぼたん灯鬮

昭和九年｢甲戊新曲／春色八犬伺、｢萩の声｣(保

寿堂鋤、「辻行燈」（{鋳塗9

昭和十年一月「破魔弓」（保寿堂製)、「新三／藍

あかり」（保寿塾）

昭和十一年一月「新形子乃日衣」（保寿響）

昭和十四年「かちかち山」

昭禾叶五年｢庚辰新曲／辰五郎」

ほかに吉田書店からのハガキ（昭和二十三年四

月二十九日)1枚

大坂玉水源治郎［出版年不明］

(141）万代/大坂町鑑ばんブヨ,､おおさかまちか
力”

…書名：萬f吠坂町調

刊横小1冊62丁7．0×15.8cm

［小野愛道著加宝暦五年五月ﾉjJII愛道序

心斎橋［プ鋼柏原屋佐平衛ほか’津宝暦六

年十一月

題霞ほぼ剥落書名は序題による後ろ表紙見

返しに「追加天王寺村町名寄」あり

(142）鵡訂癌おおしおひけまんじよ
写大1冊5丁24．2×18.0cm

［書写地不明］［書写者不明］［書写年不明］

仮綴じ（こより綴じ)f輝書の翻刻を付す(便

簔7枚､筆者不明）

(136）浅草/御蔵前辺図あさくさおくらまえへん
ず

（鍵書名：東都淺草繪圖）

刊1枚50．3×52.5cm

井上能知図江戸尾張園青七嘉永六年春

題策は厚紙製の保護表紙に貼付地図表題は｢東

都浅草絵図」彩色摺り

(14鋤会計私記かいけいL宕
写半1冊112丁23.2×16.2cm

大田南畝著［書写地不明］［書写者不明］

謄写年不明］

改装本原本は寛政八年十一月～同九年六月十

四日までの記録浜田義一郎「大田南畝の絵計

私記l「書物展望』第13巻第7罰の切り抜き

を付す見返しに務の書入あり(137）淡路旧伝説あわじきゅうでんせつ
写半1冊37丁24．1×17.0cm

［趣今閑人写］［大正八年八月写］

書写者・書写年は、各々表紙書き付け・後ろ表

紙書き付けによる細||氏系図11丁・淡路史談5

丁・その他21丁「兵庫県淡路志郵Tソ忍頂寺

雅楽郎鯛約束郵便の貼り紙あり

(144）譜罠人名録しよ'孔､じんめいろく
刊横1，1冊168丁7.5×15.4cm

西村隼太郎編西村隼太郎賊［年時不明］

京須原屋茂兵衛ほか7難明治八年十月

見返し剥落第四丁破損

東

(13副淡路樹城之事あわじどじょうのこと
写半1冊31丁24.4×16.6cm

［宮田藤右衛門書力1［年時不明］

改装本（後補の覆い表紙あり）表紙に「宮田

藤右衛門」とあり、書写者名か

(14句須須簿すず瀞くさ
刊半1冊50丁22．4×16.lcm

建部綾足著伴蕎躍序建部綾足自序

桂堂球［いずれも剰寺不明］皇都［京］

孫兵衛ほか4騨寛政六年十二月

諦
塞

(139）阿波藩札あわはんざつ
刊2枚16.1×3.9cm

［阿波］

札の表面に｢享保十五庚轌｣とあり「－匁」

「弐分」各1枚袋入り表面下部に「魚屋／寺

沢」と摺る

(14①仙術日纈重せんじゅつひまちくさ
刊半1冊20丁23．0×16.Ocm

天明四年正月花山人序東叡山下竹町花屋父

二郎天明四年正月

目録題「仙術日まち樋内題「仙術日待草秘

伝の巻1尾題仙術日まちくさ秘伝の巻」

(140）江戸棚道中記えどほんがいどうちゅうき
刊横j,1冊14丁7．2×15.8cm

(147）淡国温故年数たんこ<おんこれんすう
写半1冊20丁22.8×14.6cm
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文化七年八月序［序者不明］倭文廼舎主人写

大正六年八月写

折本状(127.4cm)書写者識語あり「此原書

は古びて所々破き損ひて既に喪んとするをもてこ

たび書き写し侍りぬ倭文廼舎主人大正の六年

と云八月に写しぬ」倦頭に記す､巻末にもほぼ同

文の識語あり）

(148）天保十五甲辰暦てんぽうじゆうごきのえた
つこよみ

刊1帖26．4×9.lcm

［宮崎左近著加伊勢山田［伊勢］［宮崎左

週天保十四年

冒頭識語に「伊勢度会郡山田宮崎左近」とあ

り折本伏(127.4cm)

(149）〔幕末頃洲本の図〕ばくまつごろすもとの
ず

写1枚54．7×80.0cm

［久恒写］［大正七年五月写］

書名は地図裏面の務書入による「久恒鋼の

「凡例」に、大正七年五月、記憶を頼りにこの地

図を書いたとする彩色あり住民一覧の覚え書

きを付す（筆者不明）

(150）万世御東京絵図ばんせいごとうきょうえず
刊1枚70.0×80.5cm

東京万屋庄助ほか2津明治二年五月

彩色摺り「嘉永二歳己酉孟春新刻／文久二歳

壬戌陽春改正再刻／慶応三歳丁卯正月新板／明治

二歳己巳五月改正」（刊詞

(151）名所旧跡浩屋誌めいしょきゅうせきいわや
し

刊半1冊18丁22.5×15.6cm

伊藤隆弁編明治二十七年八月詞堂淵題岩屋

町（兵庫県）観音寺蔵版明治二十七年九月

「編輯兼発行人伊藤隆弁／印刷人渡瀬茂平

／定価金拾銭」（刊詞

(152）横浜4倣よこはまちくし
（整理書名：樹賓竹枝詞）

刊小1冊12丁14.9×9.1cm

石城居士（永坂周二）著春道人魯直題鈴木

松塘序［年時不明］東京森泰二郎明治十三

年六月

内題は「横浜竹枝詞」後半三丁は「南北曲一

套＝（木偏十鬼）南小史泰拝題」明治十三年
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(153）〔処方菱〕しよぼうせん
写2枚14.2×42.6cm

天保十五年十月・嘉永五年二月書

「天保甲辰十月」「嘉永壬子二月」の年記あり

いずれも忍頂寺駒次良院ともに薬草名と配合量

を指示する

(154）暉宝記〕ちようほうき
刊横1冊43丁8．4×17.4cm

「寛保年間出板珍本」の墨筆書入れあり（表紙

見返し）［出版土幽く明］［出坂者不明］

「霞亭文画印あり女重宝記の類か

(155）〔幕瀧〕ばくまつ屯んじよ
写1枚24．8×98.5cm

［書写地不明］［書写者不明］［書写年不明］

f輝書の翻刻を付す倒紙4枚、筆者不明）

(156）〔みくじ引札〕みくじひきふだ
刊1枚24．0×16.6cm

［出版土1杯明］［出版者不明］［出版年不明］

挿絵あり単色墨摺り

2複製本

(19）十才子名月詩集じ｡さいしめいげつしuむう
（整理書名：寝惚先封t齢名月詩集）

刊（錘』掴大l冊5丁24．3×15.4cm

宿屋飯盛輯寝惚先生（大田南畝）批点腹唐

秋入校天明五年八月四方山人序複製版：[出版

地不明］［出版者不明］［出版年不明］

原本は天明五年秋、江戸・封壗堂刊康煕綴じ

(157）蜀山人判取帳しょくさんじんはんとりちよう
刊（複製仮）横1冊59丁14.2×20.2cm

大田南畝編複製版：昭和六年七月林若樹題言

東京［出版者不明］［出仮年不明］

和装箱入り表紙に「蜀山人／判取帳／安田

文庫」とあり

(153齢鯆興記I乱ょうあんざ,､こうき
鰹彊碧名：洛東芭蕉巷再興記）

刊（複製仮）半1冊6丁23．9×16.7cm

与謝撫村書複製版：昭和七年十一月藤井紫影



序京都夜半会昭和七年十一月

蕪村自筆の影印版袋あり、袋表面に「蕪村翁

百五十年遠忌記念夜半会」と活字でE眠り

(15帥七十五日しちじゅうゴこち

刊（複製洞横1冊50丁14.0×20.5cm

三省畿歸司[年時不明］複劉仮：[出版j額く明］

［出版者不明］大正十二年五月

稀書複製会版会報附饒三期第十一回）原

本は天明七年春刊、林若樹蔵本（会報による）

本文第三十八丁欠

(160)名物拝見自由じざいめいぶつはいけんじ
ゆうじざい

刊（複製初中1冊l3丁18.2×13.3cm

猪尾庵眠鼠著林蝶画（口纈安永九年序

複劉仮：[出版地不明］［出版者不明］［出版年

不明］

後ろ表紙見返しに稀書複製会の印あり

3活字本

(161)SadhanaAusadhalaya(The
mostreliableAyurvedicPharmacy)br
:HealthandHappiness.Theartof

healingSadhanaAusadhalaya
刊2冊

JogesChandraGhose箸Daccaeengal)

Bangladesh]BaliadiPrinting&Publishmg
Works

アーユルヴェーダの普及書2点著書は、元バ

ガルブール大識受（化学趣）

SadhanaAusadhalaya(ThemostrEliable

AyurvedicPharmacy)fbr:Healthand

Happiness48頁18.2×12.0cml930.1.20

□口市長賊・1935.3.20"[賊者不明］

Theartofhealingl6頁16.2×10.6cm

(162）愛憂あいゆう
刊1冊158頁19．9×12.7cm

英十三・羽鳥千桂著東京町田書店大正十

三年十月

二人讃書第一輯湯朝竹山人が務にあてた寄贈

の書入あり

(163）随筆／仰ぐ楠公ずいひつあおぐなんこう

月

刊1冊366頁18.6×13.6cm

川嶋禾舟著東京書物展望社昭和十八年一

カバーあり著書謹呈本

(164）阿奈渤ﾛ志雄Ⅸおかし
刊1冊90頁19.8×13.8cm

木がくれのおきな著猫かひのをのこ校訂著

者没後第七十六年玄孫猫かひのをのこ序［出版

地不明］［出版者不明］

奥付なし巻末に正誤表貼付扉に献辞あり

封書1通挟む

(165）阿波藍沿革年表あわあいえんかくねんび
ょう

刊1冊46頁22．3×14.8cm

［仕瓶地不明］［出版者不明］［大正中頃刊］

表紙に「自天文十八年至大正三年」とあり奥

付なし

(16①淡路しま(名所案内記）鍼つじしまめいし
ょあA類,嗜

刊1冊82頁15.2×9.lcm

赤田千久佐著神戸団樂社昭和八年七月

著者による贈呈の小紙片挟み込み（活版刷・宛

名なし）巻末に地名および名所旧跡索引あり

(167）淡路順礼道案内あわじじゅんれいみちあ
人額,、

（整理書名：淡路巡鵡道案内）

刊1冊33丁8．0×19.7cm

岩根瑞枝著洲本幸町（兵庫県）福浦文蔵ほ

か3陣明治十三年四月

淡路新聞社品桁

(168）淡路農歌あわじのうか
刊1冊10丁23.4×16.lcm

河本正義編神戸兵庫県民俗研究会昭和八

年十一月

蝿じ巻末に初句索引あり

(169）諸国風俗問状／淡路国答書しよこくふ
うぞ<ぞんじようあわじの<にとうしょ

刊1冊38頁23．7×16.2cm

河本正義校神戸兵庫県民俗研究会昭和九

年一月

袋綴じ
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(170）石海神社と舎人親王いわみじんじゃとと
ねりしんのう

刊1冊84頁23．6×16.lcm

川嶋禾舟著御影町（兵庫県）川嶋禾舟昭

和十三年十月

“じ著者謹呈の紙片（活版刷・宛名なし・2

増挾み込み務宛川嶋禾舟封書1通体書印刷

者・八田徳治郎の名刺が同鋤挟み込み

(171）偉人の悌いじんのお劫､げ
刊1冊lO頁l8.9×13.0cm

高田屋嘉兵衛翁偉業顕彰会編昭和十四年九月

太田直三郎序［出版地不明］［出版者不明］

奥付なし「高田屋嘉噸翁偉業顕彰会式次調

q淘仮)挟み込み

(172）－ﾉ谷戦記いちのたにせんき
刊1冊106頁22.8×15.5cm

後鯛壷一著大阪御對奄一昭和十三年九月

(173）医掴適巨盾いふうどうけひやくしゆ
刊1冊58頁18.9×12.9cm

菅竹浦著東京あかほんや石川巌昭和七年

三月

著者謹呈の書込あり著者からのメモ書き小紙

片挟み込み

(174）今筒洗覺宣文集いまづせんけんいぶんし
ゅう

刊1冊342頁23．6×16.lcm

鷲尾正久著西宮芸香社昭和十六年三月

函あり袋綴じ巻末に正誤表貼付務宛鷲尾

正久封書1通（活版別

(175）入江昌喜翁いりえまさよしおう
刊1冊104頁21.0×14.8cm

入江昌喜事跡顕彰会編大阪入江昌喜事跡顕

彰会昭和十九年五月

(176）岩淵紀行裾野の冬いわぶちきこうすその
のふゆ

刊1冊136頁18.4×12.5cm

池辺義象・阪正臣・武島羽衣箸［出版地不明］

［出版者不明］［出版年不明］

奥付なし

(177）打出史話うちでLわ
刊1冊162頁22.0×15.lcm

24

天王寺谷勘太夫編精道村（兵庫県）

谷勘太夫昭和十五年六月

正誤表挟み込み

天王寺

(178）鋪百絶えいなんひや<ぜつ
刊1冊14丁19.7×14.7cm

川町詫次編神戸川力詫次昭和九年四月

表紙に「禾舟書屋」とあり奥付に正誤表貼付

(179）江戸小唄の話えどこうたのl律し
刊1冊126頁l8.4×12.8cm

英十三箸東京文川堂書房昭和二十五年十

一月

見返しに献辞あり務のメモ書き挟み込み

(180）大はしおおはし
刊1冊14頁18.6×12.7cm

高安月郊作歌西山吟平作曲［出版地不明］

［出版者不明］大正十五年十二月

奥付なし

(181）土佐絵復興者／岡田為恭とさえふつこ
うしやおか燭勃ちか

刊1冊24頁22．4×15.6cm

藤堂祐範著京都関西考古会大正十三年五

月

袋綴じ表紙に「田米知佳」（為恭真筆）と記し

た題策風の印刷あり後ろ表紙には「為恭蓮月／

追慕会」と朱印風の印刷あり

(182）妙心寺御開山／開山国師御伝みよう
しんじごかいざんかい認こぐしごでん

刊1冊108頁21．8×15.0cm

正法輪協会編花園村(調，門ツ正鋳協会

明治四一トー年二月

(183）海水浴か1,vす1,､よく
刊1冊106頁14.4×10.4cm

高島吉三郎箸東京明文社明治三十二年六

月

附録として｢東京付近海水浴場略案内｣｢瀞今集j

を付す

(184）廻關集かいらんしゆう
刊1冊傑八編補38丁23．0×13.6cm

安井小太郎編東京駒田彦之丞昭和十年二

月

袋綴じ



(18句花月随筆かけ鐸ﾌずいひfつ
刊1冊674頁22．6×16.0cm

飯島花月著佐佐木信綱序昭和七年秋高野辰

之序昭和八年七月柳田国男序東京冨山房

昭和八年九月

本文中の挿絵（裏白綱に頁付なし見返しに

献呈票貼付函あり

(186）賀細平翁難か酔うみんぺいおうじせ
き

刊1冊10丁22.0×15.3cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

袋綴じ奥付なし内題なし書名は後書され

たもの務の書入あり

(187）酒客必携／割烹店通誌しゆかくひつけ
いり鼻りやつうし

（整理書名：酒客必携割烹店通誌［シュキャク

ヒッケイカッポウテンツウシ]）

刊1冊23丁17.8×12.6cm

前橋東柳著明治十八年三月仮名垣魯文序東

京前橋栄五郎（出版人）明治十八年三月

擁じ読みは序によった東京前橋書店梓俔

返し）発売元は前橋書店・文海堂・中外堂、定

価二十銭（奥付）

【図掘】参照俵紙・二丁表・三丁裏四丁表）

(188）勝措情詠かつまりようすい
刊1冊22頁15.8×ll.7cm

森銑三箸［出版地不明］［出版者不明］昭

和十二年正月

袋綴じ奥付なし巻頭に「賀正昭和十二年元

旦森銑三」とあり

(189花鰐かでんLょ
刊1冊llO頁15.9×10.7cm

世阿弥作野上豊一郎校訂東京岩波譜店

昭和二年十一月

(19①加東郡上東条村秋津住吉神社の百
石踊歌かとうぐんかみとうじようむらあきつすみよしじんじ
ゃのひやっこぐおどり誰

刊合1冊23頁22．5×15.lcm

谷jll良順・河本正義著［出版地不明][出仮

者不明］［出版年不明］

表紙破損奥付なし雑誌掲載論と思われる｢兵

庫県下の秋祭の二三河本正調「美嚢郡中吉川村

長谷細田［サイダ]神社百石踊歌河本正調の2

編を切り抜き合綴

(191）仮名反古かなほご
刊1冊96頁21.4×14.6cm

野崎左文編若菜貞爾校東京仮名垣文三

明治二十八年二月

巻頭口絵「故仮名垣魯文翁肖像｣2葉あり

(192）京阪歌舞伎年代記〔ほか〕けいはん
か5割gA掴,唐

刊合1冊486頁21.2×14.8cm

伊原青々園［ほ力1箸東京歌舞伎出版部

雑誌「歌舞伎」（大正十五年四月～昭和四年十二

月）に連載された「京阪／歌舞伎年代記」ほかの

合綴表紙は、昭和四年十一月「歌舞伎」表紙を

用いる内容は以下の通り

「京阪／歌舞伎年代記（一～四十)」伊原青々

園著

「日本演劇大辞典一小道具の部第一」木村

綿花･川尻清潭編

「日本演劇大辞典十三化粧の部第一」木村

綿花・川尻清潭編

「羅伎騨揃史（一～六)」高野辰之著

「役者が商売をした話（一～六)」松本亀松著

「歌舞伎脚本解題（二四）（二五)」渥美清太

郎著

「明治劇談／過ぎにし物語（二）（四)」岡本

綺堂箸

「楽屋妄話」秀也記

「校訂/続名声戯場談話［ぞくめいせいぎじよ

うだんわ]」守随憲治校

「校訂／続名声戯場談話［ぞくめいせいぎじよ

うだん河（二）（三)」守随憲治校

(193河竹綱ホかわたけ宅Kあみ
刊1冊752頁19．4×14.0cm

河竹繁俊著大正三年十一月坪内道遥序饗庭

篁村序伊原青々園序大正三年十一月田村奈

成義東京春陽堂大正十四年七月

見返しに読曽票貼付函あり

(194）閑吟集か人唐んしゅう
刊1冊128頁l5.9×lO.3cm

藤田徳太郎校注東京岩波書店昭和七年三

月

(193含翠轄力”す1,､どうこう
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月

刊1冊llO頁18.2×12.8cm

森繁夫箸大阪大阪青年塾堂昭和十七年三

表紙に「郷土先賢叢書第六編」とあり

(196）江戸師出／機関銃えどまえばなしきかん
じゆう

刊1冊11頁16.4×12.lcm

菜色子編昭和十八年三月自序昭和十八年三

月一寸二三敗［出版地不明］［出版者不明］

昭和十八年三月

袋綴じ奥付なし副本あり、一冊は「謹呈忍

頂寺先生中村」とあり、中村幸彦からの舗曽か

(197）戯曲開国秘證ききよく力叱､こくひたん
（整理害名：開國秘諏）

刊1冊540頁19.3×14.5cm

池長孟著大阪弘文社昭和五年九月

函あり

(198）義士繍十篇ぎしざっこうじっぺん
刊1冊52頁22．0×15.0cm

松岡脩三箸朝鮮京城府松岡脩三昭和十二

年五月

後ろ表紙見返しに奥付小紙片を貼付また、古

書陣の整理票「邦典古書/椿書林神戸東須磨若

宮」貼付あり非売品（奥付）

(19副紀州御鵬きしゆうおにわやきこう
刊1冊30頁22．6×15.2cm

吉田王郎編神戸吉田王郎［出版年不明］

奥付に発行年記載なし編者兼発行人の吉田は、

神戸市陶磁器研究所所員非売品（奥付）

(20①狂歌/あふひ艸きょうかあおいくさ
刊1冊31丁24.4×16.8cm

嵯理書名：狂歌葵詞

門野椎渓編昭和九年三月自序昭和九年四月

踊崎左文賊［出版地不明］［出版者不明］

袋綴じ丁付なし奥付なし扉題「大倉鶴彦

翁七周忌追善二世和歌廼屋襲名披露／狂歌集」

巻頭に肖像あり、キャプションは「晩年の大倉鶴

彦翁」「二世和歌廼屋植美」

(201）狂言不翻きIうげんふし人絢韓
刊1冊292頁14.8×10.4cm

大蔵虎光著裡野堅校訂東京改造社昭和

十八年七月
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日本出I緬醗鱈会社個齢合元）

(202）郷土先剴申田艫翁きょうどせんかくか
人だL痘うんおう

刊1冊70頁20．8×15.0cm

川嶋禾舟著神戸神戸史談会昭和十六年七

月

見返しに「神田松雲翁」として略伝あり

(203）曲亭馬琴年譜きよくていI鎧んねんぷ
刊1冊20．8×lO.2cm

謝閏三郎著東京伊藤勇戎・馬牽会昭和七

年十一月

19.5×136.3cml枚（両面印刷）を15に折り

たたむ

(204）清元略年表きよ毛とりやくねんびょう
刊1冊20頁25．7×18.3cm

清元菊和会編昭和四十二年秋森岡甚吾序［出

版地不明］［出仮者不明］

奥付なし「追力町挟み込みl葉序者森岡は

燕ﾛ会会長

(20句近世邦楽年表江戸長唄附大薩摩

浄瑠璃の部きんせいぼうが鉋んInうえどながうたつ
けたりお鎧つまじようるりのぶ

刊1冊292頁26．5×19.8cm

東京音楽学校編東京六合館書店大正三年

五月

背に「近世邦楽年表（長唄之部）忍頂寺務蔵」

と記した手製カバーを付す

(206）第一回顕彰／勤王護国烈士先覚者

昭云だいいつかいけんしょうきんのうごこぐれっしせんかく
しやりやくでん

刊1冊112頁20.9×14.7cm

谷垣芳太郎編大阪大政翼賛会大阪市支部

昭和-'一八年五月

外題後に「史邑題」とあり

(207）句集鎖説くしゆうかいせつ
刊1冊62頁21.8×15.lcm

藤井乙男著［出版地不明］［出版者不明］

［出版年不明］

奥付なし献辞あり

(208)MRIII着雄兄弟くまかわはるおきよう減,、
（整理書名：脚||春雄兄弟）



写1冊20丁23．2×15.9cm

川嶋右次著昭和六年九月自序

袋綴じ川嶋右次が「西播魁新聞」に連載した

「卿ll春雄兄弟」を切り抜き貼付、序は謄写版で

直筆署名口絵として写真2葉を巻頭に付す、キ

ャプションは「隅||翁手本」「恒本雪臣剛丁付

なし奥付なし「隅［ママ］川春雄兄弟」と墨

書した紙片魑篭”を挟む

(209）現今の古曲界げんこんのこきよくかい
刊1冊38頁23．5×16.2cm

山中豊箸［出版地不明］［出版者不明］［出

版年不明］

袋綴じ謄写版頁付は21-54奥付なし表

紙は後補「佐渡研究」（第六号・通巻第7号､編

輯兼発行人青柳秀夫)挟み込み

(21①柑子句集こうじ<Lゅう
刊1冊l54頁15.2×lO.8cm

籾山柑子著東京俳書堂明治四十一年十一

月

表紙に哨嬬堂文園、後ろ表紙に腓書麹と

あり

(211）小唄研究こうたけ(唐ゅう
刊1冊353頁19.0×13.3cm

湯朝竹山人著東京アルス大正十五年一月

(212）巷談大隅笥業史こうだんおおさかしJうぎ
ようし

刊1冊40頁21．7×15.0cm

佐古慶三著大阪高尾書店昭和二年十一月

(213）神戸和歌史こうくわかし
刊1冊170頁18.2×12.7cm

落合重信著神戸上崎書店昭和十七年五月

日本出版酉蘇合1獄会社個粥元）函あり

(214）聯/虚子句集こうほんきよし<Lゆう
刊1冊68頁15.0×10.9cm

今村一声編東京俳書堂明治四十一年二月

表紙に「俳書堂文庫」とあり

(215）細葉山人{3恂集こうようさんじんはい<L"
う

刊1冊132頁12.3×8.7cm

"ll疎山編野口寧斎・角田竹冷・巌谷小波・

山田寒山・阿心庵雪人題詠東京帝都社明治

三十七年三月

(216）国際蓮閣調杳団報告書こくさいれんめ
いちよう謡,ほうこ<しょ

刊1冊210頁18.8×13.0cm

［上ｵ制上海明社出版部昭和十一年十月

内題「国際連合会調査団報告書」昭和七年十

一月九日付丸善領Ⅸ書侠み込み

(217）各種専門／五大老舗案内一名東京

御買物食通案内かくしゅせんもんごだいしにせあん
頓,､いちめいと詰ようおかい毛のLよくっうあ人額,、

刊1冊288頁10．2×18.3cm

栗山謙作・和多田素介編杉ｲ:礎人・岡野知十

・水島爾保布序東京五大老舗案内刊行会大

正十四年十一月

(218）西職留輪講さいか<おりどめりんこう
刊1点23.0×16.Ocm

三田村慮魚編［出版地不明］［仕販者不明］

［出版年不明］

未裁断未製本数葉を紐で纏める46．8×

31.Ocmを四つ折り、93．6×62.0cmを八つ折り、

の2種あり一部天t蹴釿済みノドにあたる箇

所に印刷あり、その種頃と各々の司寸けを示せば、

「文二」（33～64頁)、「文科三号j価5～96頁)、

｢文科四号｣07～120旬､｢文科六号l(121～158

頁)、「文八罰(159～200頁)、「文科九罰QOl

～238頁)、「文科十号IQ39～276頁、目次l

～2頁）

(219）最新映画小唄はやり唄さいしんえいが
こうたはやりうた

刊1冊146頁14．2×10.3cm

大阪青年共鳴会編大阪歌曲好愛会昭和五

年六月

(22①癸亥震火／再生の記みずのa,､しんか
乱'せいのき

刊1冊20頁22．0×15.2cm

忍頂寺誠一著大正十五年正月自序［東京］

［出版者不明］

奥付なし

(221）最明寺ざ,､みょうじ
刊1冊14頁26.3×18.8cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

奥付なし「株式会社／朝鮮殖産鋼了」の罫紙
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裏にメモ書き「大正十五年西宮町誌……」挟み込

み

(222）侮度さど
刊1冊18丁22．0×15.lcm

板愈良編中川雀子画法勝寺村（鳥取県）

板愈良昭和三年十二月

袋綴じ謄写版多色摺り丁付なし表紙｢富

士乃屋草紙」「富士乃屋刊｣、奥付欄外「富士のや

草紙第十九」とあり

(223）残月集ざんげつLゅう
刊1冊130頁21.8×15.0cm

矢野口三郎・林親良編南穂高村（長野県）

岡村阜一明治三十年八月

(224）三題噺孜さんブヨ,､I錘しこう
刊1冊148頁20.0×14.0cm

秋庭太郎著東京秋庭太郎昭和二十四年一

月

謄写版見返しに献辞あり扉裏「題擬樋口

慶千代」とあり

(225）江戸文芸／信濃小説集えどぶんげいし
なのLようせつじゅう

刊1冊148頁18.2×13.9cm

尾崎久弥箸小林朝治画（表紙）松本（長野

県）しなの川柳社昭和二十三年五月

帯あり

(226）芝居絵本競之記しI乱､えぼんしゅうぞ
うのき

刊1冊186頁22.2×15.2cm

渋井清著東京渋井清昭和十一年四月

著書献呈本巻末に作品名索引あり

(227）嶋田見山L志だけんざん
刊1冊20頁16．0×1l.9cm

森銑三箸［出版地不明］［出版者不明］［昭

和十年一月刊洞

奥付なし見返しに「賀正昭和十年元旦森

銑三」と印刷あり

(228）三棚唄し“せん“うた
刊1冊60頁22.1×15.2cm

藤田斗南著大阪上方芸術保存会昭和二年

五月

三9鍛艇系罐（活IMD1鶏爽み込み
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(22勤爪畦とﾉｬﾉじ御つとばり
刊1冊122頁18.9×12.7cm

日本郵船株式会社編東京日本郵船株式会社

昭和九年十月

遅塚麗水著『爪畦の剛を基に追補改訂し編纂

したもの

(23①秋色鍬色桜LゅうL岩とLゆうl崖ざくら
刊1冊126頁21.1×15.0cm

玉榊青朗著東京七条鎧昭和十六年四月

(231）縛日句集／落椿じようせきくしゆうおちつぱ
き

刊1冊272頁15.0×10.6cm

大谷繧石著東京俳画堂大正七年五月

正誤表l葉挟み込み森谷書房からの書籍送付

票I蝶衣句集ll冊)挟み込み

(232仁斎日訓少じんざ,､lごつきLよう
刊1冊32頁18.0×12.7cm

中村幸彦著東京生活社昭和二十一年九月

日本叢書83

(233）新内節年表し人類,､ぶLねん〔fkう
刊1冊30頁19.l×15.lcm

岡本文3禮東京畷蝶亭昭和十年一月

鍔騒じ

(234）住吉大社御田植すみよしたいしやおんたう
え

（整理書名：六月十四日住吉大社御田植神事）

刊1冊26頁19.1×12.9cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

奥付なし

(235）聖地淡路世,､ちあわじ
刊1冊26頁22．3×15.lcm

聖地淡路顕彰会編昭和十五年三月聖地淡路顕

彰会序［洲本］聖地淡路顕彰会

神戸三越にて開催された「聖地淡路展覧会」（昭

和十五年四月二十三日～二十八日）の出陳品目に

忍頂寺務の蔵品がみえ、併せて開催の「淡路を語

る座談会」に神戸淡友会会員として出席、発言内

容の記録ありまた、大阪高島屋の「淡路島展覧

会」（昭和十五年六月四日～九日）にも務の出陳あ

り巻末に聖地淡路顕彰会会則あり奥付なし



(236）征露軍歌せいろぐんか
刊1冊24頁14.1×10.9cm

萩原幾喜編東京萩原新陽館明治三十七年

三月

作歌は、広瀬武夫・横井忠直ほか

(237）世子六十以後申楽談儀せ(ろくじゆうい
ごさるがくｿ弘ﾉぎ

刊1冊58頁22．1×14.7cm

吉田東伍校註秦元能聞書東京池内信嘉

明治四十一年七月

(238）全国／癖陳内ぜんこくゆうかくあんない
刊1冊494頁16.5×ll.lcm

日本遊覧社編東京日本遊覧社昭和五年七

月

函あり

(23帥川柳江の島土産せんりゆうえのLまみや
げ

刊1冊68頁ll.4×16.2cm

母袋未知庵著東京古川柳研究会昭和十五

年六月

袋綴じ見返しに献辞あり

(24①川祁膳麦の花せんりゅうそばのI沌
刊1冊22頁14.8×19.4cm

母袋未知庵著東京日月庵藪忠昭和八年六

月

擁じ袋あり袋に赫辞あり

(241）川柳楠公記せんりゅ誰んこうき
刊1冊158頁18．0×12.8cm

母袋未知庵著東京書物展望社昭和十六年

十二月

日本出版配給株式会社（配給元）袋綴じ函

あり献辞あり

(242）贈従四位/大国隆正ぞうじゆしいおおく
Iゴごかまさ

刊1冊54頁22．7×15.0cm

恒松隆慶編長久村（島根県）恒松隆慶大

正五年四月

(243）贈正五位鈴木團乱真人物ぞうしょうご
い詞壱しげたれしんじんぶつ

刊1冊72頁22．2×15.0cm

樹下快惇箸東京遺風顕彰会昭和十年五月

(五j初

初版は昭和六年八月刊

(244）贈正五位古東領左衛門略伝ぞうしょう
ごいことうりようざえ先んりやく画′

刊1冊52頁18．8×12.8cm

古東章著樹下決淳校東京天野敬一昭和

-卜五年十一月

表紙に｢東京淡路封仮jとあり著者古東は願

左衛門玄孫｣、樹下は「図書寮編修官」

(245）淡園涌記たんこくつうき
刊1冊74丁25．8×17.8cm

碧堪海心著［出版地不明］［出版者不明］

［出版年不明］

元禄板本の翻刻謄写版を和装仕立て奥付な

し巻頭に「禅者碧堪海心略伝」を付す他序末

尾に「元禄辛未年玄月下弦紀之野峯雲石堂寂

本採蓬於泉陽蓮浦寺中院北窓」「元禄丁丑三月望後

老禅鉄崖書干竹月居」とあり自序末に「元禄

辛未仲春上涜野禅碧湛＝（尺十月）干指月亭枯革

室中」とあり扉に「由良要塞司令剖験閲済み」

印あり

(246）淡島遊記たんと”うき
刊1冊13丁17.6×ll.5cm

僑噸氏著匹田友三郎訳福良村（兵庫県）

平瀬与一郎明治十四年六月

末尾に献辞あり

(247）妻木つ轄
刊2冊（新年春巻・夏巻存）250頁l5.0

xll.0cm

松瀬青々著大阪春俎堂ほか’犀明治三卜

八年四月

新年春巻154頁(明治三十八年四月十五日発行)、

夏巻96頁（明治三十八年四月二十八日発行）

(248）広重筆東海道五十三次ひろしげひつと
うかいどうごじゅうさ〃塞

刊1冊48頁18.8×26.3cm

大阪朝日新聞編大阪大阪朝日新聞昭和二

年四月

奥付なし表紙、後ろ表紙に「昭和二年四月七

日大阪朝日新聞第一万六千二百九十六部俄剥

とあり

(249独吟どくぎん
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刊1冊180頁19.4×13.3cm

岡本綺堂著東京岡本敬二昭和七年十月

函あり還暦記念謹呈本曄）献本時の紙片

あり（岡本敬二住所）

(250）埼甫／満宝のしぼりぞうほなにわのしお
り

刊1111}106頁16.4×1l.5cm

太田源太郎著大阪本林丁子堂(見返し）明

治二十八年十二月

非売品（見返し）

(251）楢聯折ならのはこしのしおり
刊1冊80頁22．2×15.2cm

日置謙校訂太田敬太郎校合玉井敬泉図案(表

綱金沢石川県図書館協会昭和八年四月

解題によると「もとの外題は楢の葉越の枝折と

せられ、内題はならの葉越のしをりと記されてゐ

る。［中噸著者は痴龍富田景周翁、著作年代は文

政四年bその1輪は七十四歳の高齢であった｡」

底本は石川県図書館所蔵本

(252）楠公百人一首なんこうひや<にんいつしゆ
刊1冊20頁19.0×12.9cm

川嶋右次編神戸禾舟書屋昭和七年一月

奥付は後ろ表紙に印刷非売品（奥付）

(253）西園宗三郎にしぞのそうざぶろう
刊1冊14頁l7.3×12.4cm

山口滴翠著［出版地不明］［出版者不明］

［大正十五年力1

奥付なし口絵2葉内題「酎寸宗三郎略伝」

西園（西棚宗三郎五十回忌ならびに実父・佐

野長寛七十回忌追悼記念の配り本（巻調宗三

郎は明治九年一月二十九日没

(254）二世義太夫竹本播磨少縁にせいぎだ
ゆうたけ宅とはりまのしょうじょう

刊1冊32頁22．4×15.3cm

福良虎雄編箕面村（大阪府）福良虎雄昭

和四年一月

「二世竹本義太夫追慕会冊子福良虎雄寄贈｣(巻

末）非売品（奥付）

(255）日本辮雷史にぼんかようし
刊1冊ll98頁22.2×16.2cm

高野辰之著東京春秋社大正十五年一月

li卜瞬あり（薪能図・町入寵動
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(256)IJ扁皆史の研究はいかいしのけ(唐ゅう
刊1冊622頁19.3×l3.9cm

頴原退蔵著京都星野書店昭和八年五月

函あり別冊「腓譜史の研究」附言」(18頁、

仮製本）あり星野書店の愛読者カード・中村幸

彦の名刺・中村積徳堂の封書切り抜き（務の書入

あり)、それぞれ挟み込み

(257）誹風/剰商花はいふうすえつむはな
刊4冊141丁15.7×ll.Ocm

洞毛山人編昭和六年四月自賊［出版地不明］

［出版者不明］

袋綴じ謄写版奥付なし奇書文庫第8編之

l～4（振扁31丁・二編33丁・三編41丁・四編

36丁）著書謹呈の書込あり賊によると、「飯

島花月翁のI蔵春洞携劉所収の同書を、母袋未

知庵氏の謄写したるもの」その他によって、天保

板本を複製したもの母袋未知庵・中平門前雀の

校正正誤表および賊文追記と思しき文言を記し

た紙片、各1葉挟み込み

(258）白門捌ﾛ記はくもんLんりゆうき
刊1冊25丁16.4×9.7cm

海陽許予養和編同里揚亭暁嵐校仮名垣魯文

批点明治五年夏海陽許予序明治十一年秋日桜

痴居士題字［出版地不明］［出版者不明］

袋綴じ奥付なし見返しに「貯書楼瞬辛」と

あり

(259春雨物語はるさめものがたり
刊1冊272頁21.5×15.lcm

上田秋成著中村幸彦校注大阪積善館昭

和二十二年四月

カバーあり著者謹呈の書入あり

(26①後藤基邑自筆本／播陽名所考ごとう
そ“》らじひつI認,I謎ﾉようめいしょこう

刊1冊48頁23．9×16.4cm

河本正義著神戸兵庫県民俗研究会昭和八

年一月

袋綴じ表紙は後補か延享三年四月後藤基邑

自筆本の謄写版桜谷忍謄写巻頭に地名索引あ

り

(261）飛行機ﾛ昌孜ひこうきLようか
刊1冊16頁14.7×10.9cm

藤田南渓作歌杉江秀作曲大阪佐伯静男ほ



か2騨大正二年六月

発売元は、籾順謝苫ほか2津

(26刀兵庫県石海村史ひょうごけんいわみむら
し

刊1冊190頁21.0×14.8cm

川嶋禾舟箸御影町（兵庫県）川嶋禾舟昭

和十六年-'一二月

謹呈印あり正誤表紙片挟み込み南誠諦の

計報に関する新聞記事2点切り抜きあり

(263）兵庫県下食用鮮魚介類呼称便覧ひ
ょうごけんかLよくようせAきょかいるいこLようびんらん

刊1冊80頁17.8×8.4cm

兵庫県水産試験場編明石兵庫県水産試験場

昭和十六年十一月

巻末に地方呼利毛索引あり

(264）兵庫県下の故庫印ひJうごけんかのこ
ぶんこいん

刊1冊16頁24.2×17.0cm

島田清著起町（愛知県）土俗趣味社昭和

二十二年四月

袋綴じ謄写版温古志叢書第1編

(265）兵庫先賢遺珠ひょうごせんけんいしゆ
刊1冊38丁22．9×16.0cm

江口貞局編昭和十九年五月江口貞嵩良橋序

［神司江口氏幟梓）昭和十九年冬

袋綴じ謄写版奥付なし献本時の紙片あり

（江口良橋・同住所、ゴム印）

(266）兵庫文声叢林ひょうごぶんせいそうりん
刊1冊23.S丁23.3×17.7cm

江口貞烏良橋著昭和二十一年五月序［出版

地不明］［出版者不明］

袋綴じ謄写版奥付なし二十四丁表は後ろ

表紙見返しに貼付

(267）男軍雷考ひょうごまけ乞う
刊1冊26頁23．7×16.8cm

中谷保二著昭和二十六年八月序

明］［出版者不明］

奥付なし

[出版地不

(268）福原う鯛I沿革誌ふぐはらゆうかくえんかく
し

刊1冊136頁19.3×12.8cm

須田菊二纂著神戸福原貸座敷業組合事務所

昭和六年十二月

(269）1卿乎
刊1冊196頁

東条操校訂東京

月

岩波文庫

ぶつるいし庫こ

14．6×10.3cm

岩波書店昭和十六年十一

(270）米価の変遷ぺいかのへんせん
刊1冊164頁22.2×15.lcm

石原保秀編東京乾浴長生会大正十四年六

月（再版）

初版は大正十四年三月刊古書津の整理票貼付

あり「朝倉書店神戸市三宮町一」続編あり（小

野文庫271)定価二円

(271）米価の変遷続編べいかのへんせんぞ
<へん

刊1冊76頁22．2×15.lcm

石原保秀編東京乾浴長生会昭和-|年七月

〔正編〕あり（小野文庫270）

(272）癖三酔句集へきさんすu<しゆう
刊1冊168頁15.l×10.9cm

岡本癖三酔著東京俳書堂明治四十年六月

(273）へちまと十年へちまujゆ詞3ん
刊1冊168頁18.0×13.0cm

山本吉之助編神戸へちまクラブ昭和三十

一年六月

非売品（奥付）へちまクラブ創立十年記念誌

（序）

(274）法然院誌／附忍激上人行状記ほう
れんいんしつけたりにんちようしょうにA唐ようじようき

（整理書名：洛東獅谷法浦院誌：附忍激上人行

状詞

刊1冊157頁18.8×12.7cm

白蓮社瑞宏著京都白蓮社瑞宏昭和二年十

二月

(2731瞭改名考ほ<さいかいめいこう
刊1冊55頁19.1×13.5cm

桑原羊次郎箸松江教文館大正十一年九月

口絵’葉「葛蠅瞭翁之肖偽、写真l葉駈

育市コロンビヤンハイト七十六番地フラン

シスレスロツグ氏蒐集北斎筆の挿絵ある書総(其
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部数五十余）の畉入として堆積しある状景明治

四十五年五月十一日著者撮影」奥付は後ろ表

紙見返しにあり定価三十銭

(276）松の蕊藻まつのおちば
刊1冊214頁15.7×10.3cm

藤田徳太良|駮注東京岩波書店昭和六年十

一月

(277）松本奎堂先生年譜まつもとけいどうせん
せいれんぷ

（整理書名：大和義挙天謙組總裁松本奎堂先牛

年譜：天影絲且八十年祭記念）

刊1冊19頁20.7×14.8cm

大野一造著刈谷町（愛知県）維新志士顕彰

会昭和十七年九月

天;絲且八十年祭記念本（表紙）見返しに貼付

資料あり非売品（奥付）

(278）万葉藻上野国歌私注まんようしゆうこう
ずけの<にうたしちゅう

刊1冊140頁21.0×15.0cm

土屋文明箸前橋煥乎堂昭和十九年九月

カバーあり口絵写真（3頁・6点）

(279明 めいじたいし

ようしんたいしきぼんばんづけ

刊1枚50．7×39.0cm

明治文学稀書複製会・石川瞬扁東京詩仙洞

昭和十年十月

袋(19.6×13.lcm)あり「明治文学/稀書

握製会H芋鰕」驍1期第1回）あり袋に噴正」

の墨書あり定価消し、献本か

(280）鳴雪句集めいせつ<Lゅう
刊1冊144頁18.8×12.7cm

内鯛鳥雪著東京俳書堂明治四十二年一月

(281）道のしをりみちのLおり
刊1冊90頁15．0×8.2cm

昭和十五年五月閑院宮載仁親王令旨［出版地

不明］［出版者不明］

奥付なし「修養団の行事j「修養団歌」あり、

修養団は発行者か巻末に新体詩あり（記名作者

は竹内浦次・暁烏敏・佐々木麺

(282）都の花くらへみやこのI鋪くらべ
刊1冊69頁ll.3×15.5cm

32

大西亀太郎編米躍画京都大西亀太郎明

治十一年七月

(283）横井也有肖像考よこいやゆうしょうぞうこう
刊1冊48頁22.l×15.2cm

山田秋衛著名古屋曽保津之舎昭和十一年

一月

「附録也有翁隠棲hl荊軽殿経過報告」あり

(284）吉原本よLわらぼん
刊1冊168頁15.8×10.4cm

渋井清著東京古版画研究学会昭和十一年

三月

巻末に書名索引あり

(28句瀧弁妄らんけいぺんもう
刊1冊126頁26.2×18.7cm

甲田健之助・今沢慈海著成田町（千葉県）

成田山新勝寺昭和十三年一月

袋綴じ書袋あり成田山開基一千年祭記念薬

草園叢書第一編出版者謹呈本

(286）ﾘｯﾄﾝ報告書全文／解説並に関係条
約文その他付録りっとんぼうこくしょぜんぶんかいせ
つならびにかんけ1,,じょうやくぶんそのたふろく

刊1冊300頁18.9×12.Scm

鈴木文四郎編東京・大阪朝日新聞社昭和

七年十月

正誤表挟み込み

(287）湘園狂鱸りくじゆえんき瘤かu巾う
刊1冊49丁24．1×16.8cm

西山清太郎編昭和四年一月野崎左文序昭和

四年西山清太郎賊［出版地不明］［出版者不明］

袋綴じ巻末「石ｿll雅望翁の家系」「石川雅望翁

の系譜」のみ活字版、うち前者は頁付だが本文に

あわせ丁付紙数を数えた奥付なし後ろ表紙見

返しに「東京京橋加賀町波屋調整」の朱印あり

(288）〔浮世絵目鋼うきよえ兎Kろく
刊1冊15丁24.0×16.0cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

袋綴じ謄写版序文によると「東都某氏」の

浮世絵コレクションの目録、簡略な解説が付され

ている



4雑誌・機関誌

(28動安芸国あきの<に
刊122．6×15.2cm

安芸郷士研究会・逸見敏刀編広島文屋書店

昭和六年七月僥一冊）

月刊編輯後記によると、謄写版の既刊2号分

が蠕平につき、活版に切り替えての3号発行に先

立ちl,2号を活字日刷にまわすこととした、本号
はその初号巻末に「文屋書店古書月報」あり

(290)異国叢書鬮信いこぐそうしよつうしん
刊5，620．5×14.5cm

異国叢書刊行部・奥川栄編東京駿南社昭

和四年四月（第五割

隔月刊

(291）うた沢討室わ
刊合1冊1-721.2×14.5cm

鈴木武雄編大阪うた沢社大正十二年九月

"ll刊割

不定期刊

値92）江戸えど

刊5(4)22．3×15.2cm

畑虎之助編東京江戸旧事釆訪会大正六年

三月（第五巻第四纐

月刊

値93）酒ﾖ時代えどじ掴,、
（塞藷：江戸時代”

刊l(1,2),2(1,3,4,6)22.1×15.2cm

菅竹浦編神戸江戸時代社ほか2津大正十

五年十月帽肝ﾘ号）

月刊

(294）江戸文化研究えどぶんかけんきゅう
刊l(1-6)19.0×13.3cm

高木好次編東京江戸時代文化研究会昭和

七年五月帽肝ﾘ割

月刊(三号・四号間のみ三ヶ月空き）

に95）江戸読本えどとくぼん
刊1(1-6),2(1-12),3(1-10)22.0×15.0cm

笹本寅編東京江戸読本社昭和十三年六月

槍ﾘ刊罰

月刊

(296）延寿情話えんじゆせいわ
“書名：大江戸之研究延識青識

刊合1冊1(1-11)21.9×14.8cm

忍頂寺務編神戸忍頂寺務大正十三年三月

槍I刑罰

不定期刊務の書入あり挟み込み書簡2点

(便菱1通・ハガキ1弱ありポチ袋1点あり

l(7)のみ畠1体所蔵

(297）大阪工芸情報おおさかこうげいじようほう
刊I(7)25.8×18.2cm

高木錦次編大阪（社)大阪府工芸協会昭和

十九年二月（第七割

「大阪府工芸協会二十周年記念特娼とあり(表

綱務の書入あり挟み込み小冊子「神戸文化連

勘（同2細あり

(298）禾舟漫筆かしゅうまんぴつ
刊1(1-15)22.0×l5.4cm

川側舶次編神戸禾舟書屋昭和七年十月億リ

刊割

不定期刊非売品(四号奥付）献本時の挨拶状

2点(ハガキ1葉・便菱1週挟み込み

(29帥上方かみがた
刊l(28)22.5×15.4cm

南木芳太良噸大阪上方郷土研究会ほか2津

昭和八年四月（第二十八罰

月刊上方遊郭号

(300）関西川柳学会会報かんさいせんりゆうが
つかいかいぼう

刊、召和17年lO月罰21.0×15.lcm

森次郎左衛門編大阪関西川柳学会昭和十

七年十月

非売品「以活版換謄写」とあり号数記載な

し編輯者・出版者の所番地は、ノj野文庫319の

それと同一羽毛蒲団チラシ1点、務宛母袋光雄

ハガキ1葉挟む

(301)菊水きくす1､

刊2(6),3(1-3)26.8×19.5cm

有賀四郎編神戸潟||神社ほか’津昭和九

年十一月（第二巻六割

隔月(奇数月)刊第三巻一号～三号の編輯兼発

行人は中野清
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(302）けふきょう
刊合1冊1(1-10)12.5×8.8cm

佐古慶三編［出版地不明］希有文庫昭和
二年七月億肝ﾘ号う

不定期刊

(303）清元きよ宅と
刊合1冊1(1-5)18.2×12.5cm

今村中編東京清元社大正十四年二月(倉肝リ
罰

(304）情ﾗ研究きよそとけんきゅう
刊12,19~2122.1×15.3cm

藤尾鞆二編神戸大江戸芸術社ほかI津大
正十五年六月（第十二割

月刊もう一つの発行所は、大江戸芸術社東京
支部

(305）清元瀞侭きよ宅とりゅうほう
刊122.2×14.9cm

山口太郎編東京清元流家元昭和十四年五
月槍l刑号)

年刊

(306）週世文学きんせいぶんがく
刊3(1-3)22.0×15.lcm

近世文学会編東京．近世文学会昭和十二年
一月儲三巻第一割

(307）金曜きんよう
（錘書名:KINYO)

刊l-4(1-3)14．7×lO.8cm

長田富作編神戸へちま文庫昭和二十四年
一月槍I刑罰

月刊通巻号数はl-39号誌名の別表記は、

KINYO｣(表紙、ただし通巻1-23罰、「きんよ

う」（背、ただし通巻3-39g)2(2-12),3(2,3,5)
は副本あり、本誌計53冊所蔵また「へちま倶

楽部会則及名鋼1冊あり（昭和二十四年六月付
の「金曜誌会計報告」l葉挟み込み）

(308）ノl順の友こうたのとも
刊119.3×13.4cm

東京法木幸雄昭和十一年一月槍l1刊割

(309）神戸史談こうくしだん
刊121.3×15.2cm

34

神戸史談会編神戸神戸史談会昭和二十四
年二月（復興第一甥

通巻199号（奥付による、表紙には通巻299号

とあり）巻末「会誌復興に際して」によれば、

神戸史談会は明治三十八年七月創設、会誌は大正

十五年一月倉肝りし第198号にて一時中絶同じく

巻末に会員名簿あり

(31①神戸史談こうぺしだん
刊〔長田調，〔須磨誌]22.l×15.lcm

川嶋右次編神戸神戸史談会昭和十六年一
月（長田諭

「鍵誌｣I類1体あり号数記載なし

(311）神戸史談会会報こうくしだんかいかいほ
う

刊〔昭和l5年ll月,16年3月,5月,9月,ll
月,17年3月,5月号],191195,19722.0X
15.0cm

川嶋右次編神戸神戸史談会昭和十五年十
一月

隔月刊年時の早いものには号数記載なし最

も早い刊行分と思われる誌面（昭和十五年十一月

刊鋤の中に、「兵庫史談の廃刊」に関する記事あ

り本誌計14冊、また「神戸史談会会員名簿(昭

和十七年十二月一日現掴」1冊所蔵

(312）神戸謡曲界こうぺようきよくかい
刊14(2)22.4×15.5cm

壗善助編神戸塩谷善助H"IH一年四月曉

十四年第二割

通巻42号

(313匡儲･国文こぐごこぐぶん
刊l4(3)21.l×14.8cm

京都帝国大学国文学会編京都弘文堂書房

昭和十九年三月（第十四巻第三割

(314）今昔こんじや<

刊2(5-12),3(2-8,1112),4(1,4F7),5(ll),6(1)
22.1×15.0cm

島田筑波編東京上田泰文堂・小田原書房

昭和六年五月僥二巻第五甥

月刊挟み込みハガキ2葉あり第三巻第十号

は「大東京展覧会図録今昔特別号」出版社は

第二巻第八号以峰l､田原書房

(31句彩壷会議鰯さいこかいこうえんろく



刊〔大正9年3月-昭和3年3月〕22．2×

15.0cm

島連太良噸東京彩壺会ほか’津大正九年

三月

不定期刊号数記載なし広告文により所蔵分

に欠あることがわかる会員名簿含め計38冊所

蔵各号の表紙タイトルは以下の通り、「九谷窯の

系統に就て」「彩壷会講演録／古九谷論」「彩壺会

講演録／田中長次郎」「彩壷会講演録／三浦乾也」

「彩壷会講演録/弄山万古」「彩壺会講演録／日本

陶磁器の分類法」「今泉雄作君述/茶入の話」「今

泉雄作君述／高腿窯茶器」「彩壺会講鶴/鍋島」

臨田力蔵君述/肥前磁器の創業期」「彩壺会講演

録/奥田詞ll｣｢彩壷会講演録/樂常慶とノンカウ」

「彩壺会講演録/野々 村仁澗聴田力蔵君述／中

興時代の瀬戸窯」「彩壷会講演録/青木木米」「仁

阿彌道八」「彩壷会講演録／尾形乾山」「彩壺会講

演録／支那青甕及其外国関係に就て」「彩壺会講演

録／雲鶴青磁」「彩壷会講演録／光悦と空中」『彩

壺会講露／朝鮮三島の話」「彩壺会講趨/支那

陶磁雑話」「彩壺会講演録／支那青花尭器に就て」

「彩壷会講趨/陶磁器"潅賞に就て」「彩壺会講

演録/三河内焼（平戸焼）に就て」「彩壺会講演録

／永楽保全」「彩壷会講演録/唐津焼の話」「彩壺

会講演録/高麗青磁の窯趾と其製作品」「彩壺会講

i輯/辰砂手に就て」「彩壷会講壗/安東暁及其

系統｣｢彩壺会講演録／六兵衞と其系統の陶調膨

壺会講演録／八代焼に就て」「彩壺簔蒼露/安南

焼に就て附南京報恩寺の陶塔」膨壺会講露/瀬

戸焼の趣味」「彩壷会講演録／支那陶磁の染付模様

に就て」「大正十四年度報告附会員名簿」「大正十

五年度報笥肘会員名簿l｢昭和四年度報告会員名銅

「昭和四年度報告会員名簿」に務宛彩壺会会費

送金卿状および振替用紙を挟む

(316）佐>珊さどけんきゅう
刊1(3-5,8）20．2×15.0cm

青柳秀雄編小木町（新潟県）青柳秀雄昭

和九年四月（第三罰

不定期刊第八号は23．5×16.lcm謡曽鋤L

メモ挟み込み

(317）地唄夜話じうたやわ
刊1(1,2)23.0×16.0cm

藤田久太良噸大阪上方芸湘呆存会ほか’津

昭和三年七月帽1斤ﾘ観

不定期刊

(318）信濃lなの
刊l(46,47)20.9×14.8cm

南沢幸勇編長野信濃毎日新聞社昭和二十

一年三月（四十六割

月刊

G19三味線草し輪せんくさ
刊l1(4)22.0×15.7cm

森治郎左衛門編大阪大阪媛柳川柳社昭和

十四年四月（第十一巻四月割

月刊通巻第106号%I腿｢川柳研究／三味線

草」編輯者・出版者の所番地は、ノl野文庫300

のそれと同一母袋未知庵からの献本

(320）書物往来しよむつおうらい
刊合1冊l(1-8)21.7×15.7cm

神代種亮編東京従吾所好社大正十三年五

月槍綱引

月刊大正十三年九・十月号は「愚文珍文号」

(321）書物展望Lょもってんぼう
刊lO(8),15(2),16(1-4),17(1,2),18(2)22.0
X15.2cm

斎藤昌三編東京書物展望社ほか4津昭和

十五年七月（第十巻第八号う

月刊第十五巻第二号（昭和二十三年十月）に

は「復刊二号」とあり挟み込みチラシ（｢愛書趣

味」沙雨荘随筆集/新富町多與里｣）あり

G22)新内道しんないどう
刊昭和10年8月-昭和11年6月]10.9

x14.9cm

岡本文弥編東京岡本文弥昭和十年八月

所蔵分3冊は月刊、その後不定期刊か奥付な

し号数記載なし欠号あり計5冊昭和十年八

月号は両面印刷の一枚物Q4.2×16.7cm)二つ

折り4頁、他の4冊は仮製本

(323）彗星／江戸生活研究すいせいえどせい
がつけ汎虐ゆう

刊l-5(2)22.3×15.lcm

柴田泰助編東京春陽堂大正十五年四月億リ

刊罰

月刊発行所の変更あり、春陽堂(1-4(9))-'

朝日書房Q(10)-)計48冊所蔵

(324）川柳しなのせんりゆう1なの
刊50,51,9310.3×14.8cm
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石曽根民郎編松本しなの川柳社昭和二十
一年六月暁五十割

月刊九十三号は判型変更(21.2×15.lcm)

(32句千葉県史鰄査ちばけ(,しせきちようさ
刊127.4×19.9cm

旭寿雄編成田町（千葉県）千葉県史跡調査

会昭和十一年九月槍刑罰

(326）陳書ちんしょ
刊l-1522.3×15.2cm

神戸陳書会編神戸神戸陳書会昭和六年八
月億1刊甥

不定期刊繍卿者の変更あり、神戸陳書会→太

田睦B69鋤一･川嶋右次(lO-15"2輯と7

輯は畠1体2冊ずつ、3,5,6,8-15輯は各1冊ずつ副
本あり、計30冊所蔵

(327）同好どうこう

刊l(4,5,7-12),222.5×15.3cm

落合園言編神戸同好発行所昭和十五年四
月（第一巻第五輯）

月刊発行所の変更あり、同好発行所→書物文

化の会Q(4-8))→上崎書店Q(9)-)計19冊
所蔵

(328）謙割要望どくしょて(,ぼう
刊3(3)25．5×18.5cm

鈴木実編東京読書展望社昭和二十三年三
月儲三巻三割

月刊通巻第15号

(329）鶴と文献どくしょとぶんけん
刊4(5)21.0×14.7cm

八木敏夫編東京日本古書通信社昭和十九
年九月（第四巻第五罰

月刊

(330）中座なかざ
刊222．2×14.8cm

姥谷久一編大阪松竹合名社大正十五年十
月（第二編）

不定期刊特集号名「歌舞伎研究梅玉追善号」

(331）郷土研究／灘文化きようどけんきゆうなだ
ぶんか

刊4，525．4×18.lcm

若林泰編神戸若林泰昭和二十六年一月箆
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四割

月刊謄写版非売品第四号編輯後記に「本

誌発展の為め常に御高配賜る」方々として以下の

名前ダ朧あり「池長孟岡亀雄川島右次(禾舟）

川辺賢武島田清神栄宣郷長谷川章間人

伊市浜田仙次郎馬場和夫福原源九郎松本

米太郎宮川節郎若松作平夢野台高校歴史部」

第五号奥付「昭和二十五年二月」とあるは二十
六年の誤記か

(332）日本及日本人にほんおよびにほんじん
刊2(1)20．8×14.7cm

寺田憲一編東京日本新聞社昭和二十六年
一月（第二巻第一甥

月刊

(333）日本文化にぼんぶんか
刊14,2221.3×15.lcm

深谷徳郎・富永牧太（日本文化研究会）編丹

波市町（奈良県）天理図書館昭和十三年七月
（第十四罰

隔月刊日本出版配給株式会社（配給元・第二

十二号奥付）第十四号特集名「国文学号jに野

間光辰「初期遊女評判記年表付綿屋文庫蔵吉原

本紹介」所収、冒頭、忍頂寺務・他の著述参照と
あり

(334）ピブﾘｱびぶりあ
刊l,221.3×l5.2cm

典籍学会編丹波市町捺良県）養徳社昭

和二十四年一月帽肝ﾘ罰

年刊日本出版配給株式会社（配給元・倉肝I号

奥付）典籍学会代表者は神田喜一郎傑一輯・
第二輯とも）

(335）ひむろひむろ

刊5(ll),12(ll),13(5),17(10)22.lX
15.2cm

坂井賀一良噸神戸ひむろ社昭和五年十一

月（通巻五十四罰

月刊志賀光雄（発行者）昭和五年十一月号

特集名は「蝶衣居士追悼号l、また表紙に腓句雑

誌」とあり同号見返しに「和露文庫所蔵の俳書

の写本をいたします6規定御入用の方は二銭封

入乞御照会ひむろ社写本部」とあり写真l葉

(｢PHOTOBYY.YAMANEKOBE」の刻印、

高田蝶衣を囲む記念会での撮影”挟み込み第

十三巻五月号巻末に「和露文庫俳書目」あり第



十七巻十月号が終刊号(通巻195割、巻末に「ひ

むろ所載記事要目」および謄写版で「ソ聯より

秋山紅二｣なる記事あり（ノンブルは通しで誰闘

(336）兵庫史談ひょうごしだん
刊l,2(1-7,10,3,4(1,2,4F12),53(1-10)22.7

Xl5.4cm

神戸神戸史談会昭和七年三月槍肝1割

月刊一部合冊七巻五号（昭和十三年五月）

に紙片「吉分大魯の碑文に就て」あり

(337）兵庫史談／和田山曉志ひょうごしだんわだ
み拳し

刊12(1020.9×14.7cm

川叫鮎次編神戸神戸史談会昭和十八年十

月

月刊非売品（奥付）

(338）布教誌月刊／一如ふきょうしげつかんい
ちにょ

嵯露壗名：一如）

刊27-2918.2×13.0cm

宮田法淳編小豆島笠ケ瀧（香川県）真言宗

教会講社本部伝道部昭和二十六年四月（二十七

割

月刊奥付欄外に「笠ケ瀧瀧湖寺内真言宗教会

講社本部伝道部伝導［ママ］部主事宮田瀧淳」

とありチラシ「布教雑誌一如愛読者倍加大運動

」挟む

(33動孚水ぶんこ臨時号／校訂／浮世繍

考ふ訶,､ぶんこりAA3ごうこうていうきよえるいこう
刊422．4×15.0cm

島田筑波編東京孚水画房昭和七年九月(四

編

刊行頻度不明孚水ぶんこ第四篇三田村鳶魚

「浮世絵類考の不安心」収録三田村鳶魚蔵曳尾

庵本浮世絵類考を底本とし酉山堂本、文化五年写

此君亭の異本三種とその他の類考本を聚合して校

訂

(34①古本屋ふるぼんや
刊1-1022.3×15.3cm

荒木伊兵衛編［大隅荒木伊兵衛書店昭

和二年四月槍肝I罰

不定期刊七号と八号の間に「店舗移転進出記

念古書販売目録jあり、計ll冊所蔵倉I刑号

に発刊挨拶状帽肝1号発行日と同一日付印刷

あり十号以外後ろ表紙欠

G41)文献志林ぶんけﾙりん
刊1(1-5)22.5×15.4cm

石川巌編東京従吾所好社ほか3津昭和四

年十一月帽肝ﾘ罰

不定期刊価格五十銭（第五号に限り出版社移

転通知および開店披露に代えるため非売品）

(342）邦楽の友ほうがくのとも
刊13(10,12),14(1-3)209×14.8cm

矢部羊文編東京邦楽の友社ほか’津昭和

四十二年十月（第十三巻十月罰

月刊通巻149号154号所蔵（欠あり）

(343)"llみな劫くわ
刊1(1,2)21.9×15.3cm

佐藤裕彦編神戸神戸楠公会昭和十四年八

月槍刑罰

不定期刊非売品神戸楠公会会報として刊行

儲二号巻末）

(344）民俗封阿みんぞ〈げいじゆつ
刊2(4)22．2×15.0cm

小寺融吉編東京地平社書房ほか2津昭和

四年四月儲二巻第四割

月刊民俗芸術の会編輯（裁聞

(34句民謡研究みんようけ汎唐ゅう
刊1(1-5)22.1×14.8cm

奥村銀松編東京白帝社昭和十二年七月槍リ

刊罰

月刊編輯者の変更あり、奥村銀松編→藤田徳

太良畷(1(4)-)

(34①杜と凧もりとこがらし
刊224．3×15.3cm

杜と凧同人編杜と凧同人昭和八年四月（二

割

刊行頻度不明袋綴じ謄写版

(347）和本わぼん
刊1,222．0×15.lcm

松本安平編名古屋松本書店昭和三年六月

（一号）

月刊後ろ表紙欠

(348）典籍舗てんせきそうでつ
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刊合1冊21.5×14.6cm

「奇書珍籍｣1-3､｢典籍｣1-4,｢中央史遡ll(3,4)

を合わせ製本、「典籍擁」の背文字を入れる各

々の書誌事項は以下の通り

「奇書珍籍」石川巌編東京従吾所好社

大正八年十月槍刷割月刊

「典籍」木沢孚編東京古書保存会大正

四年五月槍肝I割隔月刊

「中央史蜘長坂金雄編東京国史講習会

大正十四年九月（-ト巻三号）月刊

5忍頂寺務自筆資料・他

5．1手写本

(349）猪の文章ししのふみ
写1冊17丁22.8×15.7cm

献笑閣主人序［年時不明］自序［年時序者不

明］忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じブルーブラックのペンにて匡郭界線

なし墨書墨付き16丁原本「汲古堂蔵板」

巻末註記では宝暦元年頃の作品とする藤井紫

影所蔵本の写し

(350）拾遺枕草紙／花闘少しゅういまくらのそ
うしか力､,､Lよう

写1冊26丁23．8×16.4cm

［序あり年時序者不明］忍頂寺務写［書

写年不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き23

丁半「春曙軒蔵｣印の写しあり巻末註記に噸

徳堂にて金三十円、大正十四年七月十六日金十

円昭和十三年五月十五日」とあり、務所蔵本の写

しか

(351）本朝色鑑ほ八ちょうしょくかん
写1冊16丁22．8×15.7cm

寛活［ママ］□［墨消し］年目十六月狐ノ日妾

腹産人序（巻末にあり）忍頂寺務写［書写年

不明］

袋綴じブルーブラックのペンにて匡郭界線

なし墨書墨付き15丁半巻末註記に「上方

初期の酒落本なり」とあり藤井紫影所蔵本の写

し

38

(352）短華蘂葉楼曲／実＝教〔音曲手
引草〕たんかずいようろうきよくじつごうきょうおAき
よくて〔膣くさ

写合1冊32丁23．3×16.0cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題嬢なし、標記3点の合写書名のう

ち「音曲手引劇は内題による、他2は表紙写し

による24字×20行の譜瞬用紙（中央下に

「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き29丁

内容は以下の通り

「短華蘂葉」丙午秋序［序者不明］巻末註

記によると、天明六年干体の写し

「楼曲／実＝（言偏十日十糸十糸）教」風騨

房［ふうりぼう］主人序［年時不明］祇園皿水

館の青馴［あおなれ］賊巻末註記によると、寛

政十一年刊本の写し

「音曲手引草」宝寿老人著刊本板元不明

(353）花会憎哉烏かかしMこくやがらす
写1冊49丁23．0×16.0cm

自序［年時序者不明］忍頂寺務写大正十四

年八月写

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書劉寸き47

丁半巻末註記に「年代不明、羊紙本なり。字体

より判断して宝暦頃のものなるべく、其後安永頃

に再板せられたるにや」とあり

(354）新吉原常々草上下合しんよしわらつ
れ封gくぎ易ようI淘すせ

写1冊51丁22.8×15.3cm

磯貝拾若著自序［年時不明］忍頂寺務写

［書写年不明］

袋綴じ25字×24行の茶罫原稿用紙に墨書

墨付き50丁口絵単葉巻末註記によると、上

野図書館所蔵の元禄二年三月刊本の写し表紙は

本文と同じ原稿用紙を用いる後ろ表紙なし

(355）紀子大矢数附録きしおおやかずふるく
写3枚24．2×33.0cm

月松軒紀子著［書写地不明］［書写者不明］

［書写年不明］

20行縦罫紙3枚二つ折りクリップ留め標題

「紀子大矢数延宝六年刊）附録」とあり

(356）島雲漁唱島雲漁唱抄録とううんぎよ

しようとううんぎkし瘤し痘ろく



嵯理書名：島雲漁唱）

写4枚23．6×32.4cm

遠山溝雲如著［書写地不明］［書写者不明］

［書写年不明］

24行縦罫紙佐端に「暖国印)」とあり）に墨

書「島雲漁唱」1枚、「島雲漁昌抄録j3枚（二

つ折り金溜め）「島雲漁唱」末尾に「忍頂寺業」

とあり

(357）適裁三昧ゆうぎざんまい
写1冊74丁23．7×16.2cm

蜀山人著忍頂寺務写昭和十八年四月書字校

合

袋綴じ題嬢なし24字×20行の需締用

紙（中央下に「忍頂寺務」とE眠りあり）に墨書

墨付き72丁半巻頭註記によると、松筵旧蔵・

わたや文”蔵の大田南畝自筆本の写し

(358）色分/傾国乱髪いろわけけいこ<みだれ
力切

写1冊37丁24．0×16.6cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ24字×20行の需騨用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き34

丁半巻末註記に「原本下巻のみ山村文庫蔵本

書は「色里夢想鑑」／貞享四卯年板／に引用せら

る上故、それより以前の出板なるべし」とあり

(359）京大坂茶屋雀／諸分調方記〔色茶

屋藤脾埴國きょうおおさがちややすずめしょわけちようほ

蓋いるちゃやし力みかお

（整理書名：京大坂茶屋雀諸分調方詞

写1冊116丁23.0×15.9cm

いる本や九郎介・もくこうやらん編（｢京大坂茶

屋雀／諸分調方記｣）忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き112

丁巻頭註記「解説」に「元禄十一年三月、萬屋

仁兵衛板元なり、巻首に色茶屋頻早顔と題するも

の、目録一丁、本文廿八丁半を増補して再板なる

旨断り書せり」とあり「色茶屋頻早顔［シカミ

カホ]」（元禄十一年三月刊）を合写

(360）山茶評判／吉原馴山さんちゃひょうばん
よしわらかせん

写1冊46丁23．7×16.1cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題篭なし24字×20行の蓉廉用

紙（中央下に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書

墨付き41丁巻末註記によると、「野間氏写本」

の写し野間光辰写本は、天理綿屋文庫所蔵の延

宝八年刊本を書写したもの

(361）島原／評判やりくり草下しまばらひょ
うI秘"やりくり<さげ

写1冊24丁23．8×16.5cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き23

丁半巻頭註記によると、中村幸彦所蔵の延宝七

年十一月刊本の写し各丁に入紙あり

(362秘伝書吉原あくた川名寄ひでんしょ

よしわらあくたｶｻ章よせ

写1冊ll7丁23．6×16.3cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題嬢なし､標記2点の合写24字×20

行の緑罫原稿用紙（中央下に「忍頂寺務」とE眠り

あり）に墨書墨付き117丁内容は以下の通り

「秘伝書」巻頭註記によると、中村幸彦所蔵

本の写し巻末註記に野間光辰解説の写しあり、

寛文初年頃の刊本とする

「吉原あくた川名寄」あさぢ力源角田川の住

人都鳥箸自序[年時不明］巻頭註記によると、

わたや文庫所蔵の通油町かめや彦右衛門板天和元

年fﾘ本の写し

(363）評判／吉原七福神ひょうばんよしわらし
ちふぐじん

写1冊39丁22．8×15.3cm

鴬躍軒著自序［年時不明］正徳三年春自賊

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ25字×24行の茶罫原稿用紙に墨書

墨付き39丁巻末註記によると、上野図書館所

蔵の正徳三年春刊本の写し表紙は本文と同じ原

稿用紙を用いる後ろ表紙なし

(364）〔吉原よぶこ烏〕色里名所独案内

よ'射つらよぶこどりいろさ錨いしょひとりあ人却,、

写1冊55丁23．6×16.lcm

獅宣画]（｢吉原よぶこ鳥｣）忍頂寺務写謄

写年不明］

袋綴じ題嬢なし、書名は「吉原よぶこ鳥」を

同巻末註記により、「色里名所独案内」は同表紙写

しによった24字×20行の緑罫原稿用紙（中央

下に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き52
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丁「吉原よぶこ鳥」巻末解説㈱外註記）によ

ると、川嶋禾舟所蔵本の写し同角獄に「寛文年

度の出板にして､画は師宣なるべし」とあり「色

里名所独案内」巻末解説では安政三年頃刊とする

(365）吉原一言留獄よしわらいちどんえんだん
写1冊36丁23．0×15.4cm

自序［年時序者不明］忍頂寺務写［書写年

不明］

蝿じ25字×24行の茶罫原稿用紙に墨書

墨付き35丁巻末註記によると、上野図書館所

蔵本の写し巻末註記に「｢日本小説年表」には、

吉原一言艶談、五、元禄年間板、と記せり」とあ

り表紙は本文と同じ原稿用紙を用いる後ろ表

紙なし

(366）吉原三茶三幅一対よしわらさんちゃさん
5質いつつい

写1冊59丁23．9×16.3cm

玉門寺隠居著延宝九年正月玉門寺隠居序忍

頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き57

丁半巻末註記によると、藤井紫影所蔵本の写し

藤井本は延宝九年升屋板（｢酒竹文庫」「触山＝

揚之記」の旧蔵印ありという）

G67)吉原酒てんとうしよしわらLゆてんどうじ
写1冊23丁24．0×16.5cm

貞享三年四月不長徳序忍頂寺務写［書写年

不明］

擁じ表紙なし仮綴じ24字×20行の緑罫

原稿用紙（中央下に「忍頂寺務」と印刷あり）に

墨書墨付き22丁半序と本文の間に白紙楮紙2

枚（単葉）あるも、紙数からは除外した書簡1

通挟み込み（封筒裏に、差出人名「直輸出入商

森西ウイリアムス合資会社｣・住所・潅舌番号を印

刷、中に「吉原酒てんとうし」原本写真4葉あり

（目録･本文一丁表のl葉および挿絵3麹巻

頭註記によると、綿屋文庫所蔵の貞享三年四月刊

本の写し

(368）吉原大豆俵評判よしわらまめだわらひ癌
I錨′

写1冊53丁22．9×15.7cm

不申共御推自序［年時不明］天和三年四月祓

忍頂寺務写昭和七年十二月写

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下
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に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書、一部薄様に

挿絵を模写したものを綴じ合わせる（ノドには別

紙を継ぐ）巻末註記によると、藤井紫影所蔵の

影写本の写し藤井本は天和三年板（平出文庫旧

…註記末尾に｢奥書に日、｢吉原評判大豆俵、

一本、龍屋大人所蔵、杉嵜某ぬし予がためにこれ

をうつし給ひぬ、天保四年己十月十日一校了、江

泥亀寿」いま原本の行方知らず（昭七、十二、二

十三)」とあり

(369）志道軒花鳥歌合色里三十三所息

子I1"Lしどうけんかちぬうたあわせいるざ塗んじゆ
うさんしょむすこじゆA"もい

写合1冊35丁23．6×16.lcm

作者不出来自序[年時不明](｢志道軒花鳥歌合｣）

忍頂寺務写［昭和初期頃写加

袋綴じ題嬢なし､標記2点の合写24字×20

行の緑罫原稿用紙（中央下に「忍頂寺務」と印刷

あり）に墨書墨付き32丁「志道軒花鳥歌合」

原本は、宝暦五年七月菊屋新右衛門板註記によ

ると、タツミヤ書店より三十円で務が購入したも

の「色里三十三所息子順礼｣原本は､板元く泉〉

治兵衛巻末務の解説によると、「東京新誌｣第二

号に覆刻されたものは本書と若干異なり、作者有

賀亭事成、板元和泉屋永吉宮武外骨「アリンス

国語彙」（昭和四年）の引用あり

(370）〔越後<どき〕えちごくどき
写合1冊74丁23．7×16.lcm

忍頂寺務写［昭和初期頃写カリ

袋綴じ題策なし、内容は越後くどきその他の

合写24字×20行の緑罫原稿用紙(中央下に｢忍

頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き64丁半

冒頭、歌謡に関する諸説朧田「近代歌謡集」昭

和四年、三田村「瓦版のはやり唄」大正五年、野

崎左文「かな反古」明治二十八年、高野「日本歌

謡史」大正十五年、藤沢「明治流行歌史」昭和四

年、同「流行唄変遷史」大正五年）を抄録続け

て、務作成と思しき「越後くどき目鋤あり、180

の曲目を掲げる（｢瓦版のはやり唄」「近代擁鐸」

の所載およびlll島禾舟文庫の所蔵に関するメモ含）

詞章の書写ある曲は、「しんはん竹沢くとき」「上

田大屋はしおちくどき上大屋はしやんれぶし

下」「豊□づくしやんれいぶし」「新板品川宿坂

本おきく信之助しんじうぐどき上」「新板筒見新

之介をきくしんじうぐどき下」「色里町中大流行

音曲競しゅんとく丸高安口説やんれぶし」「新板

東海道五十三次恋路くどき上」「武州加須町在上



高柳心中くどき上・下」「高崎訳心中くどき上

・中高崎心中くどき下・下の中」「ち〉ぶ道中

寄居在男ふすま村心中上・下｣「[標題不明]」鴨

巣在寺谷村およし長次心中ゑさおうし上・上ノ

きり寺谷村心ぢうくどき下・下の中」「上州沼

田在金子村かまうでくどき上釜うでくどき

下」絵表紙を丁寧に模写したものと、「刀を持つ

男合掌する女を画く」等と絵組の説明をするもの

とありまた、各末尾ごとに務の註記あり

(371）〔越後<どき〕えちごくと逵
写1冊87丁22．0×15.0cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題霞なし、内容は越後くどきその他の

合写24字×20行の茶罫原稿用紙（コクヨ鋤

にペン書冒頭、「越後くどき第一輯目録」として

26曲（連番:l～20、イーヘ）を掲げ、続けて目

録l～20の各曲につき詞章を書写目録により

その曲名を示せば、「越後地震口説」「日光御社楽

記五しいやんれぷし」「おん獅子がりくどき」「持

丸長者銭屋くどき」「此浦ふれひやうばんくどき」

「豊あし原しら浪くどき」「焼場方角くどきぷし」

「交易くどき」「仮宅やんれぶし」「中国泰平くど

き」「世の中銭くどき」「てうてきたいじくどきぶ

し」「泰平御かぞうくどき」「鹿児島戦争西郷口説

やんれぶし」「大坂新聞」「五月十一日永らんあれ

場新聞｣｢大あれくどき」「これらたいちくどき」「旧

奥州会津領／岩代国ばんだい山並諸国大あれくど

き」「平壌と鴨緑江/大勝利くどき」各末尾ごと

に務の註記ありなお、目録イーへの6曲は詞章

書写なし、「此浦艫平判くどき上」「国定忠次く

どき」「江戸大火ぢしんくどき」「江戸大地震くど

き」「安政六未年七月／関東大水之次第」「鹿児島

太平くどき」務のメモ書き紙片を挟む「写唄」

と記した小紙片を表紙に貼付

(372）道中双六[I動､〕どうちゅうすごろく
写1冊50丁20.6×14.8cm

忍頂寺務写旧召和二十年前後写力1

袋綴じ題篭なし、内容は伊勢音頭をはじめと

する音曲の目録および詞章数種の合写20字×

20行の茶罫原稿用紙（コクヨ鋤にペン書、一丁

目は白紙冒頭の「道中双六」に続けて「霞亭文

庫甘露堂蔵いせおんどふたみまさご｣として137

の曲目を掲げる（務の註記に「総て「日本歌謡集

成」に収録せらるLもの、小虫入にて、特に注意

すべき曲目無し。（十九年四月廿六日所見)」とあ

り）同様に「大阪図書館一五一九九一本藤蔭

文庫蔵印あり」より板本85点、「大阪府立図書館

一五一九九一本」より板本142点・写本26点の

曲目を列記し、「大阪府立図書館一五一九九一本」

のうち写本数点につき詞章を書写､その曲目は｢仕

立帯｣｢下女道具立｣｢大鼻もんそう」「くすりうり」

「下かたひら」「ふたば石」「うた鼻樋「たちはな

もやう」｢墨絵のちらし」「虫つくし」続けて､｢わ

たや文庫石田本二見真砂」（写本3点）より55

曲の目録を掲げる、うち詞章の書写あるは「めっ

た的」｢花の鏡｣「月雪花｣「四季の寿｣｢みた扇｣｢思

ひの鋤「鞭掴「高砂」｢臓橘」「望月中の巻｣「花

つLみ」「鞠「相生友」巻末は、「旧石田文庫／

菊版音豆諜」（安永三年七月写、lⅧより16曲

の目録、うち「追善／蓮の銅のみ詞章書写あり

「享唄」と記した′j紙片挟み込み

(373）はやり音璽浜庫ぶしはやりおんどひょう
ごぶし

写1冊89丁22．4×15.lcm

忍頂寺務写［昭和初単項写加

袋綴じ内容は兵庫ぶしの目録および詞章の合

写24字×20行の茶罫原稿用紙(｢OS原稿用綱）

にペン書、一丁目は表紙壊白綱「兵庫ぶし目

録」（｢昭和六年七月調査」と添え書きあり）とし

て41曲を掲げる同目録の所蔵者項目により、

太田文庫・禾舟文庫・識寸文庫・山村文庫の調査

内容と知れる目録によりその細目を示せば、「石

とう丸なみたの花かこ」「おいそ庄兵衛」「おかる

善七／心中新生霊」「おそめ久松／もやうづくし」

「おつれ吉次郎／うき名の伊達紋」「おのぶ光右衛

門／死出の雛形」「おのぶ光平／名残の神楽」「お

まさ孫三郎／＝（月偏+名）［メイゲツ］血汐胴11」

「おむめ伝次郎／ふたばの紅葉」「か貫のおきく／

いもせの盃」「かしぐ／なごりの捨手つな」「苅萱

道心／桜のゆふく」「紙屋治兵衛わかれの謎」「か

りかね文七」「'j性吉三八百屋お七／恋刷確」「小

性吉三八百屋お七／蓼息女凝飛龍次」「さいのかは

ら」「すみだ川」「清十郎おなつ／ひめぢがさ」「大

やしるよの中かぐら」「田井の畑心中おま学赤ll心／

恋衣名所街［チマタ]」「樽屋おはん」「たんば与作

りんゑのしたひも」「忠兵衛楜II/めいどのひきや

く」「ちとせまんざい」「つ〉井筒二重染」嘩八お

りん／なごりのしをり」「うき世鳥づくし」「南都

十三がね」「七福神大こぐまひ」「三国小女郎／恋

路のう力れ女｣｢山さき謎兵衛J｢山田のつゆ｣｢や

りの権三りんきのあたなみ」「常吉おった／ひよく

の中宿」「こいな半兵衛／もつれのしらいと」「権

六せいしん／浮名」「かさね井づふ」「山崎与次兵

4Z



衛／きやうきの舌!髪」「さいの力斗まら／めいどの花

がさ」「那須与一誉の的」各末尾ごとに務の註記

あり41曲中、末尾の「那須与一誉の的」のみ詞

章書写なし「享嗅」と記した4紙片挟み込み

(374）〔兵庫<どき〕ひょうごくと逵
写1冊42丁23．8×16.2cm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題策なし、内容は兵庫くどきの詞章お

よび目録の合写24字×20行の緑罫原稿用紙(中

央下に｢忍頂寺務｣と日掘りあり）に墨書墨付き36

丁半以下の曲目につき詞章書写あり、「愛護稚名

歌勝関ひやうごくどきはやりおんど枕づくし」

「阿波の十郎兵衛新ばんはやりおんどくまの

ふし」「おそめ久松末尽し上・下」「ﾉl野の道風

／筆づくし新板はやりおんどひやうごくどき」

「金屋金五郎」「源平布引瀧くまのふし」「藤八お

りん／名残落［しほり］ひらかな六くだりは

やりをんど兵庫ぶし」「日高川入相花王［さくら］

／さくら尽新はんはやりおんどひやうごくど

きくまのふし」「人の名のつく／見立づくし新板

ひやうごくどき」｢大津絵｢人の名のつく物｣」｢大

津絵「人でない名づくし｣」「文詞かくしづくし

大あたりひやうごくどきくまのぶし」「孫三お早／

間男吉之丞」各曲末尾に務の註記あり巻末に

「兵庫くどき目録」あり、ただし「本目録は山村

太郎氏作成のものに些か補遺したる」ものという

務による分類と目録掲載数を示せば肺の名を

記さぬもの｣33曲、嚥野節｣67曲、「甚九節」16

曲、「早口うたせ」18曲、「兵庫節」32曲「写

唄」と記した小紙片を表紙に貼付

(375）〔都踊りくどき〕みやこおどり〈と逵
写1冊65丁23．7×16.lcm

忍頂寺務写［昭和初期頃写カリ

袋綴じ題嬢なし、内容は都踊りくどきの目録

および詞章その他の合写24字×20行の緑罫原

稿用紙（中央下に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨

書冒頭に、蜀山人「遊戯三昧」からの引用あり

「右者京都都躍寄にて」云々続けて邸踊りく

どき目録」あり（｢日本歌謡集成」「近代歌謡集」

への収録の有無が記入されている)､103曲うち、

詞章の書写あるものは、「くるわ色ざとはやりうた

御ぞんじのかのお徳女が／＼はれはさのまへを

まくりてゆびさしてよいやらなぶし」「色里まち

中はやり奇しんばんかすかにきこへますはい

な夫はゑびすのことじやいなぷし」「くるわ色ざ

とはやりうた恋による宇治八けいちやつみ奇」

42

｢ほんぶくさうし竹本筑後ぶし有馬湯土産｣｢有

馬名所歌」「新板宮崎おんど宮島八景」「新板く

どきおんど広島名所めぐり八景心願成就し

んもんく入」「どふなりとなろぞいふ節」「世の中

豊年いさみふし｣｢男女じよさいなし一つせぶし」

「ないものづくし上」「ものづくし下」「新板

ないものづくし上｣｢しん板ないものづくし下」

「役者／ほめことば新板」「ひらかな役者／ほ

め詞宮づくし拳つくし雲づくし」「むしづくし

ありま名所づくし江戸町づくし新板ほめ詞」「新

板いろはづくし髪づくし六歌仙十二のゑとづくし

役者ほめこと函「三ヶ之津当世役者顔見世御

祝儀／ほめこと國哨合中安全船玉大明神さん

け；/、」ほぼ各曲ごとに務の註記あり

(376）律呂／三十炉麓の塵りつりよさんじゆ
うろくせいふ生とのちり

写1冊22丁23．4×16.lcm

享保十七年三月泉南興津浜樵夫序享保十七年

三月佐野興津浜農父賊忍頂寺務写［書写年不

明］

袋綴じ題篭なし24字×20行の緑罫原稿用

紙（中央下に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書

原本は享保十八年五月出雲寺和泉橡版務の巻末

解説によると、本書は「半紙本五冊［中略］三絃

の謡本にて、野崎検校の弟子信市の採譜せる長歌

十五章を掲ぐ」小紙片挟み込みあり、三絃の謡

本・手引書等を列記した務の書込あり、記載書名

は「大ぬさ」「糸竹初心集」「三味線手引草」「浄瑠

璃三味線／ひとり稽古」「三味線問答」「三絃考」

および本書「律呂三十六声麓の園

(377）陰名考いんめいこう
写1冊32丁22．6×15.4cm

松岡調著明治十七年九月堀秀成序明治十八

年二月水郷召彦賊忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題篭なし、書名は内題による24字×

20行の緑罫原稿用紙に墨書最終丁のみ原稿用紙

ではなく縦罫紙(｢SHIRAUME」と下部に印刷あ

り）を使用し、別筆にて著者松岡・序者堀・賊者

水野のﾉl伝を記す

(378）延舅諦呈えんじゆきよう
写1冊73丁23.1×16.0cm

双梅景編戊辰春日訳者序［訳者不明］忍頂

寺務写［昭和初年頃写加

序（｢戊辰春日訳者調、昭和三年鋤によると、

本書は「素女縄「玉房秘訣」「洞玄子」を訳した



もの筆写本文と各丁数は以下の通り､｢素女経l21

丁半、「玉房秘訣」13丁、「玉房指劉3丁、「洞玄

子」ll丁半続けて、中野江漢「回春秘話」（昭

和五年）中の「秘経篇」の引用が2丁、「四十八手

図解｣21丁が合写されている

(379紙衣膳万里砂[I動､〕しえとうば
んりのすな

写1冊64丁24．3×l7.2cm

虎関和尚述（｢紙衣糊）［嘉暦二年九月頃伺圃

（｢紙衣勝｣）忍頂寺務［ほ加写［書写年不

明］

袋綴じ題嬢なし、書名は内題による楮紙に

墨書瑠寸き59丁一部、別筆を含む標記2

点以外に、「1鐸説｣（紫野巨＝（玄+少)子編)、｢近

衛前関白太閤掩土語」（大徳大心統和尚)、「大智院

三七日枯香｣㈱ll和尚)、｢大通和尚入定枯香法調

（明之)、「普広院殿三十三回忌幽奎」（月和和尚)、

「大光国師百年忌魍勤（大愚性智和尚)、〔万里砂

抄書に関する三田村鳶魚の書簡〕、「大輝和尚賜号

調経回向｣、「東照宮一百年忌回向文｣、「花園太上

法皇安座点眼ﾉ偶」鮭南和尚)、「宗利西堂微笑庵

敷地之証伏｣､｢正法山妙心禅寺法堂立柱上梁棟銘｣、

「浴鐘銘浴室前ノ鐘楼｣、「関山国師別伝｣、「大

灯典関山印状｣、「高梨氏系譜｣、「祥雲院殿玉巌麟

公葬礼仏事記摂政関白若君様仏事次第｣、「祥雲

院殿玉顔麟公｣、「尚宗宝剣｣、「絶同榊而女子下火

住妙心寺徳雲陶を合写巻末に長福寺開山大

瞳国師につき聴窓自調からの引用あり

(38①壬申掌記じ人ﾙんしょうき
写1冊85丁20．5×14.8cm

蜀山人著忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題霞なし20字×20行の茶罫原稿用

紙（コクヨ製）にペン書、白紙半丁巻頭註記に

よると、天理図書館所蔵の蜀山人自筆本の写し

「文化九年中の随筆」とあり

(381）酔間漫語書懐青楼年歴考すい

かんまんごしょかいせいろ列3Aｵ鱈こう

写1冊106丁23.2×16.0cm

曲亭馬琴著（｢酔間漫詞）忍頂寺務写［大

正後期以降写］

袋綴じ題篭なし、書名は内題による24字×

20行の緑罫原稿用紙（中央下に「忍頂寺務」と印

刷あり）に墨書墨付き103丁「青楼年歴考」

巻末註記に「大正九年二月初六鳶」とあり、三

田村鳶魚写本からの写し巻末に務作成の索引あ

り

(382）洞房古鑑どうぼうこかん
写2冊247丁23．3×16.lcm

竹島仁左衛門春延著忍頂寺務写昭和十一年

八月写了

袋綴じ題篭なし、書名は内題による24字×

20行の緑罫原稿用紙（中央下に「忍頂寺務」と印

刷に墨書墨付き239丁初冊（巻－39丁・

巻二29丁・巻三32丁・巻四20丁)、第二冊倦

五19丁・巻六32丁・巻七22丁・巻八23丁）

巻末言福己に、「昭和十一年八月十五日右書を鳶魚老

人ヨリ痢昔して謄写し終る静村」とあり、三田

村鳶魚写本の写し鳶魚写本は大正八年十月二日

に写されたもので「豊芥子力Y可竹黙阿弥に譲れる

を繁俊氏より借受けて謄上せしなり」とある巻

末註記の後に務作成の索引3丁､竹島家過去帳抜

書･墓域見取図ほ力計20丁あり

(38帥万勘定帳当座用事控日用留よ

るずかんじようちょうとうざようじひかえl毛ようどめ

写1冊95丁23．0×15.9cm

大和屋五郎兵衛著（｢当座用事控｣）川勝渡著

（｢日用留｣）忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ題篭なし、書名はいずれも表紙写しに

よる24字×20行の緑罫原稿用紙(中央下に｢忍

頂寺務」とE眠りあり）に墨書墨付き91丁「万

勘宕脹」巻涛主記に、「宝暦-トー年一月より天保八

年に至る、七十七年間三代相続の記録なり。今そ

の一部、主として米、酒、其他物価に関する点を

1ﾘ録す6」とあり「当座用事麹巻頭註記に、「玉

造辺の酒商人、大和屋五郎兵衛の手控えなるが如

し、寛政十一年八月より文久に至り、筆者三度ほ

ど代れり」とあり「日用留」巻頭註記に、「播磨

佐用郡＝（谷+長［？]）村の陣屋に勤役の川勝渡

と云ふ人の文久三癸亥年正月より今四年四月十六

日まで記さる・今その一部を抄録するもの也」と

あり、日記抄録

(384）煮売株永代日記煮売株判形帳

〔ほか〕にうりかぶえいたいにつきにうりかぶはんぎよ
うちょう

写1冊57丁23．8×16.Ocm

忍頂寺務写［書写年不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書墨付き54

丁標記の2点に、以下の2点を合写

〔本朝鼻くらべ〕自序［年時不明］巻末註
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記に「作者大文舎貯茶判者一部堂申増安永

四年未早調とあり

〔水の富貴寄下之巻〕巻末註記に「安永七

年戌正月吉日日本真中住人橘井［キツイ］栄

助梓」とあり

(385）〔大黒屋関係文書〕趣､こくやかんけいも
んじよ

写3枚23．5×31.8cm

忍頂寺務写［書写年不明］

l2行の青罫紙にペン書「神戸市学［ママ］大

学師罰とタイトル下に添書あり

(386）〔両替町他絵図一括〕りょうがえまちほか
えずいつかつ

（整理書名：[両替町地図]）

写9枚

忍頂寺務写鱈写年不明］

ペン書絵図9枚内容は以下の通り

「(三）常家要用点集ノ内樹農鼬銅御役筋全図」

1枚39．8×27.5cm

「(五｡"BT翻確図明治閥維新引渡し申陶

1枚39．9×27.6cm

「(五三）文化十酉年-トー月中錨後之御普請御

i勤絵図面」1枚40．0×27.8cm

「(五四）新両蔀丁二丁目三十間堀二丁目繩MEf

絵図面元治元年子五月清書」3枚40．0×

27.5cm

「(五四）新両替町二丁目三十間堀二丁目餌蠅斬

絵図面元治元年子五月清書」1枚55．6×

27.5cm

「(垂)常是"T図面時代場所不詳」1枚39．8

×27.6cm

「(五五ノー）常是銅T図面時代場所不調1

枚39．7×27.7cm

5．2原稿・草稿・ノート類

(387）近代融儲苧苓説き人"劃,､かようこうせつ
写135枚

忍頂寺務自筆昭和二十二年三月鳶魚生序・昭

和二十二年三月静村自序［昭和初期］

数種類の原稿用紙に墨書、反古原稿用紙の裏紙

数枚使用冒頭には三田村鳶魚の序（筆跡は務）

と自序を伴う原稿用紙は二つ折り、内容のまと

まりごとに右肩をこよりで綴じたものが12束計
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135枚､雑誌掲載論文の切抜14頁（活字日掘りに

務の訂正入り)、兵庫ロ説資料1枚挟み込みあり

原稿は、新聞紙で包んだ上から紐をかけ紙箱の中

に保存されており、新聞紙には「原稿在中近代

歌謡考説昭和二十八年十月十八日調」と墨書あ

り（他筆）原稿一括りには「忍頂寺先生序文」

と表書きされた軍肇弱喉劉筒が添えられ、中に20

字×20行の茶罫原稿用紙2枚あり、務筆にて自

序1枚半（日付は「昭和二十二年月｣、月数は空

白)、残り200字の余白には本書の概要と見込み

頁数等（｢計三十篇、三百頁程、菊判｣）を記す

「近代歌謡考説」本文とともに綴じられた自序と

比較すると、文章の異同あり

【図掘】参照

(388）〔自筆鞘〕じひつそうこう
写78枚

忍頂寺務自筆［年時不明］

数種類の原稿用紙に墨書､反古原稿用紙の裏紙

数枚使用原稿用紙は二つ折り、内容のまとまり

ごとに右肩をこよりで綴じたものが7束計78枚

内訳は、堵I踊くどきに就て」15枚、「あほだら

繩6枚､聯々一節余録｣8枚､聯々一節文献ll6

枚、「さんけ；/、｣6枚、「伊勢音頭の曲名」17枚、

「兵庫口説余録」lO枚雑誌掲載論文の原稿含む

閤蝿くどきに就て」には、「一、都おどりくど

き六二七年六月山村太郎氏貸与」と記した荷

札状の紙片力括り付けられている

(389）延寿情話／北州考証えんじゆせいわほ
<Lゅうこうし痘

写1冊89丁25.1×17.4cm

忍頂寺務自筆大正十年十一月稿成

袋綴じ題篭右下に「1」と連番あり内容は

務編輯の雑誌｢延寿情話」の原稿か24字×20

行の青罫原稿用紙（長沢製）にペン書内題次行

の筆名「泰興舎主人編」後ろ表紙見返しに「大

正拾年拾壱月拾敵日稿成る」の識語あり綴じ込

み資料l点什返舎一九画の挿陰鍵勘あり挟

み込み資料3点あり、「HokushuSennenno

Kotobuki」の詞章をローマ字表記にし英語対訳を

付したタイプ濡（3鶏、メモ書き紙片（2葉)、

メモ書き紙片G葉の表裏両面に記入）

(390）延寿情話／吉原雀と槐侭師えんじゅ
せしわよLわらすづ勅とかいらいし

“書名：延寿情話吉原雀；延寿糯舌偲偲
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写1冊100丁25．3×17.4cm

忍頂寺務自筆大正十年十一月成

袋綴じ題篭右下に「3」と連番あり内容は

｢延寿情話／吉原雀｣51丁､｢X嶬清話／槐織m49

丁の合写24字×20行の青罫原稿用紙辰沢鋤

にペン書内題次行の筆名「泰興和尚編述」後

ろ表紙見返しに「大正拾年拾壱月威拾壱日成」の

識語あり挟み込み資料あり、「梅の春｣の書影と

メモ書き紙片（各l調

(391）高鴎たかおこう
写1冊53丁25.l×l7.4cm

忍頂寺務自筆大正十年十一月成

袋綴じ24字×20行の青罫原稿用紙（神戸高

商消費組合特製および長沢製）にペン書、反古原

稿用紙の裏紙数枚使用、巻末7丁白紙後ろ表紙

見返しに「大正拾年拾壱月廿六日成」の識語あり

未投函ハガキ3葉挟み込み、うち2葉は二代目

高尾にまつわる絵ハガキでl調こ務のメモ書きあ

り、絵ハガキではない1葉にも務のメモあり

(392）延寿情話/種購えんuわせいわ剴gま
きこう

写1冊49丁25．5×17.4cm

忍頂寺務自筆大正十年十二月成

袋綴じ題篭右下に「5」と連番あり24字×

20行の青罫原稿用紙（長沢製）にペン書､反古原

稿用紙の裏紙数枚使用、冒頭と末尾に計5丁白紙

あり内題次行の筆名「泰興舎主人編述」後ろ

表紙見返しに「大正拾年拾威月壱日成」の識語あ

り

(393）延寿情話／保名狂乱考附清元沿革

え人尤ゆせいわやす桧ようらAこうつけたりきよそとえ人油、

〈

写1冊81丁25.6×17.4cm

忍頂寺務自筆大正十年十二月成

袋綴じ題篭右下に「6」と連番あり24字×

20行の青罫原稿用紙(長沢製）にペン書内題次

行の筆名「泰興主人編迦内容は、白紙2丁あ

って「延寿情調と内題あり「清元沿革概論」「冨

本延寿斎」および初代～五代延寿太夫の4伝（以

上42丁)、「七変化の内安名物狂ひ/深山桜及兼樹

掴36丁、白紙1丁本文中に歌舞伎雑誌の口絵

と思しきグラビア貼付あり、書込により大正十二

年の帝国劇場三月狂言における六代目尾上菊五郎

の安倍保名ほかであることがわかるまた、務宛

黒木勘蔵書簡1点倒筒l、便菱2初を貼付

後ろ表紙見返しに「大正十年十二月六日成る全

十一日増補」の蛎吾あり

(394）延寿情話／六歌仙考えんじゆせいわろ
っかせAこう

写1冊84丁25．5×17.Scm

忍頂寺務自筆大正十一年一月稿成

袋綴じ題篭右下に「7．8.」と連番あり24

字×20行の青罫原稿用紙（長沢製）にペン書、

反古原稿用紙の裏紙数枚使用内題次行の筆名｢泰

興和尚編ｵﾐ」内容は、白紙2丁あって「六謝山

の内／文屋の康秀｣33丁、白紙2丁、「六歌仙之

内／喜撰法師47丁本文中に歌舞伎雑誌の口絵

と思しきグラビア2剰占付あり、書込により大正

十四年の歌舞伎座八月狂言の文屋康秀ほかである

ことがわかるもう2点、「浪華名物住吉踊復興由

来」（活字印刷された紙片、「大正十一年四月楽

正会々長扇野菊松」とあり）および楽正会発行

の絵ハガキ（住吉踊りの写真）を貼付後ろ表紙

見返しに「大正十一年一月七日稿成」の識語あり

(395）延寿情話／三社と神田祭えんじゆせい
ｵ港んじゃ劫､んだまつり

写1冊86丁25．4×17.8cm

忍頂寺務自筆大正十一年三月稿成

袋綴じ題策右下に「9．10」と連番あり24

字×20行の青罫原稿用紙（井上同堀卿印行）に

ペン書内題次行の筆名「泰興和尚迦内容は、

「ﾇ礒艤舌／三社と神田祭｣33丁、白紙2丁、「〆

能色相図」50丁、白紙1丁また、冒頭に「弥生

の花浅草祭｣における善玉・悪玉の画値師不明)、

歌舞伎雑誌の口絵と思しきグラビアl葉挟み込み

あり、市村座十月狂言（弔痔不明）「伊毒尽忠

鋼の-餉本文中に書簡3点(飯島保作(花月）

封書1通・同ハガキ1葉、町田博三封書1週お

よび新聞切り抜き(大正十四年五月二十一日付｢音

楽新聞」掲載、町田博三「神田祭（清元)｣）貼付

あり後ろ表紙見返しに「大正十一年三月五日稿

成る」の識語あり

(39①延寿情話／お蔭参りと待人えんじゆせ
いわおかげまいりとまちびと

写1冊60丁25．2×17.6cm

忍頂寺務自筆大正十一年六月稿成

袋綴じ題篭右下に「17．18」と連番あり

24字×20行の青罫原稿用紙（神戸高商消費組

合特製）にペン書内容は、「道行旅路嫁入」27

丁、「色山角騨川」33丁中尾方一封書1通挟み

45



込みあり

五日稿成

語あり

後ろ表紙見返しに「大正十一年六月廿

秩父宮宣下の日於勝山通寓居」の識

(397）小糸蝶合盃こいととのりあいさかす壱
写1冊76丁25．0×l7.6cm

忍頂寺務自筆大正十一年七月稿成

袋綴じ題霞右下に「21．22」と連番あり

24字×20行の青罫原稿用紙（ﾈ炉高商消費組

合特卿にペン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は､「二世契縁綬糸｣39丁､｢菊寿乗合盃｣37

~]‐後ろ表紙見返しに「大正十一年七月十四日稿

成」の瀧吾あり務のメモ挟み込み(UII崎今井合

資会社」の罫紙3櫛

(398）小さんとお三こさんと鑓ん
写1冊68丁25．0×17.4cm

忍頂寺務自筆大正十一年九月稿成

袋綴じ題篭右下に「27．28」と連番あり

24字×20行の青罫原稿用紙（神戸高商消費組

合特製）にペン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は、「浮名の立額｣34丁、「おさん茂兵衛／

由縁の暦歌」34丁後ろ表紙見返しに「大正十一

年九月廿日稿成」の識語あり務のメモ挟み込み

（コクヨ製原稿用紙半鋤

(399扇屋夕霧二曲おうぎ料ゆうぎりにきよく
写1冊69丁24．8×17.3cm

忍頂寺務自筆大正十一年-卜月稿成

袋綴じ題篭右下に「29．30」と連番あり

24字×20行の青罫原稿用紙紳戸高商消費組

合特製）にペン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は、「夕ぎり伊左衛門／春夜障子梅｣42丁、

「道行菜種裳｣27丁後ろ表紙見返しに「大正十

一年十月一日稿成」の読吾あり

(400）〔自筆草稿〕じひつそうこう
写1冊24丁25.l×17.8cm

忍頂寺務自筆［頃1寺不明］

袋綴じなるも、綴じ糸を失い乱丁題篭剥落

内題､読吾なし24字×20行の青罫原稿用紙榊

戸高商消費組合特製）にペン書冒頭「今は草双

紙と云へば、合巻の小説本のことで有るが･･･」

宮薗節に関する内容を含む務のメモ2葉（朱罫

の用例カード1枚、務令嬢麗子の結婚および新居

の挨拶ハガキl葉の表を使用）挟み込み

(401）〔自筆草稿〕じひつそうこう
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写3点

忍頂寺務［ほ湖自筆［昭和初年］

袋綴じ原稿は数種類の原稿用紙にペン書、内

容のまとまりごとにこよりで仮綴じあるいはクリ

ップ留めされたものが3点内容は以下の通り

「初代団十郎殺」lO丁二つ折り忍頂寺務

筆

「古長弁護士ヨリ申込ノ書目」9枚筆者不

明一部裏書きあり特殊郵便物受領証（差出人

：務、受取人：三田村憲魚）挟み込み

「えびや甚九（網干蔀卸〔ほ”」23丁

筆者不明また、「再移居記」011島禾舟筆)、「狐

塚」（務筆)、〔清元英訳〕（4曲、タイプ原稿）を

綴じ合わせる「狐塚｣には､独訳の日堀峨fIDer

Fuchshuegel''8頁）挟み込む、務が神戸高等商

業学校在学中（明治四十一年）のドイツ語授業に

おける共同訳という

(402）〔自筆草稿〕じひつそうこう
写3点

忍頂寺務［ほ湖自筆［年時不明］

内容：

〔系図]17枚22.l×28.5cm忍頂寺務筆

〔文姫愛子]1枚24.5×23.7cm筆者不

明

〔目録訪書龍剥2丁20字×20行の緑

罫原稿用紙二つ折り忍頂寺務筆

(403）〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの一と
写1冊ll3丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［大正九年～昭和六年頃］

袋綴じ数種類の原稿用紙にペン書、反古原稿

用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、「万千代」

以下「大文字屋誰袖」まで計22名の人物考証を

収載各章ごとに勢嘩年時が付され、大正九年十

二月六日より昭和六年四月二十五日に至る新聞

の切り抜き記事数葉を貼り込む

u04）〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの－と
写1冊104丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［大正九年～十年頃］

袋綴じ数種類の原稿用紙にペン書、反古原稿

用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、「家風｣以

下「白蓮夫人」まで計23の事物考証を収載各

章ごとに執筆年時が付され、大正九年十二月晦日

より大正十年十月二十五日に至る巻末に大正十

一年五月二十一日追記あり新聞の切り抜き記事

数葉を貼り込む



(40①〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの-と
写1冊109丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［大正十年～昭和四甲司

袋綴じ数種類の原稿用紙にペン書、反古原稿

用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、「新潟後の

月見」以下「古市細見「花の栞｣」まで計24の遊

里・細見に関する論考を収載各章ごとに執筆年

時が付され、大正1年三月二十八日より昭和四年

七月二十八日に至る巻末に昭和六年五月喋古］

掲載の薮重孝論を引く、また、天理図書館へ売却

した静村文庫本一覧あり（昭和二十一年六月の日

付）

(406）〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの-と
写1冊103丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［大正十年～昭和六年圃

袋綴じ数種類の原稿用紙にベン書、反古原稿

用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、「吉原細見

の詞以下「色里夢想鏡」まで計26の遊里・細

見に関する論考を収載各章ごとに執筆年時が付

され、大正十年十一月三日より昭和六年五月十日

に至る「吉原:押郷登里」の書影3葉（表紙と

序）を貼付

(407）〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの--と
写1冊104丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［昭和六年～十年圓

袋綴じ24字×20行の茶罫原稿用紙（コクヨ

鋤にペン書巻頭に目録あり、「曽根崎新地以

下「吉原呼子鳥」まで計23の遊里・細見に関す

る論考を収載各章ごとに執筆年時が付され、昭

和六年五月十日より昭和十年七月一日に至る

(408）〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの-と
写1冊lOl丁21.5×14.7cm

忍頂寺務自筆［昭和九年～十一年頃］

袋綴じ24字×20行の茶罫原稿用紙（コクヨ

鋤にペン書巻頭に目録あり、「天理図書館の細

見」以下「冨士の袖」まで計23の遊里・細見に

関する論考を収載各章ごとに執筆年時が付され、

昭和九年十月一日より昭和十一年九月十日に至る

(40帥〔自筆ﾉー ﾄ〕じひつの一と
写53枚

忍頂寺務自筆［昭和二十二～二十五年頃］

二つ折り未製本数種類の原稿用紙にペン書、

反古原稿用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、

「傾城奉公人請状」以下「江戸女居所」まで計5

項目、ただし草稿本文には目録不載の論考も含む

各本文に付された年時により、昭和二十二年三

月二十七日より昭和二十五年十月二十七日に至る

間の執筆と思われる

僻1①潮来文献LVここぶんけん
写1冊176丁23.2×16.0cm

忍頂寺務自筆［年時不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書内容は、潮

来節に関する文献の抄出に務の考察を交えたもの

で、詞章の書写も多数含む以下、表紙写しを伴

う書写曲目のみ列記すると、「笑本板古猫［ゑほん

いたこのねこ]」「字余おくらいたこぶし上」「字

あまりおくらいたこぶし下」Fせたいどふ／，、

くわらくたもんくいたこぶし上」「道具つくしい

たこ下］「新もん句いろは四十八文字吉原い

たこぶし」「里がゑり吉原いたこ上」「さとがへ

りよし原いたこ下」「朝帰見送りいたこ上二

上り」「あさがへりみをくりいたこ下」「船さわ

ぎくぜりいたこ上・下」「ふ”||くせりいたこ

上・下」「しん板浮世字あまりいたこ上」「しん

字あまりうきよいたこ下」「ふんせい六未年江

戸いたこほん」「深川永代橋いたこぶし上」「深

川大さわぎいたこぶし下」「吉原大門口いたこぶ

し上」「吉原五ちやう町いたこぶし下」「本ち

やうし二上り三下り吉原夜の錦いたこぶし上」

「新はん近江八けいかんがへ物いたこ上」「あふ

み八景かんがへ物いたこ下」「じあまりいたこ」

「しんもんくいたこじあまり下」嗣章省略）「吉

原五丁町五色潮来上・下」「鍋ll五しき潮来ふし

上」「ふ”ll五色いたこふし下」「色ざと町中

はやり奇いせのよふだ新はん／いたこふし」「晒

言［しゃれ］競深川潮来上」「し獄1ﾉくらべふか

川いたこ下」なお、「江戸いたこほん」は、務

の巻頭註記によると川嶋禾舟蔵本の写しで、「半紙

型写本一冊、紙数表紙とも十二枚」にて「潮来唄

五十九章を収録Jという巻末に｢瓦版のいたこ」

として、29の曲目と各収録章数を列記、また「文

献志林｣(昭和四年第二輯・五年第三輯・同第四輯）

掲載論より21の曲目を掲くﾞ

(411）仁寿山鮫文献じんじゆさんこうぶんけん
写1冊44丁23．8×16.3cm

忍頂寺務自筆［年時不明］

袋綴じ24字×20行の緑罫原稿用紙（中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり）に墨書内容は、仁
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寿山校に関する各種文献からの抄出巻頭に鹿田

静七所蔵の「仁寿山潤印を捺す

(412）貨幣雑記かへいざつき
写1冊95丁22．8×15.3cm

忍頂寺務自筆［雫I寺不明］

袋綴じ数種類の原稿用紙に墨書、反古原稿用

紙の裏紙数枚使用、白紙あり内容は、貨幣に関

する各種文献からの抄出記録表紙見返し・後ろ

表紙見返しに務の筆にて詞章の引用あり、前者に

は「享和三年冬勝岡同好上書」とあり

(413）〔貨幣関係資料〕かへいかんけいしりょう
写2冊167丁22.7×15.3cm

遠藤佐々喜纂録鳶魚増補大正六年夏の末鳶

魚学究序忍頂寺務写［銅1寺不明］

袋綴じ数種類の原稿用紙に墨書、反古原稿用

紙の裏紙数枚使用､白紙あり鳶魚序によると､｢三

井編輯所蔵［マ、］の文書により遠藤佐々喜氏の

纂録」になるものを、鳶魚が増補し冊子にした江

戸時代の相場年表内容は、慶長十一年より明治

二年に至る初冊見返しに務のメモ書あり仏を

描いた紙片1枚（落款「-卜放（描恥」・朱印2頚

「白木明山」「善艸｣）挟み込みあり

(414）〔忍激和尚関係資料目鋪にんちようお
LようかんけいしりょうtKろく

写3枚25．6×18.2cm

忍頂寺務自筆［銅時不明］

こよりで－箇所を綴じる25字×20行（両面

印刷・片面10行）の茶罫原稿用紙凉都／大学

高専／学用品調整協会選定、コクヨ製）にペン書

5．3その他

(41句〔高商卒業論文｢航路変更｣〕こうしよう
そつぎようろんぶんこうろへんこう

写6束

忍頂寺務自筆［明治四十一年頃］

保存用の袋に｢一九○八年高商卒業論文航

路変更」の原稿也」と、務による表書きあり内

容は、二種類の罫紙(21.7×34.4cm、31.lX

42.2cm各々横二つ折りで使用）計34枚にペン

書された卒業論文草稿白紙頁あり全体的に酸

性劣化が進んでいる
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仏16）立剣紀行りつけんきこう
写1冊30丁22．4×15.lcm

忍頂寺務自筆［大正十三年七月園

袋綴じ題篭に「大正十三年七月」とあり20

字×20行の茶罫原稿用紙にペン書内容は、大

正十三年七月十四日より二十七日におよぶ立山登

山の記辰野県北安曇郡地図」価3.3×45.3cm

大正十一年五月信濃教育会北安曇部会編輯兼

発行)、絵ハガキ1葉、「立山登山案内図」（53.9

x38.9cm出版年・出版者等不明）を貼付巻

末に「登山費用」として諸経費の一覧表あり

(417）〔英語←ﾄ〕えいどの一と
写2冊20．2×15.8cm

忍頂寺務自筆［昭和初年］

桜罫23行の4穴ルーズリーフ2冊計284枚儲

一冊193枚､第二冊91梯、ペン書(裏は全て白

綱各記事の一行目に地名と日付が記され、日

次記の体裁をとる一冊目は「LondonlstApril
1932」より「London22ndDecl933」に至る

二冊目はIHamburgl6thFebl933｣より｢London
6thDecemberl934」に至るも、一部、日付が錯

綜する筐所あり上記以外の地名は､Tokyo,New
Yorkなど中扉頁あり「l933Mandarin

Oranges.1-150akBoards,Squares&Logs.l-

79」と書され、以下、昭和八年度の二品目輸入に

関わる託録を頁付にて個別露する2冊ともに

仕切状など挟み込みあり昭和七～九年における

商用の言蕊か

(418）〔日記(昭和十八年･十九年)〕につきし
罰つじゆうI蛇ねんじゆうqgん

写1冊24丁18.7×12.5cm

忍頂寺務自筆［昭和十八年十月～十九年十二

月］

袋綴じ朱の縦罫紙に墨書内容は、昭和十八

年十月三十日より昭和十九年十二月五日に至る日

記11丁、白紙9丁半､備忘録3丁半B翫叶九

年六月分までは、各月末に当月書写の資料一覧お

よび京都行きの日数が記される日記中には三田

村鳶魚・中村幸彦の名が頻出務のメモ書き2枚

（蹄用紙1枚、来信の封筒を開いたものl樋

および沢口泰憲の名刺、挾み込み

(419〔手帳(昭和二十二年度)〕てちようしょう
わにじゆうにねんど

写1冊120頁12.1×8.5cm

忍頂寺務自筆［昭和二十二年～二十四年園



市販の青罫スケジュール手帳「昭和22年度

能率尹脹」（大阪能率研究会編）に墨筆・ペン・鉛

筆にて記入数頁白紙あり印刷された罫線や日

付に関係なく一日一行程度の分量で、その日の出

来事が略記されている（記入のない日もあり）

日付は、昭和二十二年一月より昭和二十四年三月

に至る巻末に住所録等あり、数年間メモ帳とし

て携帯していたものか表紙見返し・後ろ表紙見

返しに書入あり

(42①〔ﾒﾓ〕めも
写3点

忍頂寺務自筆［年時不明］

内容：

20字詰め原稿用紙を8行分の幅に鏡断しこより

で綴じたものに、五十音順の用語索引を墨書した

草稿42枚十後ろ表紙

藁半紙駒18.0×13.5cm)に鉛筆書・ペン書

メモ類14枚

横罫ノートCO.2×15.9cm)にペン書メモ1

枚

(421）〔江戸語彙用例カード〕えどごいようれい
か－ど

（窪書名：[用例カード]）

写4冊12.7×17.3cm

忍頂寺務自筆［年時不明］

4冊は各々、カードと同寸に裁断したボール紙

製の表紙・後ろ表紙を付して仮綴じうち3冊に

は表紙に「江戸語彙」とあり、初冊アーカ（見出

し語「あい」～「こんくらばあ｣)、第二冊サータ

（見出し語「さし」～「とんぼがへり｣)、第三冊

ナーラ俔出し語｢守K癖」「なをし肴］～唐1床」

「古金｣）の江戸語彙用例をほぼ五十音順に出典と

ともに記す標題のない第四冊は、歌謡関係・貨

幣関係・他に仕分けされ各分類内で五十部l頂に並

べて綴じられている4冊計約2,900枚のカード

は、全て朱罫驍罫）両面E眠り、表面は2行取り

枡目なしの見出し語欄と10字×8行の枡目、裏

面はl0字×10行の枡目からなり、表左下に「忍

頂寺」と印刷ある私製・同一規格を使用一つの

見出し語こつき2枚にわたるカードあり、また、

同一見出しで別立てのカード複数枚あり第三冊

にメモ紙片（騨用細挟み込みあり

6書簡

(422）〔忍頂寺務宛書簡〕にんじようじつ

とむあてしょかん

写1366点

封書およびハガキ内容の詳細は月I隅

7雑

7．1展観目録

(423）石谷柑圃画大谷繧石句／合作展覧
会目録いしたにかんI動《お揃苣にじようせき<がつさ<て
んらんかいﾓろく

刊1冊44頁22．2×15.5cm

肱島］［中国新聞社］［昭和七年九月］

奥付なし正誤表紙片あり会期：昭和七年九

月二十四、二十五日会場：広島市研屋町立石商

店新屋舎勘坂年は会期による

(424）医史展覧会陳列品目録いしてんらんか
いちんれつひんtくろく

刊1冊14頁22.0×15.0cm

［大隅日本医史学会水曜会（主{勘中山

文ｲ配f"JT(後援)[昭和五年三月］

奥付なし後ろ表紙なし棒目録第八回日本

医学会大阪開催を機に展覧された陳列品目録会

期：昭和五年四月一日～四日会場：大阪市北区

堂島ビルヂング中山文化研究所講堂内見日：三

月三十一日出版年は内見日（藍印）による

(42a江戸の文化と民衆／展覧会解説目録

えどのぶんか出んしゆうてんらんかいかいせつもくろく

刊1冊80頁18.1×12.6cm

国立図書館編昭和二十三年十一月自序東

京］国立図書館･朝日新聞社(共催）ほか’

奥付なし務の書入あり（後ろ表綱

(426）葛城高貴寺所蔵慈雲尊者遺著／展

覧目録かつらぎこうきじしょぞうじうんそんじやいちよてん
らんもKろく

刊1冊48頁21．9×15.4cm

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭
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和五年十月

会期：昭和五年十月会場：大阪府立図書館

(427）歌舞伎展覧会出品目録かぶきてんらん
力いLゅつ〔凧ﾉもくろく

刊1枚17.0×46.0cm

［大隅［出版者不明］［出版年不明］

奥付なし展覧会チラシあり会期：九月二十

五日～十月十日会場：ガスビノ叫凍ヲ腸

(428）稀本珍籍展観書目きほんちんせきてん
かんしょも<

刊1冊56頁15.5×ll.4cm

大阪大阪杉本梁江堂ほか’津昭和十三年四
月

奥付なし展示即売内見招待券を挟む図版30

点あり会期：昭和十三年四月十一日～十四日

会場：大阪高麗橘三越内見日：四月十日

(429）稀本百種きほんひや<L"
刊1-3号13.3×19.4cm

梁江堂杉本要編自序［年時不明］

本要大正十五年八月（一割

不定期刊非売品

大阪杉

(430）恭仁山荘善本展覧目録<にさんそうぜ
んI認′てﾉらんもくろく

刊1冊32頁22．4×15.Ocm

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

和十年三月

正誤表あり会期：昭和十年三月会場：大阪

府立図書館

(431）近畿善本展観目録(大阪府立図書館
創立三十周年紀念）き八唐ぜんぼんてんかんもくろく
お鑓かふりつとしよかんそうりつさんじっしゆうれんきねん

刊1冊40頁22．3×15.2cm

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

和八年四月

会期：昭和八年四月会場：大阪府立図書館

(432）皇紀二千六百年記念／国史善本展
覧会目録こうきにせんろつびやくれんきれんこぐしぜんぼ
んてんらんかいもくろく

刊1冊74頁22．6×15.7cm

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

禾叶五年一月

会期：昭和-'一五年一月会場：大阪府立図書館

50

(433）古靱太夫氏御秘蔵／近松門左衛門
浄瑠璃本展観目録こうつぼだゆうしごひぞうちかま
つ毛八きえ生八八きょうるりI識jてんかんﾓろく

刊1枚21.6×67.0cm

［対坂］［高島園［昭和十三年七月］

奥付なし会期：昭和十三年七月二十二日～二

十五日会場：南海高島屋出版年、開催年は巻

頭言による

(434）シーボルト資料展覧会出品目録’一
ぼるとしりょうてんらん力咄､しゅっ〔蝋′もくろく

刊1冊128頁22．2×15.0cm

日独文化協会編昭和十年四月自序［東京］

日独文化協会・日本医史学会・東京科学博物館

（主催）

奥付なし会期：昭和十年四月二十日～二十九

日会場:東京科学博物館記念絵ハガキ4葉紙

ケース入）あり

(435）竣成記念展観目録しゅんせいきねんてん
かんもくろく

刊1冊30頁21.0×14.8cm

田中鉄三編東京財団法人陽明文庫昭和十

六年五月

陽明文庫設立に伴う展観目録陽明文庫刊行書

籍広告、寄付金受領証あり会期：昭和十六年五

月会場：陽明文庫

(436）正倉院展目録しようそういんてんもKろく
刊1冊34頁19．0×13.2cm

奈良国立博物館編［奈良］捺良国立博物館］

［昭和二十八年十一月］

奥付なし正誤表あり会期：昭和二十八年十

一月一日～十四日会場：奈良国立博物館出版

年は会期による

(437）大楠公展覧会出品目録だいなんこうて
んらんかいしゆっ〔艦ﾉもくろく

刊1枚31．0×46.0cm

［神司神戸史談会・神戸三鯉期R店(主催）

大阪毎日新聞識申戸支局発行（後援）［昭和二

年五月］

奥付なし会期：昭和二年五月一日～十二日

会場：神戸三越呉服店同一の目録1枚所蔵出

版年は会期による

(438）富岡文庫善本展覧会目録とみおかぶ



んごぜんI識′てんらAかい毛Kろく

刊1冊36頁22．5×15.2cm

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

和十一年六月

会期：昭和十一年六月会場：大阪府立図書館

(439明 めいじききかん

し誤てんかAかいせつ

刊1冊24頁22．4×15.0cm

直井瀞逸編昭和十五年二月自序大阪書香

会事務所高尾書店昭和十五年二月

書香会主催第一回古書即売会出品目録図版41

点あり会期：昭和十五年二月十三日～十九日

会場：大阪松坂屋愛書趣味文庫(表紙）展覧

会案内紙片あり

7．2蔵書目録

(440）天理図書館／稀書目録てんりとしよか
人唐しぷKろく

刊1冊262頁26．0×18.9cm

天理図書館編中山正善・富永牧太序丹波市

町捺良県）天理図書館昭和十五年十月

口絵31頁正誤表挟む天理図書館叢書第十

二輯

(441）天理区層館稀書目録洋書之部て
んりとしよか人唐L壁Kろくようしよのぶ

刊1冊162頁26．0×18.9cm

天理図書館編昭和十五年十月Syozen

Nakayama序・昭和十五年十月MakitaTominaga
序丹波市町（奈良県）天理図書館昭和十六

年二月

口絵39頁左開き横書き洋書目録Tem

CentralLiblarySeries:No.13

(442南木文庫眉曙目録なんきぶんこぞうしよ
もくろく

刊1冊102頁17.5×15,3cm

［仕版地不明］［出仮者不明］［出仮年不明］

奥付なし

(443平出氏蔵書目録ひぢでしぞうしよtKろく
刊1冊126頁21.8×15.lcm

若山善三郎編昭和十四年八月自序名古屋

典籍研究会昭和十四年十月

口絵1頁

(444）鱗架蔵書誌まんようLゆうかぞうしよし
刊1冊34頁20．9×15.0cm

吉岡淳三・中谷政一編昭和十七年十一月自序

豊中吉岡淳三昭和十八年十一月

(44句綿屋文庫泗落本書目わたやぶんこしや
れI識』L壁K

刊1冊14丁24.5×16.8cm

［仕版地不明］［出版者不明］昭和十二年十

二月

袋綴じ奥付なし後ろ表紙なし表紙に「昭

禾叶二年十二月現在」とあり

7．3古書目録

(44句あかぼんや古書目録第二号あか
ほ入館こL基Kろくｮ,1こごう

刊1冊22頁22．3×14.8cm

石川巌編自序［年時不明］東京あかほん

需川巖昭和七年六月

扇'瞳「明治文学第一次古書目鋤図版1点

表紙に「口上」として自序、出版年月日記載あり

(“7）淡路仲野安雄翁旧蔵古書籍展観売
立目録あわじなかのやすおおうきゅうぞうこしよせきてん
かんうりだて毛Kろく

刊1冊40頁19.0×13.2cm

合名会社鹿田松雲堂（会主）中尾松泉堂（補

助）大阪大阪古典会（主催）昭和十年五月

奥付なし棒目録巻頭に「仲野安雄翁略伝」

あり会期：昭和十年五月二十二日（下見)・五月

二十三日（入札）会場:書林倶楽部

(448）弘文荘待買古､層目録こうぶんそうた
い力迄はいしょもKろく

刊1冊86頁12.8×18.4cm

反町茂雄編昭和二十五年三月自序東京有

限会社弘文荘昭和二十五年四月

棒目録「弘文荘在庫古書目録第十九号」

(449）竹冷文庫／古書籍入札目録ちくれい
ぶ人厘こしよせ割こゅうざ共Kろく

刊1冊16頁18.8×13.0cm

梁江堂杉本要（札元）大阪大阪緑友会（世

5I



話方）昭和六年十二月

奥付なし棒目録「聴雨居竹冷文庫/蔵書入

札目鋤偏り会期：昭和六年十二月十九日（下
見j・二十日(入ﾎU会場:大阪書林倶楽部「曲

亭翁雑稿第四狂歌之剖と題した縮刷複製6

葉俵紙l葉、本文5葉、いずれも裏白綱を挟
む

(450)当地某先生／御遺愛古典籍陳列即
売会目録とうちぼうせんせいどいあいこて(,せきちんれ
つそくぱいかいをくろく

刊1冊20頁22．0×15.3cm

松雲堂鹿田静七編大阪合名会社鹿田松雲堂
書店（主傾昭和十二年五月

奥付なし棒目録会期：昭和十二年五月二十

九日～三十日会場:書林倶楽部階上

(451）富岡文庫御蔵書入札目録とみおかぶ
八足ご壱しょにゆうぎつﾓろく

刊1冊88頁26．4×19.4cm

浅倉屋書店･村口書房・文求堂書店・一誠堂書
店・反町弘文荘・佐々 木竹苞楼・細川開益堂・鹿

田松雲堂（札元）昭和十三年五月本田成之序

大阪大阪古典会（主僧ほか’昭和十三年五
月

奥付なし図版125点あり会期：昭禾叶三年

五月二十八日（東京下見j・六月一日原都下見）

・六月二日（大阪下見j・六月四～五日（入*U

会場：住吉公園新明月脚出入りの書店多数可

有之候得共格別の御配慮を以て御希望品の一部は

特に′j店へ御下命被遊度精々 御便宜量り御用受承

り可申候大阪市南区日本橋筋四丁目廿九番地今
城温故洞」とE脈ﾘされた紙を挟む

(452）富岡文庫御蔵書入ﾎ略目録とみおか
ぶんこごぞうしょ1ｺわうさつりやくtくろく

刊1冊32頁22．2×15.2cm

浅倉屋書店・村口書房・文求堂書店・一誠堂書

店・反町弘文荘・佐々 木竹苞楼・細川開益堂・鹿

田松雲堂（札元）大阪大阪古典会（主催）ほ
か’昭和十三年五月

奥付なし棒目録表紙に「書林鹿田静七」印
あり会期：昭和十三年五月二十八日（東京下見）

・六月一日（京都下見)・六月二日（大阪下見)・

六月四日～五日（入札）会場：住吉公園新明月

(453）富岡文庫御蔵書／第二回／入札略
目録とみおかぶんこごそうしよ』劃,､にかいにゆうさつりやく
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tKろく

刊1冊56頁22．3×15.2cm

浅倉屋書店・村口書房・文求堂書店・一誠堂書

店・反町弘文荘・佐々 木竹苞楼・細川開益堂・公

立社書店・鹿田松雲堂（札元）東京東京書林

定市会（主催）ほか’昭和十四年三月

奥付なし棒目録巻末左開き横書き洋書目録

会期：昭和十四年三月九日（大阪下則．十一日

（京都下見)・十五日東京下見)・十七日～十八

日（入ﾎ、会場:東京図書倶楽部

(454）水谷文庫蔵書売立目録みずたにぶんこ
そうしょうりたて生Kろく

刊1冊32頁18.9×12.7cm

村口半次郎・吉田吉五郎･横尾勇之助（会主）

［出版地不明］［出版者不明］［大正十二年四
月］

奥付なし棒目録会期：大正十二年四月十日

会場：神田錦町松本亭会主・出版年・会期・

会場は、追加書目が記された別紙による表紙に

「(非売品)」とあり後ろ表紙に務の書入あり

(455）明治大正昭和／三代文豪自筆原稿
及書簡／出品即売／目録めいじたいしょうしょう
わさん掴,､ぶんごうじひつけ弧,こうおよびしょかんしゆつぴんそ
<I乱､もぐる<

刊1冊lO頁20.2×14.4cm

［東京］［高島屋］［出版年不明］

奥付なし棒目録（ほぼ全ての出品に関して簡

単な解説を付す）表紙に「新興古書店出品目録

／追加」とあり会期：十二月二十六日～三十一

日会場：日本橋高島屋表紙含め頁付後ろ表
紙なし

(456）明治大正文芸書目／兵庫の汽笛め
いじたいしょうぶんげいLょもKひょうごのきてき

刊1冊50頁l5.0×22.4cm

朝倉7鱸神戸朝倉謝苫昭和十五年四月

区I仮34点あり奥付に「排売品)」とあり

(457）有不為斎文庫御蔵書入札目録ゆう
ふ↓､ざ､ぶんこご壱LょにゆうさつそKろく

刊1冊36頁22.1×14.8cm

鹿田松雲堂謝吉(札元）大阪大阪古典会(主

個昭和十四年六月

奥付なし棒目録会期：昭和十四年六月九日

～十日（下見j・十二日～十三日（入札）会場：

大毎岡島会館（下見)・書林倶楽部（入札）鹿田



松雲堂より挨拶ハガキlWf表紙に「書材漉

田静七」印あり

(453擁書楼千葉氏／珍蔵古書入札目録

ようLよろうちばしち人壷こしよ'ｺｩうざ共Kろく

（錘書名：擁華千葉氏藏書入札目錨

刊1冊40頁22．0×15.lcm

一誠堂護店・光明堂書店（札元）東京東京

書林定市会（封崔）昭和六年十一月

奥付なし図版6点あり会期：昭和六年十一

月二十一日～二十二日0謝勤・二十三日（入札）

会場：一誠堂書店0認勤・東京図書クラブ（入

ﾈり石川巌より務宛招待ハガキl葉挟む、千葉

鉱蔵旧蔵書三百点の売立を知らせる

(459）若樹文庫入*鵬目録わかきぶんこにゆ
うさつりやくそKろく

刊1冊62頁22．0×15.3cm

文行堂書店横尾勇之助（札元）東京和本定

市会（主催）昭和十三年九月

奥付なし棒目録後ろ表紙に地図入会期：

九月二十三日(下見)・二十四日～二十五日(入札j

会場:東京図書倶楽部

(46①〔幸尾文庫入札目鋪挙おぶんこにゆう
さつtKろく

刊1枚23．7×69.2cm

杉本梁江堂・柳屋支店（会主）大阪昭和二

年十一月

奥付なし棒目録会期：昭和二年十二月一日

（下見j・十二月二日（入札）会場：書林倶楽部

(461）当市暁園氏旧蔵古書目録とういちぎよ
うえんLきゅうそうこしょをKろく

刊1枚39．7×54.8cm

［調、寸紅堂（｛塗）［出版年不明］

奥付なし棒目録会期：七月六日（下副・七

日（入札j会場：京都美術倶楽部

7．4図書目録・月報

(462）歌潤支隈取鵬かぶきくまどりがいかん
刊1冊2頁25．8×18.8cm

小林勝著京都合資会社ぐろりあそさえて出

版部［出版年不明］

奥付なし「歌舞伎隈取概観」の内容見本（著

者の言葉、内容目次、彩色土蜘蛛隈取木版画見本

貼付）

(46印貴重図書／影本刊行会／主旨規定

配本目録きちょうとしょえいぼんかんこう力叱､しゆしきて
いI乱､ほんもくろく

刊1冊16頁21.2×15.2cm

貴重図書影本刊行会編京都[("I｣堂出版部］

、召和五年］

奥付なし内容見本影印覆刻見本貼付桂田

富士郎書簡（便簔）1通挟む書簡裏に務の書入

あり諦寸出刊行賛同ﾈL状1通にﾛ別挟む

(464）酒落本大系内容見本しゃれぼんたいけ
し噸,$よ認ほん

刊1冊24頁22．0×15.lcm

江戸時代文化研究会編東京六合館林平次郎

［昭和五年］

奥付なし内容見本（発刊の辞､推薦文（岡本

綺堂他)、目録､組見本､キ轄見調

(465）稀書複製会々 報きしょふくせいかいかい
ほう

刊5(69,12)Sl冊10(1-23)22．1×

15.3cm

稀書複製会編陳京］蹄藩複製会］昭和

二年四月（第五期第六回）

月報計28点月刊

(46①日本講爵集成／付録IゴまんかようL妙う
せいふろく

刊合1冊(1-8,11,12)21.3×15.0cm

春秋社編東京春秋社［昭和三年］

月報計lO点月刊各豊高野辰之の文章

を掲載

7．5歌謡・舞踊関係資料

(467）〔写真(清元関係)〕しやしんきよそとかんけ
い

45枚13．8×8.8cm

［仕瓶地不明］［出版者不明］［出版年不明］

モノクロ写真裏面に「松竹写真部調製」等と

印刷されたモノクロ写真ハガキ含むほぼ総て裏

に務の説明書入あり
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科68）番組ばんぐみ
（整理書名：[清元謡且]）

刊1枚37．5×52.7cm

清元延栄歌(会主）［東京］清元寿大夫(後

攪ほか3名［昭和二年三月］

奥付なし公演日：昭和二年三月十五日会場

：聚楽館袋(18.6×17.5cm)あり、「忍頂寺様」

と墨書した紙を貼付

(469）小唄さらひ番組こうたさらいばんぐみ
刊1冊4丁16.l×ll.8cm

田村てる編({駐）［東刺［田村てる］［昭

和六年十一月］

袋綴じ奥付なし公演日：昭和六年十一月八

日会場：上野鴬谷いｶｷま楼

(470）播州音頭本場東西大番付播州音

頭本場親睦更生会ばん”うおんどほんばとうざい

おおばんづけばんしゆうおんどぼんばしんぼ<こうせいか

い

刊2枚

内容：

「播州音頭本場東西大番付」1枚54．5×

39.7cm正雀編確主)[河合村（兵庫県)]

掴1､|音頭協会［昭和六年八月］公演日：昭和

六年八月十八日会場：功ﾛ韓‘河合村粟生二於テ

執行ス」

「綿N音頭本場親睦更生会」1枚54．7×

39.8cm[小野町（兵庫県)][出版者不明］

［昭和八年五月］公演日：昭和八年五月二十一

日会場:福栄座

(471）縄踊の湖荷ぶようのりゅうは
混合1冊22.l×15.3cm

［坂東義助自筆湖［年時不明］

稿本「舞踊の流派」と雑誌「俳三昧」を合綴

内容は以下の通り

「舞踊の流派」58頁袋綴じ直付あり）24

字×20行の茶罫原稿用紙(松屋製）にペン書

題霞「舞踊の流派｣、中扉「坂東簑［ママ］助調査

／舞踊の流派」巻末に系図10頁あり

腓三昧」単葉・活版E眠り第三巻第十号(大

正十四年十月)、第三巻第十一号（大正十四年十一

月)、第四巻第三号（大正十五年三月)、第四巻第

四号（大正十五年四月）より、閑雲子による連赦

記事「日本舞踊の名家／西川流の家元」その他を

切り抜いたもの

54

7．6忍頂寺務関係資料

(472〔忍頂寺務蔵書目〕にんじようじっとむぞう
しょも〈

写1冊36頁21．1×15.lcm

［′l野麗子自筆力1［年時不明］

「国語ノート上級用」(12行の紺色縦罫）に

ペン書･鉛筆書3頁以後は中央に横線を引き2

段組とする、末尾2頁白紙務所蔵資料につき書

名・巻冊数・書型を記し、行頭枠外に数字や記号

が付与されている枠外記載の数字については｢静

村文庫書目の頁数なり｣、丸印については「織寸文

庫書目と引き合はせし印なり」と自注あり、務が

別途「静村文庫書目」を作成していたことがわか

る記載の書目数は750点余（少なからぬ書名が

傍線で削除されており、それらは省いて数えた）

(473）〔忍頂寺務蔵書目〕にんじようじっとむぞう
しょも〈

写7枚21.2×30.3cm

′l野麗子自筆［年時不明］

「参天堂製薬株式会社」の罫紙両面（片面31

行の青色横罫）にペンと鉛筆で縦書き務所蔵資

料につき、著者・題名・発行者・発行年月・冊数

・摘要の項目を記載書目数は410点＠点は傍

線にて消されており、総数から省いた）

(474）〔忍頂寺務略年冒罰にんじようじっとむりや
qgんぷ

写8枚23．0×17.7cm

/l野麗子自筆［年時不明］

「忍頂寺務のこといる／、」と上書きされた封

筒入り縦罫便菱にペン書8枚内訳は、略年譜

Q枚)、居所の変遷を記したものQ櫛、著述目

録、樹

(473[忍頂寺務執筆新聞記事切り抜き〕
にんじ画じっとむしつぴつLんぶんきじきり罎

刊1枚19.2×25.6cm

忍頂寺務談［東京］［出版者不明］［出版

年不明］

一中節「道成寺｣全曲放送にあたって務が解説

を担当することを伝える新聞記事の切り抜き「ラ

ヂオ」欄、見出しは「一中節の『道成寺』を解説

付で全曲放送古典放送に新しい試み」「マイク

の槻欄、見出しは「一中ぶしは邦楽各流の母



忍頂寺務氏談」掲載紙、発行年月日ともに不明

記事冒頭に「後八・三○」とあり記事訂正の

務の書入あり裏頁広告は東京地域のもの

(476）〔｢淡路静村文庫｣印贈呈目鋪あわじ
せいそんぶAこいんぞうていをKろく

写1枚15.2×42.8cm

山口幸三郎・川嶋右次［ほか］署名酔戸］

昭和五年六月

「忍頂寺様几下記念書状在中」と上書きされ

た封書入り務の「清元研究」出版を記念して、

象牙製印「淡路糾寸文庫」を贈呈する旨を記した

懐紙署名は7名（山口幸三郎・川山詫次･佐伯

貞七・山本治平･横田照二・江見恒三郎・菅竹澗

また連名に関する追而書か、順序不同」と記し

た小紙片を同封

(477）〔陳書会寄せ書き〕ちんしょかいよせ力逵
写1枚33．3×69.3cm

忍頂寺務・太田睦B[ほ汎自筆［神戸］

昭和九年一月

「昭和九年甲戌一月二十六日旗亭於東月BI膜席

上」とあり務は昭和九年二月三日より東京へ転

勤（小野文庫474の資料による)、神戸を離れる

に際し陳書会会員が催した送別の宴で揮毫された

ものか署名中、太田陸郎・川嶋禾舟・菅竹浦・

鷲尾三郎・河本正義等、主立った会員の名がみえ

る料紙中央、務の筆跡にて「出代りやお江戸に

うとき島男島守lとあり

7．7その他

(478）大阪風景の彩色おおさかふうけいのさい
【毒

刊8枚14.0×9.0cm

［大阪］［出版者不明］［昭和初期］

彩色絵ハガキ紙製ケース入りキャプション

は、「堂島川ダム」「難波橋」「道頓堀」「大阪城公

園蛸石と振袖石」「新世界通天閣」「大阪城公園天

守閣」「住吉神社」「四天王寺」ハガキ表の宛名

記載欄と本文欄の境に「忍べ戦線堅めよ銃後」「一

家の赤心国家の躍進」等の標語ありケースに

IGREATOSAKA」とあり

(479最新撮影／比叡山風景さいしんさつえ
いひえい都ﾉふうけい

刊l4枚14.0×9．Ocm

["I][出版者不明][出版年不明］

モノクロ写真､ガキ13葉紙製ケース入り

小野弘宛ハガキl葉含む「14.8.27」の日付入り

職山ケーブル｣等の印あり

(480）夕霧筐ゆうぎりばこ
刊5枚14.1×9.lcm

［大隅吉田屋［出版年不明］

写真ハガキキヤプションは､｢夕霧遺愛の器吻」

「夕霧遺愛の器物の添謝「九軒吉田屋大座絢「九

軒吉田国「法儒卿I|雪蕉斎図」紙製ケース入り

ケースに「新町九軒吉田屋発行」「新町､大谷印

行」とあり

(481）〔繰書〕えは力逵
刊105枚14.0×9.0cm

［出版地不明］［出版者不明］［出版年不明］

殆ど未使用の写真ハガキ絵ハガキもあり）

薄様紙ケース入り「六義園」ハガキ2葉含む東

京大正博覧会観覧記念印（大正三年六月十六日）

等捺すもの含む（うち務自身宛ハガキ2菊宛

名なしで差出人名が記載されているものは、島村

幹一の年賀、加藤虎之助の年賀、川嶋右次転居通

知の3葉太陽丸夕食献立表倹語表記､Eunday,

December23rd,1923｣、半分を切り離して絵ハガ

キとして使用可能のもの)2葉｢KINGPOST

CARDS」とあるプラスチック箱に入れて保管

(482）〔写真(和古書)〕しや'八,わこしよ
32枚

内容：

「むれたつは一雲立かと見ゆるかな神代の次め

鶴嶋噸に問はや］書幅1枚15.4×5.3cm

「おせん長右偉潤／いせさんくう」表紙1枚

口絵1枚14.8×lO.8cm

「おせんいせさんぐう上」本文1枚17.8X

13.4cm

「おせん伊勢参宮下｣本文2枚ll.2×15.0cm

「真覚声吸ついぜんのおどりうた念払」本文1

枚ll.2×15.Ocm

「たき川市弥しでのみちゆき」本文2枚ll.0

X15.Ocm

「心中あみだノはし女郎」本文2枚17．4×

12.2cm

「しんぢうあみだのはし女郎」本文2枚17.6

x12.3cm

「しんぢう花のいろはうた」本文1枚10．7×
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7.6cm

「おもと源兵衛／こひのはりあいた〉き｣本文1

枚10．8×14.9cm

「こひのはりやいた〉き」本文1枚lO.9X

15.0cm

「はりにつくいと／、ふし」本文1枚10.8X

14.9cm

「お吉くう月たふきごほう」本文2枚lO.7X

14.8cm

（以上18枚、裏面に連番あり、その順序に従

いう腱した）

「新板／かんじやう／、ふなぢのみちゆき二人

つれふし／ざくろ天神」表紙1枚

「心いきしんのいたこ上」表紙1枚

「田井の畑心中／おまつ利八／恋衣名所街／は

やりおんど兵庫ぶし」表紙1枚

「姫小松子日の遊／くまのぶしあたり上るり

にんぎやう名よせひやうごくどき」表紙1枚

奥目録1枚「小歌揃目録宮古路道行揃目録

′｣歌所大坂屋田中仲右飼ﾖﾖｲ痴了」とあり

作品名不明1枚巻末広告か「都太ｦ←中

吉野謬兵翻反」とあり

「新i動了揃］表紙1枚

「しもふさ／身旅喰」表紙1枚

嚇千ﾄ拍子扇目鏑目次1枚

イ偶品名不明本文挿絵付1枚しj,剰勿語力1

「都色里はやりうた／園廠／してなぷし｣表紙1

枚

「音曲頻伽鳥」目次1枚

（以上12枚、17.8×12.5cm厚紙に挟む）

「〆能色相図」表紙・本文各1枚16.3X

ll.2cm「鈴木学術写真｣封筒入封筒表に「中

村様」と書入あり

(483）島原廓沿革LまI鉛くるわえんかく
刊2枚

島原廓編［京都］［島原廓］［昭和七年四

月］

誇名は袋(18.8×8.6cm)による期日：昭和

七年四月二十一日太夫名上部に髪型を記した務

の書入あり内容は以下の通り

「島原廓沿軸判1枚8．8×52.6cm

「島原太夫道中しるべ」1枚9.1×52.lcm

(484）嶋原太夫／道中御案内しまばらたゆう
どうちゅうごあAぬい

刊1枚18.6×52.lcm

［島原廓噺司["B][島原廓][大正六年
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四月］

書名は袋(17.8×9.Ocm)による書簡(便菱)1

通挟む島原と記載した後に「廓」印あり期日

：大正六年四月二十一日

(48a神宮文凋鉛革じんぐうぶんこえんかく
唾華：神宮文庫沿革：附閲覧井貸付規則）

刊1冊22頁22．1×14.9cm

神宮文庫編［岐阜］神宮司庁昭和七年六

月

口絵1頁㈱h奇文庫・豊宮崎文庫･神宮文庫の

外観雲）

(48③明治神宮略記ぬ,､じじんぐうりやつき
刊1冊32頁17．8×9.0cm

明治神宮社務所著［東京］明治神宮社務所

大正十一年四月

「明治神宮御苑略記」挟む巻頭に「参拝案内

図」嶢内略図」あり明治神宮村務所代表者とし

てI鈴木松太郎」名あり

(487）〔淡路島関係資料〕あわじしまかんけいし
りょう

刊6点

内容：

「聖地淡路島」40頁19.0×13.2cm淡路

鉄道編［大阿淡路鉄道［昭和十四年春］

後ろ表紙に「由良要塞司令部検閲済」とあり

「神話の国／伝説の里／淡路島へl1枚18．8

x13.3cm(広げた大きさ37.7×51.2cm)[出

版地不明］摂陽商船［昭和十五年二月］写

真入観光案内、裏面「淡路全図」「昭和十五年二

月二十七日由良要塞司令部検閲済」とあり

「皇国発祥/聖地淡路」8頁12.7×19.0cm

淡路鉄道大阪旅客案内所編［大胴淡路鉄

道［出版年不明］写真入り観光案内「由良

要塞司令部検閲済」とあり

「万葉集と淡路島」12頁19.1×13.0cm

摂陽商船株式会社編［出版地不明］摂陽商船

株式会社昭和十二年四月奥付に「非売品」と

あり

「聖地淡路展覧会目鋤1枚26.0×39.3cm

［神戸］聖地淡路顕彰会（主｛勘ほか2［昭

和十四年四月］会期：昭和十五年四月二十三日

～二十八日会場:神戸三越冒頭に「(昭和十五

年四月二十日現在)」とあり

〔新聞切り抜き]1点33.8×1l.6cm記

事タイトル「遍路姿花やいで嫁入前の世間修行



初夏の淡路に奇習"A閉巡礼"」挿膨紙・月日と

思しき務の書入「大阪毎日五､七」とあり

(488）〔演劇博物館設立趣意書〕えん'だはく
ぶつかんせつりつL"いしょ

刊2枚

坪内博士記念博物館設立事務所編東京［坪

内博士記念博物館設立事務所］昭和二年六月

内容：

「演鼠牌物館設立に就いて（其の由来、構造、

内容其外)」1枚19.7×55.4cm

「坪内博士記念演劇博物館設立発企人」より挨

拶文同封1枚19.8×55.6cm

(48動〔雑誌･新聞切り抜き〕ざっししんぶんきり
ぬき

刊5点

内容：

「川柳喰らひ抜け」6頁Q枚二つ折り、初

頁と最終頁はBl肩葺922．8×15.5cm未知庵

著［長野］［出版者不明］［出版年不明］

掲載誌「しなの」か務の訂正書入あり

暉刊新潮掲示板」2頁(1枚、裏頁は別記

事）25．8×17.5cm[東京][新潮社J[出

版年不明］北島武雄が務著「清元研究」を入手

したいと告知

「遊所辞彙の酒落本」3頁(1枚二つ折り、

前後BI肩葺921．9×14.7cm尾崎久弥著陳

京］［文芸春秋祖［昭和四年七月］務の書

入「(昭和四年七月文芸鍬」とあり

「女優と文芸家/座談会」1頁(1枚、裏頁

は別記事）22．2×14.8cm[出版jｵ坏明][出

版者不明］［出版年不明］楢崎勤・高田保･堀

口大学・水の江滝子・林芙美子・横山隆一・蕗谷

虹児・佐藤寅雄･杉浦幸雄の写真

「人形復興ゼミナール」新聞切抜1枚10.2

x440.4cm松谷辰造・大江巳之助談［出版地

不明］［朝日新聞社］［昭和二十二年九月］

務の書入「二十二年九月十五日朝日新聞」とあ

り

(490)[松寿峠桝彗き〕しょうじゆけんいちまい
力逵

写2枚38．0×50.8cm

松寿軒書［年時不明］

二枚とも落款「斎脇「弘最」また、一枚には

墹家御直御門弟」と書し、もう一枚には「青庫

王御門下」と捺す

(491）昭和二十五年庚寅年に因む｢虎動に

関する座談会資料しようわにじゆうごねんかのえとら
どしI垂種之らとらに力Wするざだん力叱､しりょう

刊1冊12頁25.5×18.0cm

画ll直佑編神戸［神戸史談会］昭和二十

五年一月

謄写版6枚を右肩ホチキス留め日時：昭和二

十五年一月十五日場所：生田神社参集所「古

典文庫昭和二十五年度刊行書目」(1梅あり

(492へちま倶楽部日誌抜華へちまくら訓ごっ
uまつすい

刊1冊12頁20．8×14.7cm

へちま倶楽部編［神司［へちま倶楽部］

［昭和二十三年十一月］

奥付なし表紙に「本印刷は加藤金吾氏寄贈」

とあり後ろ表紙に西村（西村貫一”より務へ

の献呈の辞あり
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索引

資料名（整理番号）

【あ】

愛憂(162)

あふひ艸→｢狂歌／あふ”*」（20⑪

仰ぐ楠公→｢随筆/仰ぐ楠公」（163）

あかほんや古書目録（446）

安芸国（289）

浅草／御蔵前辺図(130

吾妻がた恋の道連於騨嚇々一

→「ど〉いつ節」(114)

仇か笈みしん内ぶし（42）

仇もんくま聖よ→「どふいつ節」(114)

阿奈遠力時（164）

嵐三五郎一世一代記→I桐の島台」（33）

阿波藍沿革年表(165)

淡路旧伝説（137）

淡路御城之事(138)

〔淡路島関係資糊（487）

淡路しま（名所案内詞（166）

淡踊1時L道案内(167)

〔｢淡路静村文庫」印贈呈目鋼（476）

淡路仲野安雄翁旧蔵古書籍展観売立目録（447）

淡路農歌(168)

淡路国答書→｢諸国風俗問状/淡路国答調(169)

阿波瀞L(139)

異国叢書通信（290

石谷柑圃画大谷緤石句／合作展覧会目録（423）

医史展覧会陳列品目録（424）

偉人の悌(171)

いせおんどさくら襖

→「開…/錦のふり油（43）

伊勢名物通神風（8）

潮来文献(410)

一日千里(31)

一如→I布教誌月刊／一如」（338）
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資料名（整理番号）

一ノ谷戦記（172）

医風遡上百首(173)

今津先賢遺文集(174)

入江昌喜翁(175)

色ざとさんげ/、（44）

色里三十三所息子順礼→｢志蔵馴花鳥歌合」（369）

色里名所独案内→｢吉原よぶこ鳥」（364）

〔色茶率早調

→「京大坂茶屋雀／諸分調う歸己l(359)

いろはしりとりと〉一（45）

いろはしりとりどLいつ（46）

色分/傾国舌暖（358）

岩淵糸酎了裾野の冬(176)

石海神社と舎人親王（170）

陰名考（377）

浮れ歌色めぐり（47）

〔浮世絵目鋼（288）

浮世絵類考

→I孚水ぶんこ跡寺号／校訂／浮世鐸考」（339）

浮世都々 いつ（49）

うた沢(291)

打出史話(177)

雲如山人集（17）

〔英語ノート](417)

詠楠百絶（178）

〔越後くどき〕（370）

〔越後くどき](371)

越前万歳／くさづくし（50）

越前まんさい／七福神(51)

越前まんざい／道具づくし（52）

越前まんざい／道具づくし（53）

越前まんさい／北国下道中（54）

江戸（292）

江戸絵すがた（55）



〔江戸語葉用例カード](421)

江戸ﾉj唄の話(179)

江戸時代（293）

江戸時代雑孜→｢江戸時代」（293）

江戸じまん／切見世さんげ／、（56）

江戸中若衆どふ一書ぬき文句

→「ど鼻いつ節」(114)

江戸生活研究一｢彗星／江戸生活研究」（323）

江戸読本（295）

江戸の文化と民衆/展覧会側蹴目録（425）

江戸文化研究（294）

江戸文芸／信濃ﾉl説集（225）

江戸本街道中記(140)

江戸師出/機"(196)

膳諜蓋割(481)

絵本ど〉いつ総まくり（57）

〔”牌物館設立趣意調（488）

延寿経（378）

延寿↑龍舌（296）

延寿↑龍舌／お蔭参りと待人（396）

延寿i龍間／三社と神田祭（395）

延寿情話/種蒔考（392）

延寿i龍舌/北州考証（389）

延寿i龍舌/保名狂舌l考附清元沿革（393）

延寿i龍舌／吉原雀と塊(溌而(390)

延請龍舌／六歌仙考（394）

艶道通鑑（9）

扇屋夕霧二曲（399）

大江戸之研究延寿情話一｢延寿情調（296）

大国隆正→｢贈従四位/大国逢正」（242）

大倉鶴彦翁七周忌追善二世和歌廼屋襲名披露／狂

歌集→｢狂歌/あふひ艸」（200）

大阪工芸情報（297）

大阪風景の彩色（478）

大坂町鑑→「万代/大坂町鑑」(141)

〔大阪遊郭資料](41)

大陸爵ト激文書(142)

大はし(180)

お蔭参りと待人

→「延裁青話／お蔭参りと待人」（396）

岡田為恭一「土{*絵復興者／岡田為恭」(181)

翁曽我→卿評打翁曽我」(1)

御蔵前辺図→｢浅草/樹瞳前互図」(136)

於染久松色読販（32）

落椿→｢練石句集/落陶（231）

おつれ吉次郎／浮名の作紋／はやりおんどひやう

ごふし（58）

おどり奇→「志奈川／おどり罰（83）

ﾉl野＝＝字尽(10)

街船歌（59）

尾山情死くどきやんれふし（6①

音曲大黒煎餅(61)

暗曲手引草〕→｢短華蘂増（352）

【か】

会計私記(143)

開苔織染／錦のふり袖（43）

開国秘諏一職曲開国秘諏」（197）

開山国師御伝

→「妙心寺御開山／開山国師樹嘔」(182)

海水浴(183)

塊購而→｢延寿消話/吉原槌と側騒刺（390）

廻澗集(184)

薫りど上逸（62）

薫りど>逸（63）

花街抄一｢拾遺枕斡/花街抄」（350）

花会憎哉烏（353）

各種専門／五大老舗案内一名東京御買物食通案内

(217)

花月随筆(185)

禾舟漫筆（298）

賀集眠平翁事績(186)

かた美曽我（64）

勝間龍水（188）

葛城高貴寺所蔵慈雲尊者遺著／展覧目録（426）

花伝書(189)

加東郡上東条村秋津住吉神社の百石踊歌（19①
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仮名反古(191)

歌舞伎→｢京…伎年代記I(192)

歌舞伎隈取概観（462）

歌舞伎展覧会出品目録（427）

〔貨幣関係資料](413)

貨幣雑記(412)

上方（299）

仮宅度独逸佑5）

河竹黙阿弥(193)

勘市昇若情死やんれぷし（66）

閑吟集(194)

関画||柳学会会報（300）

含翠堂考(195)

機関銃→｢江戸師出/機瞬l(190

戯曲開国秘諏(197)

菊水(301)

紀子大矢数附録（355）

義士雑稿十篇(198)

細､'1御庭焼考（199）

奇書珍籍→｢典籍鍛」（348）

稀書複製会々 報（465）

貴重図書／影本刊行会／主旨規定配本目録

（463）

稀本珍籍展観書目（428）

稀本百種（429）

けふ（302）

京大坂茶屋雀／諸分調方記（359）

狂歌／あふひ艸（20⑩

旺歌師色紙](16)

狂言不審紙(201)

郷卸f究/灘文化(331)

郷土先覚神田松雲翁（202）

京羽二重娘気質一｢かた美曽我」（64）

曲亭馬琴年譜（203）

虚子句集→｢稿本/虚子f蝶」(214)

清元（303）

清元梅の春寿古六（67）

鯖元延寿太夫借用証文〕（68）
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清元研究(304)

清元直伝本（69）

清元番組→壗組」（468）

清元略年表（204）

清元流報（305）

桐の島台（33）

切見世さんげ/、

→｢江戸じまん／切見世さんけく/、」（”

近畿善本展観目録（大阪府立図書館創立三十周年

紀念)(431)

近世文学(306)

近世邦楽年表（205）

近代歌謡考説（387）

勤王護国烈士先覚者略伝

→「第一匡顕彰/勤王護国烈士先覚者略伝」（206）

金曜（307）

くさづくし→嘘i万歳／くさづくし」(50)

句集角獄（207）

恭仁山荘善本展覧目録（430）

国尽道行新内節（70）

"ll春雄兄弟(208)

廓の賑ひ→｢吉原細見/廓の賑ひ」（38）

傾国舌暖→｢色分/掴ﾖ舌l髪」（358）

け↓せいあだもん句しん内ぶし(71)

傾城つれ／，、草（39）

傾城もん句新内ぶし（72）

京阪歌舞伎年代記(192)

現今の古曲界（209）

小糸と乗合盃（397）

〔合巻認(14)

皇紀二千六百年記念／国史善本展覧会目録

（432）

孝行矛酸（73）

柑子句集(210

〔高商卒業論文｢航路変更｣](415)

上野歌解（28）

小唄研究(211)

′j唄さらひ番組（469）



ﾉj唄の友（308）

巷談大阪商業史(212)

古靱太夫氏御秘蔵／近松門左衛門浄瑠璃本展観目

録（433）

校訂ソ浮世鐸考

→「孚水ぶんこ蹄寺号／校訂／浮世織考」（339）

弘文荘待質古､雷目録（448）

神戸史談（309）

神戸史談(310)

神戸史談会会報(311)

神戸謡曲界(312)

神戸和歌史(213)

稿本/虚子句集(214)

紅葉山人俳罐(215)

国語・国文(313)

国際連盟調査団報告書(216)

国史善本展覧会目録

→「皇紀二千六百年記念／国史善本展覧会目録」（432）

小さんとお三（398）

御祝儀／とりおい→｢御しうぎ／まんざい」（74）

御しうぎ／まんざい（74）

御膳手打翁曽我(1)

五大老舗案内一名東京御買物食通案内

→「各種専門／五大老舗案内一名東京御買物食通案内」

(217)

後藤基邑自筆本/播陽名所考（260）

言葉入いきな都々 一（75）

今昔(314)

【さ】

西鶴織留輪講(218)

卿見J(40)

彩壷会講演録(315)

最新映画d唄はやり唄(219)

最新撮影/比叡山風景（479）

再生の記→「癸亥震火／再生の記」（220）

最明寺（221）

魁ど賢逸（76）

〔幸尾文庫入札目鋼（460）

〔雑誌･新聞切り抜き〕（489）

佐渡（222）

廓かへり吉原しんない（77）

佐渡研究(316)

さんげ/、青物づくし（78）

さんげ/、江戸稲荷づくし（79）

さんげ／、道外もんく（80）

さんけ弓/、船玉大明神(81)

さんけく/、／辻君づくし（82）

残月集（223）

三字経国字解(18)

三社と神田祭→｢乳醸情話/三社と神田祭」

三十六声麓の塵→聡呂/三十六声麓の塵」

三題噺孜（224）

山茶胃科刈／吉原銅山（36①

三都鯛易/役者一口商（35）

シーボルト資料展覧会出品目録（434）

N埋貝夜話(317)

紙剰巻（379）

猪の文章（349）

四十二の物あらそひ→助あらそひj(13)

七十五日(159)

七福神→｢越前まんさい/七福神」（51）

実＝教→｢短華蘂剰（352）

十才子名月詩集(11

志道軒花鳥歌合（369）

;舞川／おどり野（83）

信濃(318)

信濃ﾉ｣説集一｢江戸文芸/信濃小高蝉」（225）

芝居絵本蒐蔵之記（226）

〔自筆草稿〕（388）

〔自筆草稿〕（400）

〔自筆草稿](401)

〔自筆草稿〕（402）

〔自筆ノート〕（403）

〔自筆ノート〕（404）

〔自筆ノート〕（405）

〔自筆ノート〕（406）

(395）

(376）
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〔自筆ノート〕（407）

〔自筆ノート〕（408）

〔自筆ノート〕（409）

嶋田見山（227）

島原廓沿革（483）

嶋原太夫/道中御案内（484）

島原/;WEfllやりくり草(361)

〔写真（清元関鯛〕（467）

〔写真（和古謝〕（482）

三味線草(319)

三味線組唄（228）

泗落本大系内容見本（464）

爪畦とバリ（229）

拾遺枕草紙／花街抄（350）

秋色と秋色桜（230）

酒客必携/割烹店通誌(187)

竣成記念展観目録（435）

〔松寿軒一枚書き〕（490）

緤石句集／落椿（231）

正倉院展目録（436）

昭和二十五年庚寅年に因む「虎寅」に関する座談

会資料(491)

書懐一職墹濫淘(381)

蜀山人判取脹(157)

諸芸人名録(144)

諸国風俗問状／淡路国答書（169）

〔処方菱](153)

書物往来（320）

書物展望(321)

女郎買どうらくさんげ／、（84）

諸分調方記→｢京大坂茶屋雀/諸分調方記」（359）

新音頭／浜荻譜(125)

新曲糸の節（85）

新曲／青海波(105)

神宮文庫沿革（485）

新古端唄集（86）

仁斎日記抄（232）

しんさくこくわい一つとせぶし（87）
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しんぢうくどき→｢新阪どんど」（98）

仁寿山校文献(411)

壬申掌記（380）

新撰度独逸大成（88）

新内あだもんく（89）

しん内恋衣ど笈いつぶし（9①

新内恋小車(91)

しん内心の竹（92）

新内道（322）

しんないとらのまき物（93）

新内ぬき書／再板あだもん句（94）

新内閨睦言（95）

新内節年表（233）

しんばん青物八百屋さんによ／、（96）

新板江戸じまんこ上ろいきどふいつ

→「どゞ いつ節」(114)

新板大津ゑぶし（97）

新はん心いき続と堅いつ一「ど堅いつ節」(114)

新板どんど（98）

しんばん当百山さんけ弓/、（99）

新板と〉いつぶし(100)

新板／都々一坊扇歌/心いきど武一ぶし

→「どふいつ節」(114)

新板二合半領おみよ宇太郎心中はなし(101)

新版風俗／四季着替→｢かた美曽我」（64）

しんばん船橋fI价おくみ心中くどき(102)

新板／八百屋お七しんないぷし(130)

新吉原おいらんくがいさんけy､(103)

新吉原常々 草（354）

酔間漫語(381)

彗星／江戸生活研究（323）

粋の手ならい→「当世す-ゐの手習」（3）

随筆／仰ぐ楠公(163)

末摘花→｢誹風/末摘花」（257）

須須美草（145）

すみだ川(104)

住吉大社御田植（234）

青海波一｢新曲/青海波」（105）



星巌先生遺稿（20）

正気歌(21)

聖地淡路（235）

青楼年歴考→晒燗濫濁(381)

征露軍歌（236）

鮖婦伝返答／遊君伝（7）

世子六十以後申楽談儀（237）

全国／世辞曉内（238）

仙術日待種(146)

川柳江の島土産（239）

川紗研究/三味線草→｢三9辮草」（319）

川柳しなの（324）

川柳蕎麦の花（240）

川柳楠公記(241)

相州大山神社/両部神道／さんげ/､(106)

贈従四位/大国隆正（242）

贈正五位古東領左衛門略伝（244）

贈正五位鈴木銅#膜人物（243）

増補／浪速のしほり(250)

袖之詠→｢浮迩唱歌/袖之詠」（48）

【た】

第一回顕彰／勤王護国烈士先覚者略伝（206）

〔大黒屋関係文割（385）

大楠公展覧会出品目録（437）

太平唱和（22）

高尾考(391)

高尾さんげの段(107)

種蒔考→｢延寿稀舌/種蒔考」（392）

短華蘂葉（352）

淡国温故年数(147)

淡国通記（245）

淡島遊記（246）

竹外亭百絶（23）

竹外二十八字詩（24）

竹冷文庫／古書鰭入札目録（449）

〔父の恩〕（25）

ちふぶ大宮在久名村三人しん中(108)

千葉県史跡調査（325）

中央史壇→｢，畷錐綴」（348）

〔重宝詞(154)

陳書（326）

鰊書会寄せ書き〕（477）

通客一盃記言（2）

妻木（247）

鶴賀新内二上りふし(109)

〔手帳（昭和二十二年度)](419)

典籍→｢典籍満濃」（348）

典籍叢綴（348）

天保十五甲辰暦(148)

天理図書館／稀書目録(440)

天理図書館稀書目録(441)

当市暁園氏旧蔵古書目録(461)

島雲漁唱（356）

島雲漁唱抄録→｢息雲漁唱」（356）

東海道／五十三つぎ／さんげ/､(110)

東海道さんげ上五十三徒ぎ

→東海道／五十三つぎソさんけf/､｣(110)

童課百絶（26）

道具づくし一｢越前まんざい/道具づくし」（52）

道具づくし一｢越前まんざい/道具づくし」（53）

道外節用／'1野[懲圃字蓋→｢'1野＝＝字尽」(10)

同好（327）

当座用事控→｢万勘泡帳」（383）

当世すゐの手習（3）

当地某先生／御遺愛古典籍陳列即売会目録

（450）

道中御案内一｢雌源太夫/道中樹壌内」（484）

道中双六（372）

東都浅草絵図→｢浅草/樹感前旦図」（136）

洞房古鑑（382）

独吟（249）

読書展望（328）

読書と文献（329）

床うたしんないふし(lll)

土佐絵復興者／岡田為恭(181)

都々一つゑ(112)
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都々いつ花筏(113)

どLいつ節(114)

東都一節文句集(115)

ど〉いつよしこのぶし→「ど上いつ節」(114)

富岡文,躯御蔵書/第二回／入*l略目録（453）

富岡文li噸職書入札目録(451)

富岡文庫御蔵書入札略目録（452）

富岡文庫善本展覧会目録（438）

どらむすこ身のうへさんげ/､(116)

とりおい→噸Iしうぎ／まんざい」（74）

【な】

中座（330）

中仙道熊谷在久下村心中(117)

灘文化一｢郷土研究/趣化」(331)

浪速のしほり→｢増補/浪速のしぼり」（250）

楢葉越伎折(251)

南駅夜光珠（4）

南木文庫蔵書目録（442）

楠公百人一首（252）

男女こ〉ろいき辻うらど買逸(118)

二上り新内(119)

二上り新内うさはらし(120)

二上り新内手<だのいとすじ(121)

二上り新内花つくし文句(122)

煮売株永代日記（384）

煮売株判形帳一｢煮売株永代日詞（384）

錦のふり袖→｢開苔織染/錦のふり袖」（43）

西園宗三郎（253）

二世烏亭焉馬十三回忌追善集→｢一日千里」(31)

二世義太夫竹本播磨少橡（254）

日用留一「万勘竃帳」（383）

〔日記（昭和十八年．十九年)](418)

日本及日本人（332）

日本歌謡史（255）

日狼源爵集成/付録（466）

日本文化（333）

〔忍頂寺務宛書簡〕（422）

〔忍頂寺務執筆新聞記事切り抜き〕（475）
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〔忍頂寺務蔵書目〕（472）

〔忍頂寺務蔵書目〕（473）

〔忍頂寺務略年譜〕（474）

〔忍激和尚関係資料目鋼（414）

忍激上人行状記

→「法鯏暁誌／附忍激上人行状記」（274）

寝惚先生批点名月詩集→「|･才子名月:櫟」(19)

野々口隆正翁詠寄（27）

【は】

俳譜史の研究（256）

俳三昧→驍踊の流派」(471)

誹風／末摘花（257）

はうた一夕話(123)

〔幕末頃洲本の図](149)

〔幕末文笥(155)

白門新柳記（258）

芭蕉庵再興記(158)

初衣抄（5）

花いかだどどいつ(124)

暎十三関係資料](135)

浜荻譜→噺音頭/浜掘普1(125)

はやりおんどひやうごふし

→「おつれ吉次郎／浮名の什赦／はやりおんどひやうご

ふし」（58）

はやり音頭兵庫ぶし（373）

春雨物語（259）

番組（468）

万国渡海年代記(11)

掴‘|‘|音頭本場東西大番付（470）

櫛1､|音頭本場親睦更牛会

→「鰯N音頭本場東西大番付j(470)

万世御東京絵図(150)

万代／大坂町鑑(141)

播陽名所考→｢後藤基邑自筆本/播陽名所考」（260）

万里砂→｢紙刺醤」（379）

上鴎【山風景→I職撮影/比叡山風暇:」（479）

飛行辮昌歌(261)

日高川入相花王／道行思ひのふ蛍き（126）



秘伝書（362）

一口新内吉原もん句(127)

ビブリア（334）

ひむろ（335）

百人一首和歌始衣抄→｢初衣抄」（5）

〔兵庫くどき〕（374）

兵庫県石海村史（262）

兵庫県下食用鮮魚介類呼称便覧（263）

兵庫県下の古文庫印（264）

兵庫史談（336）

兵庫史談／和田岬誌（337）

兵庫先賢遺珠（265）

兵庫の汽笛

→「明治大正文芸書目／兵庫の汽笛」（456）

兵庫文声叢林（266）

兵庫雷考（267）

評判やりくり草→「島原/評判やりくり草」（361）

言押し吉原七福神（363）

平出氏蔵書目録（443）

広重筆東海道五十三次（248）

布教誌月刊／一如（338）

福原遊郭沿革誌（268）

孚水ぶんこ臨時号ゾ校訂ソ浮世鐸考（339）

物類称呼（269）

舞踊の流派(471)

古本屋（340）

文献志林(341)

米価の変遷（270）

米価の変遷続編(271)

癖三辞句集（272）

へちま倶楽部日誌抜華（492）

へちまと十年（273）

邦楽の友（342）

法蝋舞烈I付忍激上人行状記（274）

ネ瞭改名考（275）

梱11考証→｢延寿情話/1U11考証」（389）

北国下道中→「越前まんさい／北国下道中」（54）

堀河題銭百首(15)

本朝色鑑（351）

本朝鼻くらべ→｢煮売株永代日記」（384）

【ま】

雑豆鼻糞軍談(12)

松しま八けい→「日高川入相花王」(126)

松の落葉（276）

松本奎堂先生年譜（277）

まんざい→｢御しうぎ／まんざい」（74）

萬葉集架蔵書誌（444）

万葉集上野国歌私注（278）

万葉集中上野国歌→｢上野辮蕊j(28)

〔みくじ引杣(156)

水谷文庫蔵書売立目録（454）

癸亥震火／再生の記（220）

水の富貴寄→境荊朱永代日詞（384）

道のしをり(281)

三つのさかへ(128)

三津の浜(129)

"II(343)

間踊りくどき〕（375）

都の花くらへ（282）

妙心請卸開山／開山国師御伝(182)

民俗芸術（344）

民謡研究（345）

昔の夢（6）

明治期稀観書展観角織（439）

明治神宮略記（486）

明治大正昭和／三代文豪自筆原稿及書簡／出品即

売／目録（455）

明 (279）

明治大正文芸書目／兵庫の汽笛（456）

名所旧跡岩屋誌(151)

鳴雪句集（280）

名物拝見自由じざい(160)

〔メモ〕（420）

物あらかひ一｢物あらそひ」(13)

物あらそひ(13)

杜と凧（346）

65

〃



L

【や】

八百屋お七しんないぶし

→｢新板／八百屋お七しんないぷしj(130)

役者初白粉（34）

役者一口商→｢三都戯場/役者一口商」（35）

役者名物合（36）

役者矢的詞（37）

保名狂舌跨

→「延寿消話／保名狂乱都附聞元沿革」（393）

プ鄙嶬挙 謀H…本奎強 生年譜

→「松本奎堂先生年譜」（277）

遊郭案内→｢全国/遡謝凍内」（238）

遊戯三昧（357）

夕霧筐(480)

遊君伝→｢蹄婦伝返答/遊君伝」（7）

有不為斎文庫御蔵書入札目録（457）

夢路のこゑ／あだな一ふし

一「新仮/八百屋お七しんないぷし」(130)

擁書楼千葉氏／珍蔵古書入札目録（458）

用例カード一｢江戸語彙用例カード」(421)

横井也有肖像考（283）

横浜竹枝(152)

横濱竹枝詞一｢樹兵竹枝」(152)

浮連唱歌／袖之詠（48）

吉原あくた川名寄→｢秘伝劃（362）

吉原一言艶談（365）

吉原歌仙一「山祷押l/劃東歌仙」(360)

吉原細見／廓の賑ひ（38）

吉原三茶ヨ幅一対（366）

吉原七攝申→｢;"l/吉原七福神」(363)

吉原酒てんとうし（367）

吉原雀→｢延寿澗話／吉原雀と伽雛咽(39u

吉原ど宜いつ一「どLいつ節」(114)

吉原本（284）

吉原大豆廃畔l1(368)

〔吉原よぶこ鳥〕（364）

万勘泡脹（383）
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【ら】

洛東獅谷法鋼索を：附忍激上人行状記

→「法鯛霊;／附忍激上人行状詞（274）

洛東芭蕉庵再興記→｢芭蕉庵再興詞(158)

蘭慈弁妄（285）

六樹園狂歌集（287）

立剣紀行(416)

リットン報告書全文／解説並に関係条約文その他

付録（286）

律呂／三十六声麓の塵（376）

流行小ﾛ尉前（131）

流行千里の声（132）

〔両替町他絵図一櫛（386）

両部神道神おろしさんけ3/､(133)

割烹店通誌→｢酒客必携/割烹階通油(187)

練石余響（29）

楼曲／実＝教→｢短き騨藥」（352）

六月十四日住吉大社御田植神事

→「住吉大社御田樋（234）

六十余州豊年さんげ/､(134)

六歌仙考→睡請青話/六綱山考」（394）

【わ】

若樹文庫入札略目録（459）

和田岬誌→｢兵庫史談/和田卿儲」（337）

綿屋文爾西落本書目（445）

和本（347）

縮柳涙余（30）

＊ ＊ ＊

KINYO-→「鍼勘(307)

SadhanaAusadhalaya(Themostreliable

AyurvedicPhannacy)fbr:Healthand

HappinesS(161)

Theartofhealing-→"SadhanaAusadhalaya(The

mostreliableAyurvedicPhannacy)fbr:Healthand

Happiness0'(161)



附・小野文庫422〔忍頂寺務宛書簡〕差出人別リスト

本リストは、小野文庫422〔忍頂寺務宛書簡〕計1,366点のうち、差出人記名なしおよび差出

人名未判読の書簡計19点を除いたl,347点について、その内訳を差出人ごとに示したものであ

る。小野文庫に蔵される忍頂寺務宛書簡の概要および収蔵の経緯、整理・調査作業の経過等につ

いては､内田宗一(2007)｢小野文庫蔵忍頂寺務宛て書簡について－調査の中間報告と考察一｣(2006

年度大阪大学大学院文学研究科共同研究（国文学研究資料館研究連携事業）研究成果報告書『忍

頂寺文庫・小野文庫の研究2』）を参照されたい。なお、小野文庫422〔忍頂寺務宛書簡〕の資料

点数について、内田（2007）では受け入れ時のリストにより計1,388点と示していたが、その後

の調査の結果、本リストで示す通り計l,366点であることが明らかとなったので、ここに訂した

い。

凡例

1．差出人名

＊配列は差出人名の五十音順とした。ただし、差出人名の読みについては推定のものも含む。

＊差出人名の表記は、当該書簡における表記を基本として、新字体と旧字体とを併用した。

＊未判読の箇所は□で示した。

＊姓あるいは名のみで立項しているものは、書簡の差出人名としてその部分しか記されていな

いことを示す。

＊同一の差出人が、本名のほか号・筆名・芸名など異なる複数の名義で差し出している場合は

1つの項目にまとめた。この場合、項目としては号・筆名を立て、本名はその後ろに（）

に入れて示した。また、複数の号を使用している者については、使用時期の早い号を先に出

し、後に改めた号を（）に入れて示した。

＊差出人名の項目は、当該書簡における名義によったが、他の項目との関連から注記が必要と

判断した場合は、その差出人に関する情報を（）内に「＝」で示した。

（例）岡村清道（＝清元栄寿太夫〔5世〕）ほか

……書簡の差出人名は「岡村清道」だが、これは「清元栄寿太夫〔5世〕」と同一人で

ある。

＊差出人名については、本名・号・筆名・芸名のいずれとも、小野文庫422〔忍頂寺務宛書簡〕

の中に確認できるバリエーションの範囲内で示した。

（例）三田村鳶魚（玄龍）

……「三田村鳶魚」「三田村玄龍」の2通りの名義の書簡あり。

（例）坂東八十助〔3代目〕（蓑助〔6代目〕）

……「坂東八十助」「坂東蓑助」の2通りの名義の書簡あり。

※この人は後の8代目坂東三津五郎だが、「坂東三津五郎」名義の書簡はない。
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＊書店からの書簡で、店主名が併記されているものについては、書店名を主たる項目として立

て、店主名はその後ろに（）に入れて示した。ただし、店主名からも当該書簡にたどりつ

けるよう、店主名も見出しとして示し、書店名の項目を参照項目として「→」の後ろに示し

た。

＊連名で差し出された書簡については､2名連名のものは両名の氏名を「・」でつないで示し､3

名以上のものは筆頭の差出人名のみを示して後ろに「ほか」と記した。

＊連名書簡の2番目以降の差出人については、それぞれの差出人の項目において、連名書簡の

項目を参照項目として「→」の後ろに示すことで、各差出人の氏名から当該書簡にたどりつ

けるようにした。ただし、死亡通知の差出人名として親族名・友人名等を列挙している例に

ついては、このような扱いをとらなかった。

2．番料点数

＊封書の場合、1つの封筒内に複数通の書簡を収めたものも認められるが、これらについては

全体で1点と数えた。

3．その他

＊死亡通知については、誰の逝去を知らせているかという情報を、差出人名の後ろに〔〕に

飴

入れてあわせて示した。また、故人の氏名も項目に立て、死亡通知の差出人名を参照項目と

して「→」の後ろに示すことで、故人の氏名からも当該書簡にたどりつけるようにした。

（内田宗一）



差出人 点数

【あ】

青 木泰l

青柳秀雄4

秋田佐喜子ほか〔秋田信太郎死亡通知]1

秋田信太郎→「秋田佐喜子ほか」

秋庭太郎2

朝倉亀三l

浅野誠次→「吉田書店(浅野誠次)」

渥美清太郎12

天野謙二郎2

天野正-l

天野泰三郎l

荒木l

荒木伊兵衛書店1

有山麓園2

飯島花月（保作)31

飯塚友一郎10

井口政治6

池上幸二郎2

池田松華（叢雲、立堂）59

池 長孟l

伊三次1

石井貴一郎l

石川巌8

石塚清

石橋開蔵

石橋鍬太郎1

石割タキほか〔石割松太郎死亡通知]1

石割松太郎2

→「石割タキほか」

→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

石割松太郎ほか9名l

礒ケ谷紫江14

板龍齋l

市場l

伊藤述史

伊藤長蔵6

差出人 点数

伊藤継郎

伊藤櫟堂2

稲垣寛一2

稲垣仁山

井上熊太郎

井 上堅3

井上書店

伊原敏郎9

磐瀬三郎

内田治ほか〔内田良平死亡通知]l

内 田誠2

内田良平

→「内田治ほか」

内田魯庵（貢）

江口良橋2

江戸時代文化研究会

頴原退蔵9

→「石割松太郎ほか9名」

大阪亜鉛鉱業株式会社〔塩見政次死亡通知]1

大阪朝日会館l

大阪朝日新聞社学芸部l

大阪国史会l

太田幸子

太田保一郎l

太田陸郎9

大竹健二l

大谷綾石（正信)12

大曲駒村（省三、九樽道人）13

大曲駒村遺著顕彰会1

岡信吉l

小笠原久恒2

岡松茂l

岡村清道（＝清元栄寿太夫〔5世〕）ほか〔清

元栄寿太夫〔4世〕死亡通知]l

→「消元栄寿太夫〔5世〕ほか」

岡本綺堂（敬二）9

尾崎久弥13

”



尾崎行武l

【か】

片口与利l

勝本清一郎1

嘉納純2

河合たれl

川口一郎l

川嶋禾舟（右次）67

河竹繁俊7

→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

川辺賢武3

関西彩壺会1

北田彦三郎

岸本稲巌→「石割松太郎ほか9名」

木谷蓬吟5

樹下快淳5

木村三四吾l

清元梅吉〔3世〕2

清元栄寿太夫〔4世〕2

→「岡村清道（＝清元栄寿太夫〔5世〕）ほか」

清元栄寿太夫〔5世〕ほか〔清元延寿太夫〔5

世〕死亡通知〕1

→「岡村清道（＝清元栄寿太夫〔5世〕）ほか」

清元延斎吉2

清元延斎吉追善会l

清元延寿太夫〔5世〕

→「消元栄寿太夫〔5世〕ほか」

清元延寿太夫〔5世〕・清元栄寿太夫〔4世〕2

清元佐登美太夫3

清元太兵衛l

清元千歳太夫3

清元延益きい1

九樽道人→「大曲駒村（省三、九樽道人)」

黒岩経雄l

黒木勘蔵8

黒崎貞枝（奈良之助）

→「石割松太郎ほか9名」

→「黒崎羊太郎ほか」

70

黒崎羊太郎ほか〔黒崎貞枝（奈良之助）死亡通

知〕

慶 吉2

小泉迂外6

河野孝二郎→「石割松太郎ほか9名」

弘文荘（反町茂雄）3

神戸史談会9

神戸文化懇談会

古在由直l

古書交換同好会3

小寺融吉・清水和歌

古典文庫2

後藤捷2

小西一四三l

駒田彦之丞6

→「菅野米二ほか」

【さ】

斎藤昌三23

坂井華渓l

坂田将治

佐々嘉寿磨（常磐津式寿)1

→「佐々幸男ほか」

佐々幸男ほか〔佐々嘉寿磨（常磐津式寿）死亡

通 知]l

笹本寅

佐谷孫二郎→「石割松太郎ほか9名」

澤口泰憲s

澤田薫S

塩見政次→「大阪亜鉛鉱業株式会社」

鹿田松雲堂（鹿田静七）2

鹿田静七→「鹿田松雲堂(鹿田静七)」

柴田音吉商店

柴田宵曲→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

渋 井清l

思文閣（田中新）6

島金平2

島田勇雄20

島田清



島田小市3

島田筑波→「鈴木南陵（好太郎）ほかlO名」

島田俊枝l

島村幹一29

島本得一7

清水和歌→「小寺融吉・清水和歌」

下川性造l

書史会同人

書物談話会l

書物展望社l

新興古書会→｢弘文荘(反町茂雄)」

菅竹浦（稲吉）27

菅野米二ほか〔駒田彦之丞死亡通知〕l

杉浦正一郎l

杉本要→「石割松太郎ほか9名」

→「杉本梁江堂（杉本要)」

杉本梁江堂（杉本要)1

祐田善雄3

鈴木南陵（好太郎)1

鈴木南陵（好太郎）ほか10名l

瀬 川亀8

関根正直3

曽我友兄1

反町茂雄→｢弘文荘(反町茂雄)」

【た】

高岸拓川（豊太郎）6

高倉観崖1

高田蝶衣l

高野辰之9

高原慶三5

高安月郊l

高安六郎→「石割松太郎ほか9名」

瀧 宜睦l

竹内文平→「石割松太郎ほか9名」

竹重虚心（隣一）→「竹重徳芳・トク」

竹重トク→「竹重徳芳・トク」

竹重徳芳・トク〔竹重虚心（隣一）死亡通知]1

竹柴二朔1

竹末乾一1

武田信賢3

竹中政一・トシl

竹中恒夫〔山口敬堂（幸三郎）死亡通知〕1

竹中トシ→｢竹中政一・トシ」

多田英光2

辰巳屋書店（中村不二尾）3

舘岡鶴松l

立脇泰山l

田中香涯（祐吉）2

田中栞l

田中治之助→｢英十三(田中治之助)」

田中新→｢思文閣(田中新)」

谷本富l

玉川巳代治2

玉樹香文房（玉樹安造）4

玉樹安造→｢玉樹香文房(玉樹安造)」

玉村晴朗2

塚本楢良l

辻本写真工芸社l

津田隆2

坪田豊年11

鶴岡春三郎2

寺澤智了（了）20

天祥院1

典籍学会1

天理図書館3

東林書房l

常磐津式寿→「佐々嘉寿磨（常磐津式寿)」

富永牧太4

豊仲末迷l

鳥居言人→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

【な】

中尾方一2

永田秀次郎2

中谷保二2

中野康章→「石割松太郎ほか9名」

中村吉蔵1

7Z



中村桂風l

中村正二郎

中村不二尾→「辰巳屋書店（中村不二尾)」

中村幸彦46

半井桃水2

成富武夫l

南木芳太郎19

西野□□D2

西村貫一13

西山吟平3

日本近世文学会l

忍頂寺務ll

野崎左文3

野田雄宏8

野々 村蘆舟一「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

野間光辰7

【は】

問民夫→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

3

服部善四郎l

服部普白→「鈴木南陵（好太郎）ほかIO名」

英十三（田中治之助）28

濱田義一郎9

早川石松l

原田棟一郎7

坂東三津五郎〔7代目〕・坂東蓑助〔6代目〕3

坂東八十助〔3代目〕（蓑助〔6代目])16

→｢坂東三津五郎〔7代目〕・坂東蓑助〔6代目〕」

東田清三郎l

日田光敏・日田勇作1

日田勇作→「日田光敏・日田勇作」

日野彌三郎2

廣田健一郎ほか〔廣田星橋（金松）死亡通知]1

廣田星橋（金松)15

→「廣田健一郎ほか」

廣田政之進l

弘仲定潔3

福井菊三郎1

瘤

藤井乙男5

→「藤井源一」

藤井源一〔藤井乙男死亡通知]1

富士崎放江（和一郎)10

藤澤衛彦

藤田徳太郎ll

藤野辰次郎3

扶桑書房l

船越政一郎8

へちま倶楽部4

細川賀茂

【ま】

前川清二→｢前川守－ほか」

前川守一ほか〔前川清二死亡通知]1

増田五良9

町田嘉章（博三）8

松井佳一S

松岡□

松川弘太郎

松澤重太郎2

丸岡勇二郎

三上雅清

三河屋旅館2

三島廣吉

水谷弓彦2

溝江高信

三田村鳶魚（玄龍)150

→「鈴木南陵（好太郎）ほか10名」

三田村八重

三村書店

宮尾しげを5

三宅吉之助4

三宅雪嶺l

宮武外骨2

宮武省三3

宮永東山

三好米吉2

母袋未知庵（光雄）44



夕霧会2

横山岩吉2

吉井良尚

吉 田潔s

吉田書店（浅野誠次）4

吉田銭次郎

【ら】

陸軍仙兵部1

【わ】

若月保治12

和田辰雄ほか〔和田萬吉死亡通知〕1

和田萬吉12

→「和田辰雄ほか」

渡 辺霞亭3

綿谷雪l

わたる

森銑三9

→「鈴木南陵（好太郎）ほかlO名」

森 井一雄l

森井康雄3

森田哲郎1

森本清4

森谷書房4

森谷均

【や】

柳屋支店l

やぶ忠l

山口敬堂（幸三郎）10

→「竹中恒夫」

山崎音次l

山崎麓3

山田清作3

山中豊2

山村太郎3s

山本恵一ほか〔山本治郎死亡通知]1

山本治郎→｢山本恵一ほか」

湯朝竹山人1

差出人記名なし

差出人名未判読

４
咽

合計 1,366通

沼




